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　俺の名はクリス、家名はない。幼い頃近所に住んでた胡散臭い爺さんの『魔法を使えるようになればモテモテじゃ』とかいう巫山戯ふざけた口車に乗り、当時から、まぁ一言で言えばエロガキだった俺は愚かにもジジイの弟子となり、十八歳の現在まで山奥で修行漬けの生活だった。

　幸いにも食料などを運んできてくれる猟師の皆さんが親切に色々と教えてくれたお陰で、魔法しか能のないジジイのような社会不適合者にならず、それなりに常識を弁わきまえてるつもりだ。

　さて、そんな生活に終止符を打ち、猟師の皆さんに惜しまれつつ、いざ都会に出て成り上がってやる！　と気合を入れ旅立った。近所の田舎は魔物が多く出没するはずだったが、俺とジジイが魔術実験のモルモッ……じゃなくてお世話になった村人に僅かでも恩を返そうと、周囲の魔物を根こそぎ駆除したから、今じゃこのマーニュ王国で一番の安全地帯だ。

　旅路は順調、さてもうすぐ王室直轄地に入る少し前のことだった。




　──いやぁぁぁぁ！




　街道から外れた茂みから、女の子の悲鳴が聞こえ、俺は即座に駆けつけた。

　そこにいたのは、身なりはそれなりに整ってるが、悪鬼のような形相でナイフを振りかざす男と……奴隷が着るような襤ボ褸ロを纏った少女だった。

　男は憎悪のあまり俺に気が付いていないのか、俺という乱入者が居るにも関わらず少女の太股にナイフを突き立てる。少女の悲鳴を聞き笑い出すその姿は狂ってるとしか思えない。

　いくら奴隷だったとしてもこれは見過ごせない。少女しか目に入ってないようなので、俺は背後から魔術を放ち意識を刈り取る。数日は目が覚めないだろうが、万が一に備え男の両手足を縛っておく。

　男を少女から見えない位置に放り投げ、血を流し呻いてる少女に向き合う。

「大丈夫か？　俺は魔法が使える、怪我を治してやるから落ち着くんだ」

　女の子の目にはまだ怯えがあるが、騒いだりはせず、小さくお願いしますと呟く。俺は彼女の患部に触れ治癒の魔法を行使する。

「あの……わたくしに嫌悪を抱かないのですか？」

　魔法による治療が終わったあと、少女は奇妙なことを尋ねてきた。

「それは奴隷だからか？　いや不幸な身の上だとは思うけど嫌悪とかはないぞ」

　オリヴィアと名乗った少女は体は汚れているし、虐待されていたのか体の所々に残る痣が痛ましい。痣もついでに治癒し、濡れタオルで顔の汚れを拭ったら、田舎じゃ絶対に見られないような極上の美少女だったのだ。

　こんな子に嫌悪を抱くとかありえんだろ、やばいドキドキが止まらない。こんな可愛い子生まれて初めて見た。

　ちらりと男を見て、所有者がこいつなら始末して、俺が貰うのもアリだな。美少女を恋人にできて俺は幸せ──当然奴隷身分からは解放する──勿論ナイフで刺すような男より俺のほうが彼女も幸せだ、間違いない、彼女もそう思ってるだろう、よし今すぐ始末を……。

「い、いえ、わたくしは何をしても殿方から嫌悪感を向けられまして……幼い頃から、それこそお父様からも……」

　イヤありえんだろう、もう一度言うが、この美少女を嫌悪ってありえんだろ。こんな娘が近所に住んでたら俺だったら毎日アプローチかけてるぞ……ん？　注意して診ると歪いびつな魔力が彼女を蝕んでる。

「ひょっとして、『奴隷化』の呪いの他に別な呪いを受けてる？」

「分かりません、ただ幼い頃からいつも殿方には嫌われてまして……お母様や侍女には可愛がっていただきましたが……」

　俺はオリヴィアに一言断ってから、体に触れ魔術的に詳しく診てみる……奴隷化の呪いはあった、更に魂の奥深くに……なんだこれ！

「まず一つ、好感情を向けられると悪感情に反転する呪いがかかってる」

「そ、そんなっ！」

　薄々気づいていたのかもしれないが、はっきりと『呪い』と言われショックを受けている。

「もう一つ、こっちのが悪質なんだけど、誰かに向けられた悪意を押し付けられて、君に向けられる好意を奪われてる。これは近くに居ないと効果はないっぽいけどな」

　つまり、彼女の行動が見知らぬ誰かに好感情を抱かれるようなものだったとする。しかしその好意は全て近くにいる誰かに向けられ、彼女に向けられるのは無関心だ。逆に近くにいる誰かが嫌われるような行動をすればするほど、彼女は理由もなく嫌われるのだ。

　だったら無関係になればいいと、逃げても今度は感情の好悪反転で嫌われる……ここまでくると殺したほうが慈悲深いんじゃないかとも思えるくらい悪意に満ちた呪いだ。

　なんで分かったかって？　ふふ……あのクソジジイ、魔法が使えればモテモテとか吐ぬかしやがったが……呪とか専門の闇の魔法なんて世間的に受けの悪い系統の、どこにモテる要素があるんだクソ野郎！　闇魔法使いなんて胸張って名乗れない上に、女の子にドン引きされるわ！　猟師さんが指摘してくれなきゃ今頃非モテの根暗野郎とか言われてたに違いない。一応本を読んで一般的な魔法は大半使いこなせるから普通の魔法使いを名乗っても問題ないのだ。

　闇魔法使いは、同属性の呪いへの耐性は高いんで、凶悪ではあっても範囲が広い──恐らく異性限定──この呪いに簡単に抵抗できたのだ。

「とりあえずだ、背景を知れば呪いを解くにも楽だから洗いざらい喋ってみな。奴隷にされた経緯もな」

　……と、オリヴィアはいきなり泣き出した。そして嗚咽を堪えながらポツリポツリと話し出す。





★　　　オリヴィアＳＩＤＥ　　　★






「づ、づらがっだんだなぁ……グスグス……ぢぐじょう！　クソ野郎どもが！」

「ヒック！　ヒック！　クリスざまぁぁぁ、わだっわたくしのために泣いてくださるなんてぇぇ……うぇぇぇん！」

　わたくしが胸の内を全て明かす頃には、クリス様の目からは滝のように涙が流れておりました。殿方が涙を流すのを見るのは初めてですので、ビックリしてしまいました。それと同時にわたくしの為に悲しんでくださるこの方を見て、わたくしは嬉しくて胸が温かくなるのが分かりました。ついでに涙が止まりません。

　わたくしのかつての名はオリヴィア・ヘルトール、マーニュ王国に三家ある公爵家の一員でございました。

　幼い頃から……いえ物心ついた頃から、わたくしは二つ年下の妹であるアンジェリカと比較され生きておりました。

　父は常に妹だけを可愛がり、兄も、弟も、更には男性の使用人達すらわたくしのことは邪険にして妹ばかりを構ってばかり。

　ただ、母や祖母、女性の使用人たちはわたくしを可愛がってくださり、公爵家の者として恥ずかしくない程度の立ち振る舞いは学ぶことができました……父はわたくしに割く人材があるなら妹の養育に当てろなどと言っていたそうですが、母や祖母がなんとかしてくれました。

　母たちからすると、父らがなぜわたくしにこれほど辛く当たるのか、全く理解の外であり、説得の糸口すら掴めなかったようです。なんとかしようとしても貴族の家の権力は家長が全て握っているので、取り付く島も無かったそうです。

　成長し、他家の子女たちと交流するようになると、少年たちは全て妹ばかりを見て、わたくしは謂れのない誹謗ばかりを受けておりました。それでも仲の良い令嬢たちとの交流はあり、全く孤立というわけではありませんでした。同情も多分にあったのでしょう。

　更に年頃となり、婚約の話が出るようになると、妹には縁談が殺到し、かなり揉めたようです。

　その頃わたくしは王妃様に気に入られ、王太子殿下との婚約話が持ち上がりましたが、妹に夢中だった王太子殿下自らの強硬な反対で成立はしませんでした。それだけであれば子供の婚約話が纏まらなかった、だけで終わったのですが……。

　父は、わたくしが当家の恥さらしだと……追放し、あまつさえ奴隷として……売り出されたその日のうちにわたくしを憎々しげに見る男に買われてしまったのです。そして人目につかぬ森へと連れ込まれ、何度も木の枝で叩き、痛みで泣き叫ぶ私を見て嗤いながらナイフで刺し……僅かでもクリス様の助けが遅れていたら……。

「グスグス……ズッ……信じらんねぇゴミ野郎どもめ！　とりあえず移動に制限のかかる奴隷化の呪いは解いちまおう」

　奴隷とは主である所有者から逃げられないように、あまり離れることのできないように魔法で制限される存在です。クリス様に倒され縛られたこの男から百メートルも離れると、全身が焼かれるような激痛で苛まされるのです。

　他にも、質問に沈黙する事もできませんし、反抗などすれば死あるのみ、他にも無数の制限があり、およそ考えられる人間の尊厳を全て奪われるのが奴隷というものです。

　呪いを解くと簡単にクリス様は仰いますが、この呪いは非常に高度な特別性の呪いで……。




　──パチンッ！




「ふん、胸糞悪ぃ、ほら解けたぞ」

　え？　あ？　あれ？　胸元にあった呪いの文様が消えてる……。

「流石にもう一個の呪いは、力尽くで抑えるだけで解除まではいかないな。できる限り弱らせた上で神殿でなんとかして貰うしかないな」

　呪い……解けた？　もう奴隷じゃないのですか？

「おっし、王都で成り上がってやるつもりだったけど、クソ野郎どもと同じ空気吸う気になれないからな。どっかデカい神殿がある街に行く、心当たりあるか？」

「そ、そうですね……それではここから北のラーロン地方は如何でしょう？　『法の女神大神殿』を擁し、大規模な開拓計画が近々始まるので、実力次第では叙爵もありえますわ」

　わたくしは面識がありませんが、確か第二王子カール様が旗頭になって開拓を進める計画が進んでいます、時期的にそろそろだとお茶会で王妃様が話してました。

　今から向かえば募集が始まるかどうかといったところではないでしょうか？

「地理とかは詳しくないから助かる。それじゃ一緒に行こう。神殿でオリヴィアの呪いを解いたらガンガン手柄立てて偉くなってやる」

「で、ですが……わたくしなど連れてはご迷惑ではないですか？　それにわたくしは嫌われ者ですし、お返しできるものを持っておりません」

　家を追放されたわたくしのような小娘になど何の価値もありません。足手まといになるくらいなら……と思ってましたら、いきなり抱きしめられてしまいました。

「そうか、じゃ呪いを解いたら嫁さんになってくれ」

「なっななな……で、ですが家が決めた……あ……」

　家なんて、もうとっくに追放された身ではないですか。

「色々屁理屈が欲しいなら言ってやるが、そんなもんはあくまでも屁理屈だ。俺がオリヴィアに惚れたから嫁にしたい……じゃダメか？」

　さっきまで大泣きだったので、お互いに顔がグシャグシャでしたが、真っ直ぐにわたくしを見据えるクリス様は……これまで見た誰より綺麗で、凛々しく……いつの間にかわたくしは小さく、はい、と呟き頷いておりました。

　わたくしの返事に、嬉しそうに顔を綻ばせるクリス様を見て、わたくしは胸の高鳴りを抑えられませんでした。

「待ってろ、辛い生活なんて忘れさせてやる、テメーの女にいい暮らしさせてやるのが男の甲斐性ってモンだ」





◆　　　◆　　　◆






　とりあえずボロボロの服は捨て、濡れタオルだけじゃ拭えない汚れを落とすのに近くの川にやってきた。

　幸いにして川の水はそのまま飲めるくらい綺麗だ。岩陰を見つけそこに人払いの結界を構築する。

「そのボロは捨てて、どっかの村に着くまで俺の予備の服を着な。ダボダボだろうけどその辺は紐かなんかで調整すりゃいい。その前に体を綺麗にするぞ」

「はい、クリス様、それではお召し物をお借りいたします。身を清めて参りますので……」

　なんか自分一人で川に入ろうとしてる俺の嫁（予定）だが、肩を抱き一緒に川辺へ、そしてボロ布をはぎ取る。奴隷の服に下着なんてあるはずもなく当然裸だ。そして俺も服を脱ぐ。

「きゃっ！　クックリス様!?」

　いきなり全裸にされ驚き狼狽してるオリヴィアは、胸と性器を隠し真っ赤になってる。おうっ！　分かってたけど彼女の細腕では隠しきれないほどおっぱいでかい。直で見るとでかいだけでなく形もイイのが最高だ。

「なんだ？　川で水浴びするのに服を脱いで駄目なのか？」

「だ、駄目ではございませんが……み、未婚の身で殿方に肌を晒すなど、まして屋外ではないですか……」

　あぁ、恥ずかしがる姿も可愛い、腰まで届き軽くウェーブのかかった銀の髪は日の光を反射して煌めいて、まるで女神のようだ。宿まで我慢？　無理だ。

　脱がしたときは胸にばかり視線が向いていたが腰から尻へのラインもまた実にエロい。超絶美少女でスタイル抜群とか……もう一度言う我慢とか無理だ。多少強引に恥ずかしがるオリヴィアの体を濡らした手で撫でる。

「ひゃっ！　あっあっ、く、クリス様ぁ……むぐっ」

　混乱しているオリヴィアを正面から抱き、キスをする。動きが止まったところで片手を胸へ、もう片方の手を膣口へと這わせる。

「んむぅ！」

　未知の感覚にどうしていいか分からなくなってるようだ。最初はキスとか胸を触るだけにするつもりだったが、無理。結婚を申し込んでＯＫしてくれた女の子が、しかも全裸でなすがままにされてるんだぞ。

　愛撫しているうちに、元から大して強度のなかった理性の糸は呆気なく千切れた。

　抱き合ったまま、俺は大きな岩の上に仰向けになる。嫁を硬い岩の上に寝かせるわけにはいかないからな。

「い、いけません、殿方の上に乗るなどはしたないですわ……」

「気にするな、それよりも……わかるな？」

　俺の逸物はもうかつてないほど昂ってる。肌に触れてる彼女が気づいていないはずはない。

　顔を真っ赤にして頷く、世間知らずの令嬢でも性教育は受けてるだろう。俺の胸元に当てていた手を下げ、俺の逸物に触れる。自分で触るのとは全然違う。女の子の手ってこんなに気持ち良いのか、それともオリヴィアだからか。

　彼女は俺のペニスを自分の膣口まで導く。そして潤んだ瞳で俺を見て微笑む。その顔は蕩けてしまいそうな程美しく、なによりも淫靡であった。

「クリス様、様々な不幸のあったこの身でございますが、幸いにも未だ乙女でございます。今日この日に愛する貴方様へ純潔を捧げることができて、オリヴィアは幸せでございます」

　オリヴィアは俺の逸物を掴んだまま、徐々に腰を落とす。俺の肉棒を自ら秘所に迎え入れる。痛みに顔を顰めつつも、隠しきれない興奮に紅潮していた。

　そして、一気に腰を沈める、同時に俺も彼女の尻を掴み突き上げた。

「ぐっ！　あぁぁぁぁぁ!!」

　彼女の秘所からは、破瓜の血が流れている。オリヴィアの膣内を俺が、俺だけが好きにできるのだと思うと、更に昂ぶってくる。だが痛がってる彼女を見てこのまま無遠慮に動くわけにもいかない。

「オリヴィア、痛いだろう？　そのまま動くな」

　両手は尻を掴んだまま、触れるだけのキスをする。少なくとも痛みが引くまでは、このままでいよう。
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「はぁはぁ……クリス様、わたくしのことは気にせず、この身体を好きにしてくださいませ」

　涙を浮かべながらも健気に微笑み、そんなことを言ってくるオリヴィアが、ますます愛おしくなってくる。

「やっあぁん！　むぅぅん！」

　腰は動かさないが、巨乳を揉みながら舌を絡めたキスをする。

「だ、だめです……胸は……」

「なんだ？　気持ち良くないのか？　それとも痛いならすぐ止めるぞ」

「い、いえ、痛いわけでは……」

　嫌がってはいないようなので、たわわに実った二つの果実を時に強く、時に弱々しくその感触を堪能する。

　しばらく巨乳を堪能してるうちに彼女の顔から苦痛の色が消えた、どうやら落ち着いてきたのか。軽く腰を突き上げてみる。

「あっあぁぁぁん！　やっあっあっあっ！」

　どうやらもう痛みは消えたようだ。このまま小刻みに動かすだけで蕩けそうな程の快感が襲って来る。ヤバイ気持ち良すぎて腰が止まらない、止められない。

「あぁ！　クリス様、これが、これがセックスなのですね！　オリヴィアはクリス様に処女を捧げることができて幸せです」

「俺もだ、俺もオリヴィアと出会えて最高に幸せだ！」

　俺は自分が彼女の肢体に溺れつつあるのを自覚したが、構わない、彼女は俺の嫁だ、溺れて何が悪い。オリヴィアの喘ぎ声が更に俺の理性を溶かす。俺は無言で突き上げ続け……限界が近づいてきた。

「出るぞ、オリヴィアの膣ナ内カに射精する出すぞ！」

「はっはっ！　はい、クリス様ください、クリス様の妻である証として……孕ませてくださいませ、オリヴィアにクリス様の御子を孕ませてください！」

　──ドピュドピュドピュ……。

「はっ！　あっあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　射精だした瞬間、オリヴィアは身体を仰け反らせ、そのまま力尽きたかのように俺の胸元に顔を埋める。

「はぁはぁ……ふぅ……ありがとうオリヴィア、愛してるぞ」

「わた……わたくしも……クリス様を愛しております」

　抱き合ったまま、繋がったまま俺たちはキスをし、その場で微笑み合うのだった……勿論その後、体を洗い終わり直ぐに二回戦に突入し、夜になってしまったので川原で野宿した。





◆　　　◆　　　◆






　猟師のおじさん達から餞別に貰った簡易テントは、これが意外と高品質だったりする。魔物の討伐を生なり業わいにする冒険者達が野宿するに、広く愛用されているもので、ベッドよりは多少寝心地は落ちるが慣れれば十分熟睡できる代物だ。

　蚕の繭のような形状で、内部で骨組みを組み立てると人間一人が眠れる空間が出来る。薄くて軽く持ち運びに便利となれば愛用者が多いのも納得だ。

　問題はこのテント、仲間と交代で見張りをするのが前提で作られている。つまり寝てる間に魔物に襲われたら抵抗できないって事だ。

　骨組みの組み立てに慣れた熟練者は、木の上にこの簡易テントを張る事が出来て、単独であってもゆっくり休めると言うが。

　俺の場合は魔物除け、動物除けの術が使えるから見張りは必要ない。よってこの一人用テントにオリヴィアと抱き合って一晩過ごしたのだが……ヤバい、朝起きて早々に理性が溶けそう。

　断熱性と気密性が高く、水を弾く素材で作られてるテントだ。空気穴は開いてるが、寝てる間に結構汗をかくくらい、お互いの体温でテントの内部は暑い。なによりも男のモノとは全く違う、女の子の香りに満たされている。

　お互いに初めてのセックスの相手、一目惚れをした美少女をこの手に抱いて、しかも安心したようにスヤスヤ眠っているのだ。昨日まで童貞だった俺には刺激が強すぎる！　あぁ女の子の身体って柔らかい。

　僅かな間だけとは言え奴隷にされ、しかも理不尽に殺されかけたのだ。肉体的にも精神的にも疲労しきっていたのだろう。起きる気配は全くない。

　昨日は勢いに任せて強引にエッチしてしまったが、まさか身体目当てと思われなかっただろうか？

　初めての時痛がってたけど、ひょっとして俺とのセックスが嫌になってしまったかも知れない。その後も何度も体位を変えて盛ってしまったから、乱暴な男だと思われてしまったとしたら……。

　オリヴィアの美貌に舞い上がっていたのもあるが、思い返せば随分と強引だった気がする。呪いを解く目的は変わらないが、男性恐怖症の彼女に強引に迫るなんてとても相手を気遣ってるとは言えない。

　悩んでると身み動じろぎしてしまったようで、オリヴィアがうっすらと目を覚ます。ちょっと寝惚けた感じも可愛いなぁ、どんな表情でも愛おしいと思ってしまうあたり惚れた弱みか。

　じゃなくて！　先ずは昨日の事を謝らないと！　彼女に嫌われたら多分ショックで田舎に引き返してしまうかもしれん。焦ってる間に完全に目を覚ましたようで、何事か口に出そうとするのを遮って、オリヴィアに謝らないと！

「オリヴィアッ！　昨日はごめん！」

「申し訳ございませんクリス様！」

　ん？　なんでオリヴィアが朝一番で謝るんだ？

「あ、あれ？　昨日初対面だってのに強引に、しかも屋外でエッチするような真似して怒ってないのか？」

「怒るだなんて、わ、わたくしはクリス様に愛されて、求めていただいて幸せですわ。ですが殿方よりも先に眠るなど、とんだ不調法を」

　抱き合って密着した状態のまま、申し訳なさそうに目じりを下げるオリヴィア。おぉう！　いかにも深窓の令嬢な雰囲気だとは思ってたけど、ここまで男を立てる女性って物語でしか知らないぞ。

　思い出すのは故郷の田舎。隠れて娼館に行ったのがバレた旦那を、蹴っ飛ばして家から叩き出すオバちゃんは強烈だったな。他の人らも似たようなもんで、「男を立てる？　なんで？」とか言いそうだ。

　考え込んでる俺を不安げに見つめるオリヴィアを、安心させる為に強く抱きしめキスをする。余談だが、昨夜はエッチの後、軽く体だけ濡れタオルで拭いて、お互い裸のままで簡易テントに入って寝た。

　当然今も裸で、昨日散々オリヴィアの肢体を貪り尽くしたくせに、俺の股間はひと眠りしたら元気いっぱいになってる。

　当然密着してるオリヴィアが気付かない筈がなく、真っ赤になって俺を見つめてくる。

「クリス様がお望みでしたら……ど、どうぞお好きになさってくださいませ」

　駄目だよオリヴィア、昨日まで童貞だった奴の前でそんな事を言ったら。好きな子にそんな可愛いセリフ言われたら、我慢なんて出来るわけないだろう？

　お互いに身動きのしにくい簡易テントの中、密着したまま指をオマンコに這わせると、オリヴィアの身体は一瞬震え、膣の内側から愛液が徐々に溢れてくる。

「んくぅ……あっあっ……クリス様ぁ、だめ……恥ずかしい……」

「感じてるのかオリヴィア、俺の指で感じてくれてるのか？　昨日は痛がってたけど大丈夫なのか？」

　潤んだその目には苦痛の色は見えない。うっとりとした表情で、抱きしめた身体は熱く火照っている。

「さ、最初は痛かったですけど……その……心も身体も委ねた方からされる事でしたら……ああっ！」

　ごめん、我慢できなかった。ギンギンに勃起したチンポをオマンコに挿れると、オリヴィアの膣内は全く抵抗なく奥まで、俺のチンポを受け入れる。それでいて膣壁全体で俺のモノを柔らかく包み込むように、そして締め付けてくる。

「ん〜〜ッッ！　ク、クリス様……気持ちいいですか？」

「ああ！　最高だよ、挿れてるだけでも射精だしちまいそうだ！」

　狭いテントの中では激しく動けないが、昨日は舞い上がってた分、今日はゆっくりとオリヴィアの膣内を堪能しよう。細い腰から柔らかいお尻に手を添えて、より深く繋がれるように、更に押し付ける。

「あ、あの……動かれないのですか？」

　豊かな胸を俺の胸板に押し付けながら、オリヴィアが問いかけてくるが、このままでも十分気持ちが良い。膣内の温かさだけでなく、手を添えたお尻の感触も楽しんでると、ちょっと切なそうな表情のオリヴィアの腰が少しずつ動いている。

「んっ……ふぁ……クリス様の逞しいオチンチンが……あぁ！　まだ大きく……んむぅ！」

　オリヴィアが自分から求めてくれたのが嬉しくて、たまらず挿入したままキスをする。オリヴィアの腰が動くのと連動して、押し付けられたおっぱいの感触も最高だ。

「ちゅっ……はむ、ぷはぁ……オリヴィア、気持ち良いのか？　自分から動くくらい俺とのセックスが気持ち良いのか？」

　奥まで挿入したまま動いて貰うと物凄く気持ちが良い。チンポ全体がオリヴィアのオマンコに吸われるような感じで、自分で動くのとは違った感触だ。

「あ、あの……その……はい」

　おおおッ！　恥ずかしがってる俺の嫁（予定）が超可愛い！　こんな可愛くてエロい身体してるなんて最高だ。性格も控えめながらエッチは積極的とか俺好み過ぎる。何が言いたいのかと言うとオリヴィアは最高の嫁（予定）だ！

「そ、それじゃオリヴィアもう一回動いてくれ、俺も合わせるから。それじゃ……せーの」

　狭いテントの中でゆっくりと、お互いに合わせるように腰を引いて……。

「んあぁ！」

　ゆっくりと、だがお互いに腰を突き出した瞬間の快感は初体験のセックス以上だった。溢れた愛液が繋がった性器の間で卑猥な水音を立てる。

　力いっぱい腰を動かすよりも、よりオリヴィアの膣奥まで届いた感じがした。勿論それで終わるわけが無い。大きく動けないから小刻みに、リズムよくお互い腰を打ち付け合う。狭いテントの中で、愛液の立てる水音とお互いの荒い息、そして快感に漏れた嬌声だけがテントに響く。

　感じてる、惚れた女が俺のチンポで感じてる！　セックスを始める前の恥ずかしがっていた姿はもうどこにもなく、蕩けた表情で腰を振っている。

「あっあっあっ！　あぁぁ！　クリス様！　イッちゃう！　気持ち良すぎて！」

「俺も出すぞ！　オリヴィアの一番奥まで出す！」

　チンポの先端が膣奥を、子宮の入り口を何度もノックし、扉をこじ開けようとしてるのを感じる、今、膣ナ内カ射ダ精シしたら俺のザーメンが彼女の子宮に注がれるのか。一目惚れした少女が、この清楚で可憐な令嬢に俺の子供を孕ませるのか！

「あぁぁクリス様！　クリス様愛してますぅぅぅ！」

「俺もだ！　愛してる、大好きだオリヴィア！　出すぞ！」

　ただでさえ狭い膣壁が更に締まった瞬間、オリヴィアの膣内に大量のザーメンを注ぎ込む。昨日あれだけ膣ナ内カ射ダ精シしたのに、まだまだいけそうだ。相手がオリヴィアだからかな？

「はぁはぁ……クリス様の熱い子種がわたくしの中に……」

　しばし抱き合って性交の余韻を楽しんだ後、このままエッチ続行するにはオリヴィアの体力が心配なので、テントから出て身嗜みを整えた後は朝食の準備だ。セックスで時間を忘れてたようで、朝と言うには少々遅い時間になっていたが。

　朝から気持ちの良い事をしたせいか、かつてないほど気力とヤル気が漲ってるのが分かる。

「クリス様、この場所からですと、西に向かうとラーロン地方に向かう街道があります。そこから北に向かうのが一番近くて安全な道です」

「良し！　一刻も早く辺境に行こう！　そこで呪いを解いたら正式にプロポーズするからな！」

　準備が終わると俺はオリヴィアを背負い、街道に向かって走る。いざラーロン地方へ！　俺とオリヴィアとの幸せな未来を想像すると自然と足が軽くなっていった……が、ヤル気に溢れていても俺の体力そのものは、猟師のおじさん以下であった。

「ゼェゼェ……コヒューコヒュー……ま、まだまだ……早く呪いを解いてオリヴィアと結婚するんだ……」

「クリス様ぁぁぁ！　ご無理はなさらないで」

　軽いとはいえ人を一人背負ったまま全力疾走は無理があったようで、俺は街道に辿り着いた瞬間膝から崩れ落ちた。

「もう！　だから無理しないでって言ったではないですか」

　オリヴィアの膝枕で横になってる間オリヴィアに頬をムニムニと抓られながら、注意を受ける羽目になってしまった。
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　あぁ俺の嫁（予定）は可愛い、今彼女が着てるのは裾を詰めた俺の予備の服だ。ダボダボなのに胸元だけがパッツンしてるのが素晴らしい、サラシを巻いていても隠しきれないナイスバディである。

　さて、服装はともかく、お嬢様なオリヴィアが徒歩の旅をする以上、休憩が多くなる。彼女は疲れたなんて弱音を吐かないし、足が痛かろうが無理して歩くのだ。必然俺が気を遣わなければならない。

　靴擦れなんかは俺が治すし、果汁を混ぜた水を入れた水筒が【収納空間アイテムボックス】に沢山ある。なのでいくら休憩しても構わないのだが。

「はぁはぁ……申し訳ございませんクリス様……はぁはぁ」

　木陰で寄り添いながら休憩中、果実水を飲み、肩で息をしながら申し訳なさそうにするオリヴィアの上気した姿を見て、悪戯心が湧いた俺は悪くない。

「ふふっ申し訳ないと思うなら、そうだな膝枕でもして貰おうかな？」

　俺が言うと若干恥ずかしそうに頷き、頭を乗せやすいように位置調節をしてくれる。俺たちがいるのは道から外れたちょっとした林の中で、日差しが柔らかく気持ちがいい。

「お昼寝するには良い陽気ですね、クリス様」

「ああ、風も気持ちいいな……なによりオリヴィアの太ももの感触が一番だが」

「くすっ膝枕くらいでしたら、いつでも仰ってください……ひゃん！」

　うん、良い声だ。彼女のズボンは俺の服、つまり男物なわけで『前』にはボタンで閉めるタイプの穴が空いてるのだ。しかもダボダボなので、全開になっても気付かなかった彼女の油断だ。

　つまり、ナニをしたのかというとズボンの『窓』を開けて、彼女の突起を唇や舌で弄ってるのだ。

「ンッッッ！　だ、ダメですわ！　まだ日が高いではないですか……ひゃぁぁぁぁん！」

　俺が膝枕されてる状態で無理矢理引き剥がす事もできず、既に彼女の細い腰を掴み、ズボンの紐は解かれ膝までずり下げられて、立ち上がって逃げることもできない。

　つまり、自分が穿いてたズボンに足を縛られてるようなものだ。逃げられない彼女の性器を舌で丹念に愛撫する。

「や、やめ……はっはぁぁん！　な、なりません殿方がそのような……」

「昨日はじっくり見なかったけど、女性の性器ってこうなってるんだ。こんな狭いところに俺のチンポが入ったんだな」

　昨日の初体験を思い出したのだろうか、徐々に俺の唾液とは違うモノが彼女の膣口を濡らす。

「んっ！　あっあっあっ！　だめ、だめですぅ」

　俺の頭に手を添え、形ばかりの抵抗をしてるが、まったく力が入ってない。聞いた話で多くの娼婦を相手にしたある男は、舌だけで女性を自在に絶頂させる事ができたらしいが、彼女としか経験の無い俺には無理だろう。

　十分に濡れたのを見て、彼女を立たせ近くの木に両手をつかせる。

「オリヴィア……いいか？」

「はい……クリス様の望むままに……」

　足がズボンで拘束されたままなので、ぴったりくっついた太股の間にチンポを挿入する。うおっこれだけですげぇ気持ち良い！

　背後からおっぱいを揉みつつ、素股を数回繰り返すと、あっという間に逸物が最大まで滾る。もうちょっと胸で感じさせたかったけどもう我慢の限界だ。

　──ズブッ……じゅぽ……パンッパンッパンッ！

「あっあっあっ！　クックリス様ぁぁ！　痛くないです、昨日より痛くなくて気持ちいいですぅぅぅ」

「イイのか！　俺のチンポをマンコに突っ込まれて気持ちいいんだな！」

　心なしか更に愛液が垂れてきている。好きになった女の子が俺のチンポで気持ち良くなってると思うと、更に腰が動く。

「イイのぉ！　……気持ちいいのです！　クリス様とのセックスが気持ちいいです！」

　──じゅぼじゅぼじゅぼ

　腰を振るたびに挿入がスムーズになり、更に速く、強く、奥に。腰と尻がぶつかる音と、彼女の喘ぎ声が林の中に響く。

「はっはぁぁぁぁん！　イっちゃいます！　クリス様のオチンチンが気持ち良すぎて、あっあっ！　あぁぁぁぁぁ！」

　オリヴィアの体が反り返り、膣内がキツいほど締まる。俺も耐え切れずに彼女の最奥に膣ナ内カ射ダ精シした。

　お互い脱力し、その場に座り込んでしまう。荒い息のままこちらを向いたオリヴィアにキスをする。存分に舌を絡め合ったあと、俺の胸元に頭を乗せてきた。

　暫くそのままお喋りしていたのだが、どうも彼女は立てないほど消耗してしまったらしく、結局その場で野宿することにした。

　俺は夜にはすっかり回復したのだが、疲れきって眠ってる彼女に悪戯できるはずも無い。襲いかかりたい衝動に耐えつつ、夜明けまで火の番をしていた。





◆　　　◆　　　◆






　辺境へと向かう道中、小さな集落などが点在していて、可能な限りオリヴィアをベッドで休ませながら、俺たちは寄り添って旅を続ける。寄り添ってるのでつい抑えが利かずエッチしてしまうのだが。

　野宿でセックスは嫁（予定）に負担かけるって？　彼女の呪いを抑えるのには、深く精神的に繋がった状態で解呪を施す必要があるのだ。セックスである必要はないって？　若いんだから仕方ないだろう。

　それに俺は【収納空間アイテムボックス】の魔法が使えるので、野宿であっても困ることは少ないし、人払い・獣払いの術があれば安全性も格段にあがる。

　ただ旅はアクシデントが付き物だ。朝から晴れていたので油断したが、お昼を過ぎて暫くすると、急に空が暗くなり、雨が降り出したのだ。

　辺境へ向かう道は、開拓に伴う物資の行き来を見越してなのか、道は広く歩きやすい。ただ馬車が通れるようにするのを優先したのか、どれだけ歩いても雨宿りが出来そうな屋根のある小屋などが見当たらない。

　往来の多い街道であれば、旅人が休むのを見越して小さな小屋などがあるものだが、それらが一切見当たらないのは困る。雨が降っていると特にそう思う。

「困ったな、こんな雨の中歩くのも嫌だし、かと言って地面に穴を掘るような術は苦手なんだよな」

【収納空間アイテムボックス】から取り出した傘に二人で腕を組んで歩くのも風情があるが、そういうのは街中でするのが良いのであって、地肌が剥き出しの街道ではやってられない。

「クリス様、傘をそんなに傾けては貴方様が濡れてしまいます」

「男だから少しくらい冷やしても大したことない、俺よりもオリヴィアが風邪をひいたりしたら大変だよ」

　かなり強い雨で、傘を差していても濡れてしまう。傘を持ってない手を腰に回し、更に抱き寄せると彼女の体温を間近で感じられる。

　少し歩きにくいが傘が一人用で小さいのだから仕方がない。決して押し付けられる胸の感触を楽しんでるわけではないので、勘違いしないでほしい。

　大きな木でもあれば雨宿りするんだけど、今歩いてる街道の周囲は見渡す限りの草原で、雨宿りが出来そうにない。今日はもう移動しないでテントの用意をしてもいいんだが、出来れば乾いた地面で火を焚きたいところだ。

　雨に濡れて歩きにくくなった道を進みながら、目を凝らして雨宿りできそうな場所を探していると、作業員が休憩に使ったと思しき簡素な小屋があった。

「助かった、あの小屋で雨宿りさせてもらおう」

　傘を持ったままオリヴィアを抱きかかえ、小屋に急ぐ。街道を造る作業員が休憩や宿泊に使うための小屋は、意外としっかりとした造りで窓を開けてみると外には井戸も掘られていた。

　ただ、最近は使われていないようで、少し埃っぽい。軽く風を起こし埃を払い、明かりを灯すと簡易だがベッドもあるし、手狭ではあるがかまども設置されていた。

「助かった、今日はここに泊まろう。かまどに火を入れるから服を乾かすぞ」

「勝手に泊まっても宜しいのでしょうか？　家主の方がいらっしゃったら驚いてしまうのでは？」

　ん？　あぁ、お嬢様のオリヴィアは山や街道沿いにある小屋を知らないのか。

「ここみたいな小屋は旅人が休むのに使っても良いんだ。元々街道を整備する人間や、猟師とかが休むための小屋なんだけど、雨宿りや一晩過ごすくらいなら黙認される。たまに盗賊のたまり場になってたりするから過信は出来ないけどな」

　ちなみに小屋に置いてあるものは好きに使っても問題ないが、その分帰り際に軽く掃除して、宿代代わりの保存食やタオル、古着とか置いていくのがマナーだ。

　俺は毛皮でも置いていこう。毛皮をなめすのちょっと失敗した奴で、売り物にならないけど毛布代わりに丁度いいサイズだ。確か五メートルくらいあるイタチみたいな魔物だったな。

　小屋を使うマナーはともかく、設置してあるかまどに火を入れた俺たちは、傘を差していてもびしょ濡れで、お互いに服を脱いでかまどの近くに干す。タオルで身体を拭き、乾いた服に着替えるとやっと人心地ついた感じだ。どれお茶でも淹れようかな……。

「くしゅん！　んっ申し訳ございません」

「結構長い事雨の中歩いたから冷えちゃったか？　今からお湯を沸かすから座って待ってな」

「いえ……大丈夫ですわ、少々雨で冷えただけで……くちゅ！」

　大丈夫じゃないな。取り出した毛布を掛けてあげてから気付いたが、オリヴィアが着てるのは俺の服だ。ダボダボなせいか、たしかにかなり寒そうだ。

「火に当たってれば大丈夫ですよ、それに毛布もありま……くちゅん！」

　額と額を合わせてみると、熱はないのだがどうも風邪の引き始めみたいだ。気丈に振舞っていても疲労はたまっていたか、気付けなかった自分が恥ずかしい。

　しかし困ったな、オリヴィアが着てるのは俺の服の中でも一番小さい奴だし、重ね着が出来るほどたくさん着替えを持ってない。まして女物の下着なんて持ってる訳もない。田舎の集落じゃ服、というか布は貴重品だし、大きな町で買えばいいやと思ったのが失敗だった。

　失敗と言えば、都会じゃ浮いちゃうだろうと思って。山ごもり生活の必需品である毛皮の服、猟師のおじさんたちがお下がりでくれた奴を、村の子供にあげなきゃ良かった。

　……うーん小屋の中に小さな服とかないかな？　小屋の物置を探ってみると、なんと丁度いいサイズの下着っぽいものを見つけた。

　白い半袖のシャツは伸縮性のある柔らかい生地でできていて、胸元には見た事のない文字らしき模様が描いてある。丸みを帯びた文様でなんか可愛いな。

　紺色のパンツらしきものもかなり伸びるな、これなら多少サイズが小さくても穿けそうだ。かなり手触りがよく結構な高級生地で仕立てられた物のようだ。

　匂いを嗅いでみてもかび臭くはないし清潔なものだ。はて？　見た感じ新品みたいだけど生地からしてかなりの高級品っぽいぞ、なんでこんな小屋に放置してるんだろう？

　疑問に思ったが、あるものは使わせてもらおう。オリヴィアに服を渡し、下着代わりに着てもらう。

「んっ……ちょっと胸元がキツいですがこの上に服を着れば暖かいです」

　渡した服を着たオリヴィアを見て……なんかすっげぇ興奮する。柔らかい生地なのでオリヴィアの大きなおっぱいがこれでもかと主張してるし、紺色のパンツらしきものも、ぴったりと肌に食い込んでいて、お尻の形が丸分かりだ。

　下手に全裸よりも、いやらしいかも知れない。服を着ようとするオリヴィアを押し倒したい衝動に駆られるが、風邪気味の彼女を抱くなんて身勝手にも程がある。惚れた女に気遣いも出来んなど男の風上にも置けんからな。

「こっちにおいでオリヴィア、一緒に毛布に包まって今日は休もう」

「はい、クリス様……くしゅん！」

　二人で一つの毛布の中で寄り添い【収納空間アイテムボックス】に作り置きしてあるシチューを食べる。

　雨音と、かまどの火が爆ぜる音だけが周囲に響く中。お互いの体温を感じながら、とりとめのない会話を続け、俺たちはいつの間にか眠りについた。
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　朝起きると、雨はすっかり上がっている。昨夜はエッチしないで早く寝たので体調も良い。

「おはようございますクリス様、顔を洗う水を汲んで参りますね」

　近くにあった水桶を持って裏手にある井戸に向かうオリヴィア。寒さに震えていた昨日とは一転、張り切って俺の世話をしようとしている。

　水くらい魔法で生み出せるんだが、井戸から汲む程度の手間を惜しんでまで魔法に頼るのは、あまり褒められたことではないので任せてみよう。公爵令嬢が井戸で水汲みを出来るのかどうかは、ちょっと不安だが。

「井戸の使い方わかるか？　良かったら教えるぞ」

「えっと……侍女が水を汲んでるのを見た事がありますので大丈夫です」

　まぁ何事も経験か、水汲みは任せ、俺はかまどに薪を放り込み、火を強くする。とりあえずパンとスープを温めて、そうだなチーズとドライフルーツでも……。

「きゃぁぁぁぁ！」

　小屋の裏手から聞こえるオリヴィアの悲鳴に、俺は即座に駆け付けると……水桶をひっくり返し、ずぶ濡れのオリヴィアがいた。

「大丈夫か！　怪我とかはないか!?」

「は、はい……その、思いっきりロープを引っ張ったらお水がバシャって……」

　要するに勢い余って水を被ったのか、怪我がなかったのは良かったが、濡れたままじゃ体調を崩してしまう。

「かまどの火を強くしてあるから、早く着替えるんだ、井戸水は冷たいから風邪引くぞ」

「も、申し訳ございません」

　うーん、頭の良いオリヴィアのドジッ子な一面は可愛いなぁ。申し訳なさそうにしているオリヴィアにキスをして、ついでにお尻も揉むと「きゃん！」と可愛い悲鳴を上げる。

「あんっ！　だ、駄目ですよクリス様まで濡れてしまいま……んっ、ひゃん！」

「ごめんごめん、オリヴィアが可愛いからつい、な？」

　顔を赤くして小屋に戻るオリヴィアを見送り、水桶を満たして小屋に戻ると……丁度服を脱いで、小屋にあった白いシャツと、紺色のパンツだけのオリヴィアがいた。

　水に濡れたシャツは、透けてオリヴィアのピンクの突起がうっすらと浮かび、肌に食い込む紺色のパンツをよく見ると、彼女の秘裂の筋がはっきりと見えた。

　昨夜セックスしてないせいか俺の理性の糸はあっさりと切れた。タイミングよく着替えようと白いシャツを捲りあげ、彼女の巨乳が俺を誘うように揺れていた。

　濡れたシャツは脱ぎにくいのか、ちょっと手こずってるのもひょっとしたら俺を誘ってるんじゃなかろうか？　きっとそうだろう、俺は愛するオリヴィアの誘惑に抗えなかった。むしろ喜んで飛びついた。

　シャツを脱ごうとジタバタしてるオリヴィアの、半端にめくれ上がったシャツを背後から脱がせると、同時におっぱいを鷲掴みにして、優しく愛撫する。

「ひゃん！　ク、クリス様、んむっ」

　何か言おうとしたみたいだが、唇を塞ぐと、彼女の抵抗は一切なくなり、俺の手に身を委ねてくれる。

「ちゅ……んっ……オリヴィア、そこの柱にしがみついて、お尻をこっちに突きだすんだ」

　俺の指示に頷くと、言われたとおりの格好になる。伸縮性のある紺色のパンツはお尻に食い込み、いやらしいラインを際立たせる。

　開け放たれた小屋の窓から朝の明るい日差しが降り注ぐ。光に照らされた愛しい彼女の艶なまめかしい姿に、改めて惚れ直してしまう。綺麗だ、彼女は俺だけのものだ。

　不意に沸き立った独占欲は、目の前で俺を受け入れようとしているオリヴィアへの愛情に、情欲に、そして抑えきれない獣欲に転化する。

　やばい、興奮しすぎてエロい事しか考えられない。最大限に勃起したチンポをパンツ越しにオマンコに擦りつけると、生地のザラザラ感もあって物凄く気持ちが良い。

「あっあっ！　クリス様のオチンチンが……ひぅ、やぁ、クリス様の熱いのが……」

　布越しにチンポとクリトリスを擦り合わせる。挟まれた太股の柔らかさと、パンツの独特の感触が合わさり、癖になりそうなくらいだ。

　暫く感触を楽しんでると、少しずつ滑りが良くなっていく。どうやら愛液でパンツが濡れてきたようだ。

「このパンツ、水を通さない生地なのに染み出すくらい濡れるなんて、オリヴィアもエッチになったね」

「やぁぁ！　わたくしは……クリス様が毎晩愛してくださるから……クリス様がエッチな事するから、わたくしもエッチになっちゃったんです」

　出会ってからの数日、毎晩俺はオリヴィアを抱いた。お互いに初めてだったので色んな体位を試し、そのたびにオリヴィアは感じやすく、淫らになっていったのだ。

　セックスの時感じてくれた方が男としては嬉しい。この腕の中で好きな女の子を快感で身悶えさせるのは、これ以上ない愉悦だろう。

　秘所への刺激と、背後から鷲掴みにしたおっぱいへの愛撫で、もうオリヴィアのオマンコは洪水のように愛液が溢れていた。そろそろ焦らすのもかわいそうだな。俺が我慢できなくなったともいうが。

　オリヴィアの片脚を持ち上げ、パンツをずらすと蒸れた汗の匂い、そして漂う淫液の匂いが漂う。もう我慢できない！　オマンコに昂り切ったチンポを挿れる。

「んはぁぁああ！　いぃ！　クリス様の大きなオチンチン！　気持ちいいのぉ」

　オリヴィアのオマンコは溢れた愛液のせいか、スムーズに奥まで受け入れてくれた。この体勢は初めてだが、いつもより奥まで届いてる感じがする。子宮口に鈴口を押し付けると、オリヴィアの嬌声があがる。

「ひぅ！　やぁぁぐりぐりって！　オマンコの奥までクリス様のオチンチンが！　ひゃ！　あぁん！　いぃの……んはぁぁ！」

　ピストン運動を繰り返すごとにオリヴィアからは愛液が溢れ、もう足元がビショビショになってる。明らかにいつも以上にセックスに快感を得ているオリヴィアの姿に、充足感と、それ以上の興奮を覚える。

「いいのか！　俺のチンポは気持ちいいのか！」

「はいぃぃ！　気持ちいいです！　もっと、もっと激しくして！」

　綺麗な髪を振り回し、いつもは考えられない興奮しきったオリヴィアのおねだりに応えるべく、更に激しくチンポを膣奥まで叩きつける。

　溢れた愛液が立てる水音と、性器をぶつけ合う音、そしてお互いの荒い息遣いだけが、狭い小屋に響く。

「あっあっあぁぁぁぁ！　イクッ！　イッちゃいます」

「俺も射精する出すぞ！　オリヴィアの一番奥に膣ナ内カ射ダ精シするぞ」

「あぁ！　ください！　クリス様の子種をわたくしにくださいませ！　欲しいの！　クリス様との子供を孕ませて！　あっあぁんはぁぁぁぁぁ！」

　オリヴィアの嬌声があがると同時に膣内が締まり、たまらず俺も射精する。興奮の度合いのせいか、いつもよりも大量に射精した気がする。初体験の時と同じくらいかな。

　絶頂に達したオリヴィアは力尽きたかのように俺に凭もたれ掛かり、荒い息を吐く。蕩けきった表情は清楚でありながらとてつもなく色気を孕み、これから体位を変えてもう一回……と言いかけたとき、ぐぅぅ、と気の抜ける音が聞こえた。

「ひゃわぁ！　ち、違うんですクリス様！　こっこっこれはですね！」

「良いムードだったけど朝御飯がまだだから、俺の腹の虫が鳴っちまったよ。エッチに夢中で温めてたパンは焦げちゃったけどな」

　慌てるオリヴィアは可愛いが、まぁここは俺の腹が鳴った事にしよう。

　濡れタオルでセックスの痕を洗い、小屋を軽く掃除した後に朝食を食べて、今日も辺境を目指して旅を続ける。さぁもうすぐ彼女の呪いを解いてやれる、そして今日のような毎日を過ごせるように頑張って成り上がろう。
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　そんな感じで北のラーロン地方に向かう途中、慣れない旅路に難儀する事もあった。だがまぁイチャイチャしたりエッチしたりと触れ合う数日間、日々オリヴィアが笑顔でいる時間が増えた気がする。

　最初の出会いの衝撃が大きかったせいか、俺といる時はリラックス出来る。だが道中男の旅人とすれ違ったりするくらいなら少し緊張するくらいだが、美人だけに注目を浴びたりすると繋いだ手が震え強張るのが分かる。

　その度に休憩をとり、オリヴィアを抱きしめて彼女の震えが治まるのを待つ、傭兵らしき一団に話しかけられた時は本気で焦った。全身から汗を拭き出して過呼吸に陥った時は、流石に闇魔法でで一時間分くらいの記憶を消して事なきを得た。

　彼らもオリヴィアの様子に驚いたのか、謝ってすぐに立ち去ってくれた。どうにも男が近くにいるだけならともかく、意識を向けられると途端に怯えだすのだ。

　幻術を使って見えないようにすることは出来るが、現状オリヴィアを蝕む呪いを抑えるのに、魔力の多くを費やしてるので、消耗の大きい術は数分しか維持できない。

　これでは途中、街道を歩く人が増えてくると、まともに進めなくなるので、それなりに高価な魔物の素材と引き換えで商家の馬車に乗せて貰った。連れの体調が悪いからと荷台にスペースを開けて貰いそのまま進む。

　流石に人様の馬車に乗ってエッチは出来ないのは辛いが、嫁（確定）に怖い思いをさせるわけにもいかない。まぁ休憩時間に茂みに連れ込んでイチャイチャして、夜間に人目を忍んでエッチしたがな。

　呪いを弱める為に、解呪の魔力を込めた精を注ぐという必要な処置なので、決して俺が抑えの利かないケダモノだからではない。

　またその後に精神を安定させるための術を、念入りに込めた精液を膣内射精するのも必要だからだ。愛するオリヴィアの肢体に溺れてるのは事実だが。

　しかしその甲斐あって、俺が傍に居るとき限定で挨拶するくらいは辛うじて出来るようになった。目線は合わせられないし、俺の腕にしがみ付いた状態でなら、と但し書きが付くが。
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　辺境伯の治める街に到着し、大きな門を超えるとそこは今まで見た事が無い程の喧騒に包まれていた。

　少し見渡しただけでも、冒険者風の武器を担いだ男に、奇抜な衣装で客引きをする商人が怪しげな食い物を売っており。その脇を小奇麗な服を着た子供達が笑いながら駆け回っている。

「おぉ！　凄ぇ人出だな、これ祭りでもあるのか？」

「へへっ開拓の噂を聞きつけて大勢集まってるは確かですが、この街は年々人が増えてるんですよ。まだまだ王都には及びませんが、近い将来にマーニュ王国一の大都会にすると新しい領主様が意気込んでるだけはあります」

　この数日で打ち解けた商人のツイガメさんはこの街出身らしく、どこか誇らしげに喧騒を眺めている。街に着くまで乗せて貰う約束だったけど、彼らも大神殿に立ち寄る用事があるそうで、近くまで送って貰える事になった。

　道中で聞いた話だとツイガメさんは王都の老舗であるボッター商会で丁稚から修業し、この街出身者と言う事でのれん分けを許され大神殿の近くに店を構えるそうだ。

　既に建物自体は完成していて荷物を運び込んだ後で、大神殿に色々と手続きするのに向かう予定らしく、ここ数日世話になったから荷運びを手伝う事にした。

　オリヴィアも手伝いを申し出たが、男ばっかりの中で無理させる訳にもいかない。あーでも近くのカフェで待ってて貰うにしても、世界一可愛く美人な俺の嫁（確定）であるオリヴィアがナンパでもされたら拙いな。

　荷台の中身を室内に運ぶだけでも、大分楽になるとの事なので、【収納空間アイテムボックス】を使い荷物を部屋の中に運び込む。仕分けとか手伝いたい所だけど、ここでお別れさせて貰う。

「魔法ってのは便利だな、ありがとよ助かったぜクリス。開店したら色々サービスするぜ」

「こちらこそ、ツイガメさんのお陰で嫁さんが助かったんだ。こっちこそありがとな、贔屓にさせて貰うよ」

　数日間世話になった人達にお礼を言い、俺たちは大神殿に向かう。街中を歩くと世界一可憐な美少女であるオリヴィアが人目に付かないって事は無理だ。

　精神安定の術を精液に籠めて毎晩注いだお陰で、出会った頃に比べて多少改善してるが、まだまだ男性恐怖症の根は深い。俺の腕にしがみ付く彼女の身体からは緊張が感じられる。

　傍目にはイチャイチャしてるように見えるのだろう、雑踏の中から時折壁を殴る音が聞こえる。まぁ俺の嫁は世界一可愛いので気持ちは分からなくもない。

「オリヴィア、先ずは大神殿で呪いを解除する申請をするんだけど、高度な呪いほど解呪にも準備にも時間がかかるから、始まるのに短くても一週間はかかると思う」

　呪いの専門家から見て、オリヴィアを蝕んでる呪いは強力ではあるものの、徳の高い神官が入念な準備をして時間をかければ十分解除可能だ。

　勿論その分寄付金を積まなければならないが、出会ってから毎晩俺の精液を媒体とした解呪をその身の内に受け入れているので、多少は楽になってるはずだ。ただの堪え性のないエテ公だと思ったか！　その通りではあるが。

「あ、あのクリス様、今更ですが教会への寄付金はどうなさるのですか？　それ以外にも滞在にも費用がかかるかと……」

「問題ない、修行中に魔物を狩りまくったから素材を売った金だけでも多分屋敷くらい建つ、足りなければまた魔物を狩る」

　旅の途中はほとんど自給自足と【収納空間アイテムボックス】で事足りたけど、商業ギルドに預けてある金でなんとかなるだろう。

「気にすんな、嫁の身を綺麗にしていい暮らしさせるのも旦那の甲斐性だろうよ」

「クリス様……」

　あぁ‥…顔を真っ赤にしちゃって可愛いなぁ、今なら周辺の魔物を絶滅させることができるかもしれない程、体の底から活力が湧いてくるようだ。

　壁を殴る音が急に大きくなったな、ふふっ嫉妬の視線すら心地いいな。闇魔法使いの俺にとってその手の呪詛なんか効かないどころか逆に利用できるしな。

「神殿に話を通したら後は宿でゆっくりしよう。数日程度とは言っても旅の疲れが溜まってるだろう」

「はい、クリス様、わたくし宿に泊まるのは初めてですので楽しみです」

　俺の魔術で人払い、獣払いしてて安全だったとは言え、今まで野宿だったからお嬢様のオリヴィアには負担だったろう、ゆっくり休ませてやらないとな……寝かせてやれるかは俺の理性次第か。

　大丈夫だろう、きっと、多分、恐らく、でも若いんだし一晩くらい……駄目だ駄目だ！　オリヴィアを休ませないと。いっそのこと解呪できるまで自分の性欲を封印しようかな？

　そんな、煩悩まみれな苦悩を抱えつつ、街の中心である大神殿へと歩いて行った。

　大神殿の前まで到着すると、正門前でいかにも偉そうなオッサンが仁王立ちしているのが見えた。正門は広いから邪魔にはなってないけど、偉そうな服を着てるのでとにかく目立っている。

　まぁ俺たちのような善良極まる旅人にはなにも関係ないだろう。旅人の礼儀としてすれ違う時に軽く会釈だけして通り過ぎようとしたのだが……。

「待ちなされ、クリス様、オリヴィア様で相違ござらんか？」

　俺とオリヴィアを見た瞬間、いきなりオッサンのやたらと響く大きな声で呼び止められ、気が付くとオッサンと同じような意匠の神官服？　を着た人達に囲まれていた。

「確かに俺はクリスだが、えぇっと……アンタ、いや貴方は？」

　とりあえず偉そうな人なので、俺のできる最大限の敬語で話してみる。

「これは失礼、儂はトラバントと申す、大神官の職責を、法の女神トライア様より賜る者です」

　大神官って実質この大神殿のトップだったような……オリヴィアを見ると驚きで固まってる。いやこれは怯えてる感じか。

「話は聞くから囲むの止めてくれ。いくら神官さんでも大勢の男に囲まれちゃ気分悪い」

「おおっ！　気遣いが足らずに申し訳ない。では儂が案内致すので付いてきてくだされ。これ！　お前たちは早う戻らんか」

　オッサンに怒鳴られた神官の人たちは俺たちに頭を下げたあと去っていった。しかし大神官が直々に案内とか俺はいつからＶＩＰになったんだ？

「実は数日前女神様より神託を受け、クリス様とオリヴィア様を案内するよう仰せつかり、この正門前でお待ち申し上げておりました」

　はい？　女神の神託ってなんじゃい？　俺らってそんな重要人物の訳ないと思うんだけど。

「クリス様、神託を受けた以上、神官の皆様にとって絶対です。ここは大人しくついて行きましょう」

　どうも皆さん、案内のお供に志願が多すぎて、結果的に囲む事になってしまったらしい。やる気が空回りしただけなので特別にオリヴィアを怯えさせたことは許す。

　という訳で大人しく大神官の後ろを歩く。普段の行いが良い俺だし、探られて痛い腹なんて無いからな。尤も嫁との道中、特に野宿の時にナニしてたとか詳しく話せなんて言われても困るが。

　案内された先で何があったかというと……まず呪いを解いて貰えた。まるで肩についたイモムシをひょいと取ってぽいっと投げ捨てるかのようにあっさりと。

　そして解いてくれたご本人（？）は俺らの目の前でピカピカと輝いております。

　そう、ここは大神殿、『降臨の間』と呼ばれる大神官だって滅多に入れない大神殿の最重要区画になぜか連れてこられ、女神様とご対面しております。

「愛の女神ディアの軽率な行いをまず詫びよう」

　同行した神官の皆さんは絶賛土下座中、謝られたオリヴィアも恐縮しまくって俺の腕にしがみつき、ほぼフリーズ状態。

　なんで女神様が謝ってるのかというと、要するに神様の中で愛の女神とかいうのが、お気に入りの女の子に自分の意識をリンクさせモテモテ人生を疑似体験するとかいう遊びをしてたのが発端らしい。

　それだけなら何も問題なかった。愛の女神に気に入られた女の子は単にモテるというだけで、結婚したあたりでリンクと加護が途切れるから害はほぼない……が、エスカレートしてしまった。

　お気に入りの少女に祝福ノロイを与え、更なる好意、愛情を集めようと考え、結果近くにいた姉を生贄にしてしまったのだ。その結果が好悪感情反転の呪い。

　神様世界の決まりとかは知らないが、この件で法の女神様は愛の女神を罰する事を決定。呪いの期間が十五年間だから、何もない空間に千五百年封印されるのだそうだ。

　……で、ここからが本題。封印を決定したのは良いけど、最低でも一柱は神の加護が無いと、国は荒れてしまうらしいので、法の女神様自ら加護を与えてくれるそうだ。

　女神様のありがたいお言葉に背後の神官のおっちゃん達なんか、男泣きしてるっぽい。嗚咽がここまで聞こえる。

「よって魔法使いクリス、汝に我が加護を与え今代の勇者とする」

　……マテ、ちょっと待て！　聞いてないぞ女神様よ……あぁ！　もういねぇ、爆弾発言だけ残して消えやがった！

「おっおぉぉぉ！　勇者様！　女神の地上代理人たる勇者がこの地でお生まれになったぞ！」

　やばい、大神官のオッサンがテンション上がりすぎてハイになってる！

　ちょっと女神様！　戻ってきてくれ、俺アンタのこと別に信仰してる訳じゃないんだぞ！

《ああ、加護のついでに、我がそなたらを夫婦として祝福してやろう》

　どこからともなく声が聞こえ、なんか降臨の間にキラキラとした光が漂い始めた。これ見たことあるぞ、結婚式とかで神官が使う祝福の魔法で、確か子供が出来やすくなって出産時の負担が減るらしい。

　高位の神官ほどこの祝福は効果が高く、結婚式を司る神官がどれだけ祝福を使いこなせるかで結婚式の『格』が決まるのだそうだ。

　俺が見た事あるような、田舎神官の使う祝福とは規模と光量が段違いだ。王族、公爵級の結婚式で大神官が招かれることを考えると、女神様から直接祝福を貰った俺って凄いんじゃなかろうか？

「……」

　オリヴィアは展開についていけずにまだフリーズしたまま、背後のおっさん達は狂喜のあまり変な踊り踊ってるし、どうしよう？
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　色々あって時間を取られたが、流石に夜には解放されて、今俺たちがいるのはこの街で一番の宿の一室だ。神殿に泊まるように勧められたが、断った。

　それでも食い下がる奴がいたが、俺とオリヴィアのような夫婦になったばかりの若い男女に『そういう事』を我慢させる気か？　と言ったら黙った。

　法の女神の神官は厳しい戒律に生きてることで有名だ。神殿の敷地内でセックスなんてしようものなら即刻破門は間違いないレベルの不祥事だ。勇者にそんなことをされては神殿の権威はガタ落ちだろう。

　その代わりに最高級の宿を用意してくれたのはありがたい。何よりこの宿には風呂があるのが素晴らしい……大浴場だけで個室に風呂がないのは仕方ないが残念だ。俺が偉くなったら家に風呂を作ろう、そして嫁と一緒に入ろうと今誓った。

「ひゃ！　あん、クリス様ぁ、だ、だめそんなにされちゃったら……」

　おっと、つい風呂について考え込んでいたが、いつの間にかオリヴィアが大浴場から帰ってきていたか。考え事をしていても無意識に嫁の胸を揉むとは、俺のおっぱい好きにも困ったものだ、矯正する気は毛ほどもないが。

「もう！　クリス様いきなりびっくりするじゃないですか」

　風呂では、丹念に肌を磨いたのだろう、彼女の白い肌はまるで輝いて見えた。綺麗だ……俺は気が付けば彼女を抱きしめていた。

「綺麗だよオリヴィア、色々とあったけど呪いが解けたからにはもう一度言う。俺の嫁さんになってくれ」

「はい、わたくしで良ければ喜んで」

　……散々高ぶっていたし、今までで一番綺麗なオリヴィアに興奮してないといえば嘘になるが。今欲望任せで押し倒すのは……なんていうか無粋だな。

　俺とオリヴィアはベッドの上で抱き合ったまま語り合い、やはり慣れない旅で俺も彼女も疲れていたのだろう。

　いつの間にか俺は眠りに落ちていた。意識が途切れる直前、唇に柔らかく温かいものが触れた気がした……。
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　俺がオリヴィアと正式に夫婦になったその翌日。第二王子カール・マーニュ──婿入りしたので現在はカール・カロリング辺境伯──を旗印とする大規模開拓事業が公布された。

　当初の予定通り、俺のような山奥で育った田舎者が成り上がる為にも、開拓に参加するつもりだ。オリヴィアの話だと叙爵──つまり爵位持ちの貴族になれる──もありうるという話だしな。

　まぁそれはそれとして……。

「旦那様♪　はい、あ～ん♪」

　嫁が一口サイズにちぎったパンを食べさせて貰いつつ、オリヴィアの好物らしいポテトサラダをスプーンに掬う。

「こんな美味いパンは初めてだなぁ、食べさせてくれる人が最高だからだな。ほら、お返しに……あ～ん」

　スプーンをやや赤面した彼女の口に運ぶと、美味しそうにポテトサラダを食べてくれた。あぁ幸せだなぁ、居心地が悪そうにこちらに目線を向けないメイドは見ないことにしよう。

　盛り付けられた朝食の中に、小ぶりなトマトを見つけ──この辺境でしか採れない糖度の高いトマトだとか──口に含み、隣に座るオリヴィアの顎を人差し指で持ち上げる。

「旦那様……」

　俺の意図を察した彼女は、先程よりも頬を紅潮させつつ、そっと目を閉じる。そのまま口に含んだトマトを口移しで食べさせる。

「んっ……ちゅ……はむ」

　口の中で半分にしたトマトを、お返しとばかりに俺の口へ。初めて食べたが、甘いなぁまるで果物みたいだ。

「もう、旦那様ったら食事中に悪戯なんて駄目じゃないですか」

「他に人目があるとこじゃやらないよ。二人で落ち着いて食事ってのは初めてだし、新婚なんではしゃいじゃったな」

　ちなみに俺が口移しで食べさせようとした時点でメイドは逃げた。空気が読めるようで何よりだ。

「それに悪戯って言っても、最初に『あ～ん』してきたのはオリヴィアだろ」

「うっ……そ、それなんですが」

　なんでも異性には無差別に嫌われていたオリヴィアは、交友関係が狭く、空いた時間は本を読んでることが多かった。その中でも恋愛小説はお気に入りで、強い憧れを抱いていたそうだ。

「結婚できたら、是非やってみたかったんです。旦那様に出会う前は諦めていたんですが」

　と、含羞はにかむ彼女が可愛いので、『あ～ん』を続行だ。今度はパンをちぎってあげよう。
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　食事が終わる頃に──多分食い終わるまで待ってたんだろう、申し訳ない──大神官のトラバントさんがやってきた。

「おはようございます、昨夜はお寛ぎ頂けましたかな？」

　俺たちが食事中にどうしてたかを聞いてるのだろう。からかうような含み笑いをしつつも、何事もないかのように挨拶をしてきた。

「ああ、こんな良い宿に泊まるなんて生まれて初めてだ。機会があったらまた泊まりたいな」

　俺とトラバントさんは向かい合って座っているのだが、オリヴィアは俺の後ろに立ったままだ。隣に座るように言っても、男同士の話にしゃしゃり出るのはマーニュ王国の令嬢としてとても非常識なのだとか。

　トラバントさんも、さも当然といった風だし、上流階級とはそういうものなのだろう。成り上がりを目指す以上この辺の事はよく勉強しとこう。嫁に恥をかかせるような真似は絶対にできないからな。

「さて、昨日は誰も彼も忙しくて聞けなかったのですが、勇者様は今後どのようになさるおつもりですかな？」

　大神官としての立場上、トラバントさんは勇オ者レに神殿の利となるように動いて貰いたいのだろう。

「この街に来た当初の予定通り、第二王子の開拓に参加するつもりだ。嫁にいい暮らしをさせたいんでね」

「それでしたら、トライア大神殿に所属して頂ければ……」

　一応といった感じでトラバントさんが提案するが、ジェスチャーで遮る。

「法の女神の加護を受けた勇者なんだから、神殿の為に働いて欲しいってのは分かる。分かるんだが、それだと俺は楽だけど、生まれてくる子供たちまでって訳でもないだろう？」

　俺とオリヴィアだけ贅沢な暮らしをするなら、神殿に所属するだけ、名前を貸すだけで構わない。だが仮に俺が死んだあとどうする？　残された者に残るのは多少の資産だけだろう。

　だから『家』を残したい、俺個人を歴史書や神殿の記録の一ページではなく、しっかりと目に見える『家』という形で残す。子孫が豊かな生活を送れるようにな。

「まっ、尤もらしい屁理屈こねたが、本音をぶっちゃけると、神殿の暮らしってのは息が詰まりそうだからな。魔物狩ってるか畑でも耕してる方が気楽でいい」

「勇者様がそのように仰せであれば、否はございません。開拓に参加なされるのでしたら、我らも全面的に協力させていただきます」

　当然といえば当然なのだろうが、開拓には大神殿も無関係ではなく、色んな場所に顔が利く。元々神殿の勢力が強い土地柄で、地元の人間はほとんどが信者なのだから。

「集まった者達の為に、辺境伯の屋敷で説明会と参加者の登録受付があるのですが、一緒に参りましょう。勇者様のことは街の者はほとんど知っております故、神殿所有の馬車であれば安全ですぞ」

　昨日の今日で大したものだ、堂々と街を歩いたら人に囲まれる羽目になりそうだ。俺だけなら問題なくてもオリヴィアが一緒にいた場合、彼女には厳しいだろう。

「オリヴィアは宿で休んでいた方が良いのか？　彼女は人ごみが苦手だ」

　子供の頃から全ての異性から悪感情を向けられる呪いを受けてた関係上、軽度の男性恐怖症で済んでるのが奇跡に近い。そして辺境伯の屋敷に集まる人間はほとんど男だろう。そんな場所となると彼女に多大なストレスがかかるであろう事が、簡単に想像できる。

「オリヴィア様も、トライア様から直接祝福を受けた花嫁として、名前も顔も知られております。ご一緒したほうが宜しいでしょう」

　トラバントさんの言葉に嫌な予感がして、窓の外を見てみると……いる。オリヴィアを一目見ようと物陰に隠れ、或いは堂々と宿の入口に大勢の人間がいた。

　祝福を受けた花嫁というだけでなく、呪いの解けた彼女の容姿は贔屓目なしに極上の美少女だ。似顔絵を見ただけでも実物を見てみたいと思う奴は多いだろう。今更文句を言っても仕方ないにせよ、面倒だな。

　別に魔術で容姿を誤魔化してもいいんだが、後ろ暗い事もないのに顔を隠すのは、なんか負けた気分だからな。しかし、オリヴィアと街でデートできないのは困る……嫁の為なら顔を誤魔化すくらい何も問題ないな、うん。

「馬車を頼む、妙な事をしてくる奴は俺がなんとかするから、さっさと辺境伯の屋敷へ行こう。オリヴィアは俺から離れるなよ」

「は、はい！」

　窓の外を見た彼女も顔色が優れない、繋いだ彼女の手が微かに震えていた。
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　詰めかけた連中を、力ずくで排除するわけにもいかないので、イチャイチャしてる姿を見せつけつつ馬車に乗った。俺が勇者だと分かっていたようで、嫉妬の目線は少なかったが、その代わり俺の嫁を見世物のように見られるのは気分のいいものじゃない。

　さて、神殿の馬車に乗って辺境伯の屋敷に向かっていた筈が、昼を過ぎやっと馬車が止まったと思いきや、着いたのは人の気配のない屋敷だった。門や玄関は新品のようで汚れ一つ無い。

「辺境伯の屋敷じゃなかったのか？」

　トラバントさんが俺たちを陥れる理由もないと思うが、予想外の場所に連れてこられた以上オリヴィアを片手に抱き、全方位を警戒する。

「申し訳ございません、辺境伯の屋敷は途中通りかかったのですが、勇者様の影響力を重く見たカール様の指示で、この屋敷を差し上げるので待機して頂けと……」

　窓の外を見てたけど、やたら豪華な屋敷の前を通ったなそういえば。少し止まってすぐ通り過ぎたから目的地とは思わなかった。

　なんでもカール王子自ら声をかけて集めた、大規模な傭兵団の団長や高名な冒険者など、戦力として特に期待している者たちには、開拓団の幹部として遇するので屋敷を与えているそうだ。

　王子からすれば、勇オ者レが開拓に名乗り出た時点で厚遇しなければ、神殿を敵に回すとか思ったのかもしれない。俺は気にしないけど神殿側に煩い奴はいそうだな。

「カール様自ら、顔合わせを兼ねて説明する為に訪ねるので、希望する時刻はございますか？　カール様も予定を合わせるそうです」

　とは言っても早くても夕方まで彼の予定は詰まってるそうなので、先に連絡をくれればいつでも構わないと伝えた。トラバントさんのお供の人が頷き、来た道を戻っていったので、後は王子が来るまで屋敷に待機か。

　彼は多忙なので、何時でもいいのなら数日待つことになるそうだが、何も問題はない、なんたって新婚だからな。

「それでは儂はこれで失礼をいたします。おお、そうでした。使用人などは、如何なされますかな？　宜しければ儂が手配を致しますぞ？」

「うーん、オリヴィアはどうだ？」

　別に俺としては必要ないけど、元々貴族のオリヴィアには必要かもしれん。

「使用人の差配は夫人の務めでございます。わたくしも教育を受けた身ですのでお任せください」

　オリヴィア曰く、いくら新築でも人の手で管理しないと家はすぐに傷んでしまうそうだ。俺が帰る家を過ごしやすく維持するのが妻としての務めだと張り切ってる。

　余談だが、オリヴィアはハンカチ一枚洗った事がなく、サラダにドレッシングを自分でかけた事すら無いそうだ。彼女の受けた教育とは、公の場でのマナーだったり教養、そして何より重要なのが、使用人を動かす事と、側室の管理をすることなのだとか。

「この屋敷の規模ですと……専門の教育を受けていないことを考えて十人くらい必要かと」

「それじゃトラバントさん、十人頼む。とりあえずこれだけあれば前金になるだろ」

【収納空間】から金貨を数枚取り出す。基本殆どは商業ギルドに預けてあるのだけど、緊急時用に用意してたものだ。

　トラバントさんも俺の使用人を雇うのに彼や神殿が費用を出すのは、筋が通らないと分かっているのだろう。一瞬不要だと言いかけたが、大人しく受け取った。

　使用人は明日にでも手配するそうだ。さて今日一日はこの屋敷で二人っきりだ。色々見て回って必要なものがあれば変装でもして買いに行こう。





◆　　　◆　　　◆






　昨夜、偉くなったら二人で入れる浴場を家に造ると決めたが、思いのほか早く叶ってしまった。広い屋敷に今日一日二人っきりの今、ナニをしてるかというと……。

「んっんっんっ！　旦那様、き、気持ちいいですか？」

　大理石で出来た浴槽の縁に腰掛ける俺の眼下には、四つん這いになり俺の逸物に口で奉仕するオリヴィアがいた。

「ちゅっ！　んっんむぅ……」

　屋敷の中に浴場を見つけた俺は早速湯を張り、オリヴィアを連れ込んだのだ。二人でお互いの体を洗いながら、そろそろベッドに連れ込もうとしたら、オリヴィアの希望で奉仕を受けた。出会ってからの道中ではセックスの主導権は全て俺が握っていて、彼女はなすがままにされていたので、勉強した成果を試したいそうだ。
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　ちなみに勉強とは『専用の家庭教師』から受けた性教育のこと。夫となる男がどのような嗜好でも対応できる性奉仕の極意らしい。

　この四つん這いフェラチオが俺に対応する性奉仕なのだろうか……やばい、物凄く興奮してる。可愛いオリヴィアが、俺を掴んで離さない極上の肢体を晒し、犬のような格好で俺のチンポを舐め、時には口に含む。

　確かに刺激としては少し弱いのだが、懸命に奉仕してくれるオリヴィアへの愛おしさで、どうにかなってしまいそうだ。

「んっんっんむ……はっはっはっ……ちゅぶ、ちゅ……」

　頭を撫でると嬉しそうに俺を見るオリヴィア、最大まで昂ぶった俺のチンポを期待するような蕩けた目で見るオリヴィア、頭を動かすごとにお尻を揺らすオリヴィア……だ、だめだもう耐えきれない！

　──ドピュドピュドピュ……。

　彼女のフェラに耐え切れず思わず口の中に出してしまった。早く吐き出すように言おうとしたら、彼女は俺の精液をそのまま飲んでしまったのだ。

「愛する旦那様の精液を吐くなんてできません。オリヴィアは……身も心も旦那様のモノですから」

　嬉しそうに俺のモノだと微笑む妻の顔は、どうしようもなく淫靡で……寝室まで連れ込む理性はあっさり消失した。

　立ち上がり彼女の膝の裏に手を回した俺は、そのまま持ち上げ立ったまま秘所に逸物を突っ込む。

「ふぁ！　あぁ！　ふ、深いです、今までで一番奥まで！」

　足場がなくて不安なのか俺の頭を抱き込むオリヴィア。身長差と体勢のせいかキスができないのが残念だ。まぁその分激しくする。

「ひぁぁぁ！　あっあっあぁぁぁぁん！　ズンズンって！　旦那様のオチンチンがズンズンってぇぇぇ！」

　オリヴィアを持ち上げたまま、激しく上下すると、合わせるように彼女の腰まで届く長い髪が乱れる。

「オリヴィア！　オリヴィア！」

「はぁぁぁん！　旦那様ぁクリス様ぁ好き！　愛してます！」

　オリヴィアの抱きつく力が強くなり、更に体を密着させる。触れ合う肌と肌の感触全てが愛おしい！

　──ズプズプズプズプ！

　気持ちよすぎる！　貪るようにオリヴィアの膣内を俺のチンポで掻き回す！　もっと！　もっともっとオリヴィアを味わいたい！　しかしあまりの快感に限界はすぐにやってきた。

「射精する出すぞ！　オリヴィアの膣内の一番奥に！　俺のを注ぎ込むぞ！」

「はひぃ！　い、今射精だされたらイっちゃいます！　旦那様の精液で孕ませていただいてイっちゃいますぅぅぅ！」

　──ドピュドピュドピュ……。

　間があまり空いていないのにも関わらず、二度目の射精なのにかなりの量だった。盛大に絶頂に達したオリヴィアは俺に抱きつくのが精一杯なほどに脱力している。

「はぁはぁはぁ……」

「だ、旦那様……頭の中が真っ白になってしまいました……」

　絶頂の余韻に浸る彼女から逸物を引き抜くと、精液が膣口から零れ落ちる。まだまだ俺は余裕があるが、オリヴィアには負担をかけられない。

　風呂で軽く汗を流し、お姫様抱っこで寝室まで運ぶとオリヴィアは疲れきったのだろう、すぐに寝息をたてた。

「おやすみオリヴィア、明日は変装してデートしような。好きなインテリアとか教えてくれよ」

　未だ鎮まらない逸物で裸で眠るオリヴィアに悪戯したい欲望を抑え、愛する妻を抱きしめながら眠りに就いた。

　──申し訳ございませんクリス様、殿方を満足させて差し上げられないなんて、わたくしはどうしたら……。

　夢か現か……そんな悔やむ声が聞こえた気がした。
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　温かく柔らかいものに包まれる感覚がする。起きているのか夢を見ているのか曖昧だが、感じるものは快感。

　──んっ、んむ……ピチャ……クチュクチュクチュ。

　音がする方向へ手を伸ばしてみると、サラサラとした手触りのなにかがある。そのまま撫でていると、優しく慈しむような声が聞こえてきた。

「おはようございます旦那様」

「ああ、オリヴィア……おはよう……」

　声がした方向を撫でているうちに目が覚めてきた。ここは昨日から住まわせて貰ってる屋敷で、俺とオリヴィアは風呂から上がると、裸のまま一緒のベッドで寝て……愛する妻の奉仕で目が覚めるなんて最高だ。オリヴィアの髪を撫でつつ、されるがままにする。

　──クチュクチュクチュ……んっんっんっ！

　ああ、気持ちいい、俺の逸物を口に咥えるオリヴィアの舌先は、巧みに俺が気持ち良くなる部分を撫でる。

「んっ！　イイぞ、気持ちいいよ、オリヴィア」

　俺に奉仕をしながら嬉しそうに微笑むオリヴィア。一度フェラを中断し、今度はその巨乳で俺のチンポを包み込み、先端に舌を這わせる。

　──ピチャ　ピチャ　ンンンッ！

　柔らかく瑞みず々みずしい、オリヴィアの巨乳で逸物を挟まれ、彼女はその豊かな双丘を相互に動かしてくれる。挿入した時とはまた別種の気持ちよさだ。しかもチンポの先端を舌で刺激され、すぐにでもイってしまいそうだ。

　──ピチャピチャ、ずりゅずりゅずりゅ。

「うぉっ！　出る、オリヴィアが気持ちよすぎてもうイっちまう！」

　俺の言葉に気をよくしたのか先端を咥え更にフェラのペースが速くなる。我慢する理由もない、快感のままにオリヴィアの頭を抱える

「くっ！　出るぞ！」

　──ドピュドピュドピュ……んっクチュクチュ……んくっ。

　俺の精液を飲んだオリヴィアの蕩けた顔にたまらなく興奮する。セックスの時以外常に清楚で穏やかな彼女の、淫らな一面は俺だけのものだ。

　射精だしたばかりだと言うのに、俺の逸物は元気なまま。これはアレだ、俺の嫁が可愛すぎるせいだ、俺は悪くない、よって柔らかなベッドに彼女を押し倒した。

「あんっ♪　旦那様ったらいけませんわ♪」

　言葉だけは拒んでても、表情と仕草は誘ってるとしか思えないぞオリヴィア。それに気が付かないとでも思ったか？　お前の秘所から前戯が不要なくらい垂れる蜜を。

「俺だけ気持ちよくしてもらっちゃ不公平だからな、今度は俺がイカせてやる」

　組み伏せられＭの字型に脚を開くオリヴィアの膣穴に、まだまだ衰えない逸物を勢いよく挿入する。

「ンンンンッ！　あぁぁ！　だ、だめぇ！　旦那様のオチンチンがぁ、奥にぃ奥に当たってるのぉぉ！」

　──ズリュ　ズリュ　ズリュ　パンパンパンッ。

　最初は勢いよく奥まで犯すかのように、そして徐々に小刻みにリズムをつけて挿入を繰り返す。出会ってから毎日のように彼女を抱いているが、日を追うごとに彼女の膣内は柔らかく、俺の逸物を心地よく包み込んでくれる。まるで俺専用に最適化されてるような、そんな自分勝手な考えすら浮かぶ。

「あっあっあっはっあぁぁぁぁ！　んむぅ！」

　俺の手の中で悶えるオリヴィアの姿に、つい嬌声をあげる彼女の口を唇で塞いでしまう。もちろん挿入は繰り返したまま。

「ンッンッンンンンン！　ンチュ、チュプ、チュ……」

　声を出せないまま、お互いに舌を絡め合う。そうしているとまるで溶け合っているかのような錯覚に陥る。

　溶け合う感覚のままにピストン運動を繰り返す。いつの間にかオリヴィアの両脚が俺の腰に絡まり、より強く密着する。

　──グチュ　グチュ　グチュ　グチュ。

「はぁっ！　もっとぉ！　キモチいいのォ！　旦那様の大きいオチンチンを奥までください！」

　オリヴィアの股間から流れる愛蜜は俺の先走り汁と混じり合い、泡立ちながらシーツを汚す。

　突くたびに揺れる胸に舌を這わせる。ピンッと張り詰める乳首を唇で甘噛みすると、その身体を強ばらせ膣口の締まりが強くなる。

「ひぁ！　そこは！　だ、だめぇ……旦那様ぁ……あっあっんあぁぁぁ！」

　──ビクン　ビクン　ビクン。

「ぐっ！　そんなに締めたら……俺もイクぞ！」

　──ドピュドピュドピュ。

「はぁはぁ……オリヴィア……乳首が気持ちよかったのか？　随分早くイったじゃないか」

「だって……びっくりしてしまいまして……」

　新発見だな、今まで胸を揉んだり舐めたりしたが、乳首を重点的に責めたことは無かったが、そうか、乳首が弱かったのか。

　お互い果てた後の気怠さを楽しみながら、オリヴィアを胸元に引き寄せ髪の手触りを堪能する。その最中にオリヴィアが遠慮がちに話しかけてきた。

「あの、旦那様お願いがあるんです」

「よし分かった、任せろ」

　即答すると、オリヴィアが困ったように笑う。

「まだ何も言ってませんが……」

　何を言ってるんだ、オリヴィアのお願いなら何が何でも叶えてやろうじゃないか。嫁のおねだりに応えるのも男の甲斐性だろうが。

「ふふ、ありがとうございます、実は王都にいる友人にわたくしが無事だと手紙を送りたいのです」





★　　　ディアーネＳＩＤＥ　　　★






「ディアーネ・メイティアよ、貴様との婚約は破棄だ！　そもそも貴様のような女衒ぜげんを生なり業わいとする家の女との婚約など我がレイフォン侯爵家に相応ふさわしいはずもない！」

　……と、そんな王都中の令息令嬢の集まる夜会でバカが吠えたのが昨日の夜。

　見世物になる趣味は無いのでさっさと帰宅し、両親に報告し、いつもの時間に就寝、そしていつもの時間に目が覚めて、身嗜みを整えた頃に父が正式に婚約は白紙になったと教えてくれた。

　父は成人男性の平均よりだいぶ小柄で、頭も禿げ上がり貧相な小悪党といった印象を受けるのだが、贅を凝らした椅子に座る姿には、威厳とも違う奇妙な貫禄を纏っていた。

　まぁ当家の生業を考えれば当然かも知れない。我が国に存在する娼館は全て国営であり、その管理を司るのが我がメイティア伯爵家なのだから。

　海千山千の狡猾な忘八商人どもを相手に常に目を光らせ、無認可の娼館を見つけては容赦なく叩き潰すような人間が、ただの貧相な小男であるわけがない。

　そんな父からすれば、女にイカレるだけなら兎も角、仮にも婚約者を衆目の前で面罵するような男はこっちから縁を切ってやりたいくらいだろう……一言で言えば無粋だからだ。

　そう、我が家は国全ての娼館を管理し支配する一族、それゆえに貴族としての法ルールと共に花街の不ル文ー律ルが体に染み付いている。即ち『粋』ではない異性など犬畜生にも劣る唾棄すべきモノにしか思えない。

「レイフォン家の小こ倅せがれから強い要望でな、正式に婚約は白紙になった……一応付き合いは長かろう、未練はあるか？」

　確かに、私と元婚約者のシャルロー・レイフォンとは幼馴染の間柄で、子供の頃は仲が良く婚約もスムーズに決まったという。だからそれなりに愛情はあったし、未練がないといえば嘘になるが……。

「飛び去るミツバチを花が追うなんておかしな話、無粋の極みですよお父様」

　自分をフッた男への未練を表に出すなんて、これは粋じゃない。ミツバチが去ったのなら更に艶やかに咲き誇るまで。

「とは言っても王都にいる身分が釣り合いそうなのは、軒並み『アレ』に夢中だからのぉ」

　嘆かわしいとでも言いたげに嘆息する父。『アレ』というのはシャルローが夢中の女であり、私の親友オリヴィアの妹でもあるアンジェリカ・ヘルトール公爵令嬢。

　今年十五歳で社交界にデビューした彼女は、見目は確かに美しいというか可愛らしいのだが、私からするとあまりにも無粋だ。不特定多数の男性に対し無遠慮に声をかけ、肌を接触させる、あまりにもあからさまな男漁りとしか表現できない行為に、その場に居合わせる女性全員が眉を顰めたものだ。

　姉であるオリヴィアが注意しても、小馬鹿にしきった態度で改める気配は無い。それどころか周囲の男どもがオリヴィアを責める有様だ。彼女の父や兄までも……正直私はオリヴィア程の令嬢を嫌う連中の精神が理解できない。

　例えが悪いかもしれないが、仮に彼女が我が家直営の娼婦だとしら、下級貴族など手も触れられない高嶺の花となることだろう。私の親友の美貌と立ち振る舞いはそれ程のものだ。

　ああ、困ったな。昨夜は連絡のつかないオリヴィアの事を聞こうと、ヘルトール家の者に会いたかったのに。なにやらゴタゴタがあったらしく、ヘルトール家に縁の者は出席していなかったのだ。

　こうなったら、アンジェリカ嬢に会うのは嫌だが、直接訪ねるか？　そんな事を考えてると不意に、窓から音がした。

「手紙を運ぶのに使われる使い魔だな、これ、誰かあるか？」

　父が手を叩き使用人が窓を開けると、使い魔らしいカラスが手紙を落とし飛び去った。多少無用心なようだが、鳥型の使い魔で送られてくる手紙は緊急の案件であることが多く、仮に焼き払ったとして、手紙が重要なものであった場合泣くに泣けない。

　普通は空飛ぶ魔物を警戒して四～五羽を時間差をつけて飛ばすのだが、鳥型使い魔は高位の魔法使いに依頼しないと送れない。そのため依頼料をケチって一～二羽だけという場合もある。

　使い魔に害意があった場合、窓を突き破ったりするのだから気にしたって仕方ないという側面もあるが。

　使用人が拾い、内容を確認した手紙にはなんとオリヴィアのサインがあった。私はすぐに手紙を読み……父にも見せる。

　オリヴィアからの手紙を読んだ父は満面の笑みを浮かべ……。

「ディアーネ、無粋な小倅と破談となったのは僥倖であったの。しかも昨日の今日だ、これはすなわち縁なのかも知れん」

　意外かもしれないが、如何にも悪役顔な父はロマンチストである。意外かもしれないが、割と父は運命とか信じるタチである。物凄く意外かもしれないが、この悪役顔で父は信心深かったりする。

「今すぐラーロン地方のオリヴィア嬢の元へ向かえ。私物の類は後で届ける」

「え？　はぁ確かにオリヴィアには会いたいですが、そんなに焦らなくても良いのでは？　手紙を読む限り彼女の旦那様は大事にしてくれてるようですし」

　親友の無事が分かり安堵したが、父は何をそんなに急いでいるのだろう？　大体新婚家庭に手紙も出さずに訪問など無粋にも程があるわ。

「この王都で勇者が誕生したことを知るのはまだ儂らのみだ。このアドバンテージを活かさんでどうするというのだ！　お前には勇者殿に嫁いでもらう」
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★　　　ヘルトールＳＩＤＥ　　　★






　それは儂が自室でヘルトール公爵領内における報告書に目を通している時であった。この時儂が知る術も無かったが、それは娘に掛けられた呪いが、女神の手により消え去ったのと同時刻。

　ふと、赤子を抱いた妻の肖像画が目に入り……つい先日まで娘オリヴィアに行ってきた虐待の数々を……愛していたはずの娘に何をしてきたのかを思い出してしまった。

　──理由もなく暴力を振るったことを。

　──使用人にいない者として扱うように命じたことを。

　──家畜の餌を食わせたこともあった、夜間に冷水を浴びせ外に放置したことも、妹と比べ散々罵倒したことも……なによりも。

　──儂は……娘を……ドレイトシテ、ホウリダシタ？

　足が震え立つことができない。胃の中身が逆流して、視界が真っ暗になる。

「がっ！　あ……あぁ……儂は儂はっ！　げぼぉぉぉぉぉぉ！」

　頭の中身がぐちゃぐちゃだ、どうして良いのか分からない、分からない分からないワカラナイワカラナイ！

　手に痛みが走ったと思ったら、どうやら自ら万年筆で手を突き刺していたようだ……足りない、儂は娘に一体何をした？　儂は大理石の柱に向かって何度も頭を打ち付け……気が付けば自室のベッドで眠っていた。

　異常に気が付いた者が駆けつけた時には、儂は頭から血を流し、吐瀉物まみれで倒れていたそうだ。目が覚めた瞬間使用人にオリヴィアを連れ戻すように命じる。

　他に何もしなくていい、使用人全員で捜索に当たるのだ。公務が滞る？　知ったことかそんなものよりオリヴィアを探せ！

　胸に燻る後悔を少しでも吐き出したくて、儂が子供の頃から仕える執事長を呼びつけたのだが、なんでも普段通りに仕事をしている最中に、いきなり自殺を図り意識不明の状態だとか。そうかアイツも儂と一緒か。

　娘オリヴィアが生まれる前から仕えている使用人たちも、程度の差はあれ同じような状況でしばらく使い物になりそうにない。

　息子たちやまだ若い使用人たちの場合、オリヴィアは最初から虐げられている存在で、アンジェリカの引き立て役という意識があった。それだけに儂らが乱心したものと思い混乱し、オリヴィアを探せという命令にしても明らかにやる気が見えない。

　では侍女たちはどうかと言うと、今までの虐待を知って娘に同情的である以上、探すふりをしてサボる始末だ。だが儂に今までオリヴィアの味方であった者達を叱りつける筋合いが、いや資格があるはずない。

　ならば儂自ら動かねば……医者は止めるが剣で脅し黙らせた。邪魔するな儂は娘を探さなければならんのだ！

　先ず娘を放り出してしまった奴隷商の店に向かう。オリヴィアの行方を聞いたのだが、守秘義務がどうとか煩わしい、要するに知りたければ金を出せという事なのだろうが、時間が惜しい。奴隷商の指を儂が自ら切り落としたらすぐに白状した。

　娘を買った男の行方を全力で探した、公爵家の伝手の全てを使い捜索しても王都の外に出たことしか分からなかった。

　捜索は続けるが成果もなく時間だけが過ぎていく、妻や母は儂の豹変を驚き事情を聞いてきた。そういえば妻たちには奴隷として放り出すとき、儂は説明が面倒で、怒りのままに別荘に蟄居を命じたと嘘の説明をしていたのだ。

　妻たちには正直に、ありのままに話し……妻は無言のままに平手打ちを、母は乗馬用のムチを持ち出し、儂を何度も打ち据えた。

　許してくれ、儂が悪かった、儂はどうなってもいい、誰か、誰かオリヴィアの行方を教えてくれ……その苦悶は、更に数日後辺境からある知らせが届くまで続いた。





★　　　アンジェリカＳＩＤＥ　　　★






　燭台に灯るかすかな炎だけが、その豪奢で広々とした部屋を照らす。揺らめく光源と漂う淫香の煙が、薄暗く退廃的な雰囲気を作り上げていた。その為だけに設計された王宮の離れに用意させた私の部屋、壁には名前も覚えてない美男子たちが下半身を隠す腰布だけで並んでいる。ここからでも分かるくらい、だらしなく下半身を膨らませながら。

「んっ！　うふっうふふふふふふふ！　ほら、遠慮なんてしなくていいのよ？　『ご褒美』なんだから」

　──クチュ　クチュ　クチュ　クチュ。

　うふふふふ！　美貌の婚約者を夜会の席で捨てた男が、今こうして私の性器を犬のように舐め回してる姿を見たら、元婚約者はどう思うでしょう。そのザマを想像するだけでイってしまいそうなほど興奮してくる。

　巨大サイズのベッドの上には私と、ついさっき婚約破棄を宣言したシャルロー・レイフォン。これはご褒美だ。婚約者を捨て私に愛を捧げると決めた者への餌、私の愛という極上の首輪で嵌めるために、与えた犬への餌だ。

　──クチュ　クチュ　クチュ　クチュ。

「はぁん！　いいわよ、意外と上手じゃない、あの女にも同じようなことをしたの？」

「そのようなことはない！　アンジェリカを気持ちよくするために愛を込めてるだけさ」

　意外ね、あの女ディアーネのあの身体で男に肌を許してないなんて。あの女から漂う色香は女である私ですら見惚れてしまいそうな程のモノだった。

　一族の稼業ゆえだろう、燃えるような赤い髪も、白磁のような白い肌も、他の令嬢とは一線を画す。羨ましい……。

　姉に比肩する美貌、印象的な泣き黒子、男どもの誰もが目を奪われる豊かな胸も細い腰も『女』の魅せ方を知り尽くした仕草も……何もかもが羨ましい！

　だからシャルローは念入りに誘惑した、あの美貌の女よりも私を選ぶように。惨めに夜会から退席したディアーネ、その婚約者から犬のように奉仕を受けてる私。

「ふふっあはははははははははは！」

　愉快だわ、こんなに愉快なのは姉オリヴィアが奴隷となったと報告を受けた時くらいかしら？　私は幼い頃から愛されてきた。父からも兄弟からも、使用人からも。

　全ての男たちが姉よりも私を愛してくれた……それが当然と思って少し成長した頃に気が付いた。美貌も、スタイルも、教養も、何から何まで私は姉に劣っているという事実に。

　その時からだろうか、周囲の全ての男たちに姉は嫌われだしたのだ。そしてその分まで私を愛してくれるのだ、幼い頃は理解できなかったが今ならわかる。

　私より美しい女など……遍く悪意の泥に沈めてしまえば良いのだ、と。私にはそれを選ぶ権利があるのだと。

「ククク……あーっはっはっはっは！」

　腹立たしいが私が嫉妬した以上逃れられない。ディアーネは今頃足元まで悪意の泥に浸かってるだろう……徐々に沈むといい、一週間もすれば姉と同じ境遇まで堕ちるのだ。
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　──ワタシヨリ　キレイナオンナハ　ゼンイン　キラワレレバ　イインダ──

　笑いが止まらない、ああ、とても気分が良いわ、今夜はシャルローに挿入まで許してやっても良いかもしれない。

「くんっ！　あっあっあっ！　ふふっ随分と昂ってるのねシャルロー？」

　この犬は私のベッドに入った瞬間から、勃起したまま、ふふっよく見れば王太子のソレよりちょっと大きいかしら？

「ふふっ私への愛を選んだご褒美よ？　来なさい……」

　許可を出したとたん、シャルローは覆い被さってきた。あらあら発情した犬そのものじゃない。

　──グチャ　グチャ　グチャ　グチュグチュ……。

「んあぁ！　は、はげし……ンッンッあぁぁぁぁん！」

　この男、挿入しいれた途端更にオチンチンが膨らんで……それに上手いっ！

　あの女ディアーネとの仲が良好だったから、てっきり経験が無いのかと思ったが、商売女とでも寝たことがあるのだろう。巨大なペニスが子宮を叩き、今まで感じたことのない程の快感が襲う。

　──パンパンパンッ　ズピュ……。

「うっ！　はぁはぁはぁ……」

　あら？　もうイっちゃったの……一度射精した巨根は見る見る縮んでいく。見れば相当悔しそうだ、多分初めて私に挿入したから興奮しすぎたのかな？

　はぁ……オチンチンが大きくて上手でも、あんまり早いと興ざめね。ちょっと中途半端だけど、まぁご褒美としては十分でしょう。

「シャルローは気持ちよかったみたいね？　それじゃ順番だから……次、来なさい」

　壁際に待機していた男が嬉しそうにベッドに入ってくる。それと同時に悔しそうなシャルローがベッドから降りて壁際に立つ。

　次の男は……名前なんだっけ？　まぁ別にどうでもいいか、頑張って私をイカせてご覧なさい、そうすればご褒美をあげるわ。

　まだまだ夜は長い……もっとよ、もっと愛が欲しい。遍く全ての愛をこの私に捧げなさい。





★　　　ディアーネＳＩＤＥ　　　★






　婚約破棄された翌日、オリヴィアの手紙を受け取った私は、当家秘蔵のゴーレム馬車で辺境のラーロン地方へ向かっていた。

　ゴーレム馬車は通常の馬車より数倍速く疾走し、そこらの魔物など軽く蹴散らすことができる。勿論安価な物ではないが、王国中の性産業を一手に担う我がメイティア伯爵家は、王国でも三指に入る資産を誇るのだ。なぜ父がこれほどまでに急いでるのかと言うと……。

「手紙によれば勇者殿にはオリヴィア嬢以外に女の影はない、それはわかるな？」

「え？　ええ、祝福を授かったのがつい昨日のようですし、流石に側室の話を持っていく者は少ないでしょう」

　手紙を読んでるだけで砂糖を吐きそうな程のラブラブぶりだ。これで側室の話を出すなんて無粋以前に勇者様の怒りを買うだけでしょう。

　勇者様と結婚したのも驚いたが、それ以上に衝撃を受けたのが彼女を蝕んでいた呪いの話だ。あまりにも悪質な呪いに思わず吐き気がした。これが彼女の嫌われていた理由か。

「お前は手紙の内容をよく吟味せよ。軽く読んだだけでオリヴィア嬢は主人を満足させることができず、悩んでいるのが手に取るように分かる」

　流石娼館の元締めだ、そういう事には鼻が利くんですね。そういえばお父様ってオリヴィアを嫌っていなかったような？

「儂が女に対して感情を動かすなどありえん、女に情を抱いてはこの稼業はやっていけん。情を抱けば心を病むぞ、女のお前に言っても詮無きことだが」

　流石に娘の私には多少情があると信じたい。なるほど、女性に関して無感情だから呪いも効かないってことですね。

「それに……ふ～む、女に対し感情を動かさんとは言ったが、儂はどうやらお前に悪感情を抱いているな。オリヴィア嬢と同じ呪いを受けたなディアーネ」

　無表情でとんでもない事を言い出すお父様、いやいやいやいや！　それってヤバイじゃないですか！

「丁度いい、呪いを解いてもらい、ついでに誑たらし込め、それだけの教育はしてきたはずだ。勇者殿はどうも情に厚い、というより情に脆い人物のようだ。儂からすれば篭絡の手段は山ほど思いつく」

　情に脆いお人好しとか、私もいくらでもその手段が思いつきますね。

「よいか、オリヴィア嬢が正妻なのは動かしようがないが、第二夫人の座に収まれば今後発展するであろう辺境で、大きな力を振るえるであろう」

　他の貴族が手を打つ前に私を送り込もうって事ですね、分かりました。家のためでもありますし、親友と姉妹になるのも悪くはありません。

　同じ主人に嫁いだ妻たちは姉妹とされ、親戚として繋がりを持てるのです。当然今後とも増える勇者様の妻たちの実家との伝手も期待してるのでしょう。勇者様って超絶優良物件ですねホント。

　ちなみに、辺境のトップである第二王子のカール様に、そういう話はないのかというと、今のところ一切ありません。

　婿入りの立場である以上、奥様のデシデラータ様との間に世継ぎが生まれないと、混乱の元になるため全て断ってるそうです。もっとも只今奥様はご懐妊中のため、カール様に嫁ぐのを希望する令嬢は多いとか。まぁあの方美男子の上に天才と評判ですからね。

　それはさておき、先方に一切話を通してないので、私の嫁入りはオリヴィアの説得次第ですよ。いきなり押しかけたらオリヴィアも驚くでしょうね。トホホ、こんな押しかけ女房のような事しないで、結婚するならもうちょっと粋な出会いがしたかったですわ。
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　家人不在の時や、声をかけても気付かれなかった場合のために、屋敷の門の脇には手紙置きと呼ばれている、郵便物を入れる穴だけ空いた鍵付きの箱が設置されている。なんでも第二王子が便利だからと辺境を中心に広め、今では少し裕福な一般家庭なら何処でも設置されてるそうだ。

　オリヴィアから話を聞く限りでは、カール王子は随分と新しいもの好きと言うか、新しいものを考案して広げるのがお好きなようだ。なんでも彼のアイディアで、今までかなりの労力を割いていた様々な仕事が格段に楽になり、生活に余裕が出てきたそうだ。

　その才能は政治だけでなく武芸の方面にも発揮され、武勇伝にも事欠かない。伝聞だが若干十四歳にして王都の武芸試合に参加し近衛騎士を相手に素手で圧倒したとか。

　剣技を競う場なのだからせめて何か武器を使ってくれと言われたそうだが、『武器を使ったら寸止めしないといけないじゃないか、当身ならセーフ！』とか言い放った瞬間、近衛騎士たちは逃走したとかしなかったとか。

　噂では非公式に王太子とも試合をして、輝かしい笑顔を浮かべながら顔面に飛び膝蹴りを叩き込みノックアウトしたとか。去年は令嬢たちの間ではこの話でもちきりだったらしい。

　これでまだ十五歳というのだから恐れ入る、所謂天才と呼ばれる人種なのだろう。先代辺境伯があっさり婿に家督を譲ったのも納得だ。

　さて、そんな天才様が我が家──昨日から入ったばかりなのであまり実感はないが──に三日後の昼に訪ねて来るという内容の手紙が箱に入ってた。

　届いたのは多分今朝、俺がセックスに夢中になりすぎていたのか、手紙を届けた人が声をかけても無駄だと思ったのか、まぁ両方だろう。

　寝室はちょっと匂いが残ってるので、朝食兼昼食を食べた部屋でソファーに寝転がりつつ──勿論膝枕で──手紙を読み終え、オリヴィアに聞いてみる事にする。

「なぁオリヴィア、一応雇い主というか主君になる人なんだし、なんかもてなしとかした方が良いのか？　昼に来るんだし、昼飯とか」

「この場合、辺境伯の身分にある者が、いくら勇者とはいえ無位無官の旦那様を訪ねるのですから、食事を振舞うのは止めた方が良いですわ、お茶とお菓子だけ用意すれば大丈夫でしょう」

　彼ら程の身分になると、初見の人間が振舞う食事を──お茶くらいなら問題ないようだ──毒見なしで口にすることはありえないらしい。

　加えて『誰かと食事』というのも仕事の内なので、俺のような勧められて断りにくい、至極面倒な立場の人間が余計な気を回すと、あちらも困るとのこと。

　カール王子はそのへんあまり気にしない、気さくな人物と評判らしいのだが、俺があんまり非常識な事をすれば嫁の恥になるのだから気をつけなければならない。

「こういうお客様への対応も、夫人の務めですから」

　俺はこういうのに疎いからホントに助かる。よって感謝の気持ちは抱きしめてキス……膝枕されてるから難しいな、よし、代わりにお尻を撫でて伝えよう。

「ひゃ！　ンッ……」

　お尻をナデナデ、あぁ柔らかくて気持いい……そのまま撫でてるとオリヴィアに頬をムニムニと摘ままれたり引っ張られたりした。お互い疲れるまでしばらく攻防を続ける。

「それじゃ客用の茶器とか家具とか、街に出て見て回るか」

　さっきまで抓られていた頬を撫でられつつ、出かけるデートの提案をする。俺が言うとちょっと困った感じで。

「わたくしたちが街を歩くと騒ぎになりそうですわよ？」

　平気平気、一般人を欺く程度の幻術なら雑作もない。膝枕から起き上がり俺は収納空間から冒険者風の服を取り出す。同じくサイズが小さめのオリヴィア用に用意した服も取り出す。

　デート中の冒険者カップルを装えば問題ないだろう。辺境には魔物が多く、これからの発展が期待されている。必然成り上がりを目指す冒険者たちが数多い。それこそ石を投げれば冒険者に当たるくらいたくさんいるのだから。

「冒険者風の服を着て、髪の色を誤魔化す程度で十分だろう。本当は嫁さんには着飾って欲しいけど、周囲の目が集まるのってストレスだろう？」

「はい……殿方の目線が集中すると……どうしても怖くて……」

　子供の頃から悪意に晒されれば無理もない。かつてを思い出したのだろう、俯き震えていた。

「俺がずっと傍にいるから」

「……はい、旦那様」

　そっと、彼女を抱きしめキスをする。一分、二分……暫くキスしたままでいるといつの間にか彼女の震えは止まっていた。

「お嬢さん、俺と一緒にお出かけしませんか？」

「わたくしでよければ喜んで」

　オリヴィアの手を取り、本で読んだ誘い文句を言うと、彼女も笑って応える。そのまま手を繋ぎ、玄関を開け表に出ようとしたところ……。

「ゴホンッ！」

　ちょうど目の前で大神官のトラバントさんが馬車から降りたところだった。彼からすれば訪ねたら出かけようとしてるんだから運が良かったということか。何時訪ねるとか約束してた訳じゃないからな。

「あ、おはようトラバントさん」

「もう昼過ぎてますぞ勇者様、若い夫婦ですので致し方ないですが」

　困ったような表情で注意してくる。確かに朝起きてすぐセックスとか、爛れた生活をしてると言われても一切反論できない。

「やれやれ、朝の訪問は控えて正解でしたな」

　どうも朝っぱらからナニをしていたのか、大凡おおよそ把握されてるな。把握というより推測か、流石大神官だな素晴らしい観察眼だ、単に俺の行動パターンが読みやすいだけかも知れんが。

「昨日頼まれた、使用人の件ですが連れてまいりましたぞ。身元のしっかりした者たちですが、本職というわけではございません」

　地元の人間を優先的に雇用するようにカール王子から通達されてるらしく、雇ったのは仕事が効率化したせいで時間の余った、近所の住民が多いらしい。オリヴィアの男性恐怖症も考慮して、全員近所に住む奥様方だそうだ。

　ご主人が仕事に出てる間のお手伝いのようなもので、仮になにかやらかしてしまったら、村八分されるのが目に見えているので、下手な人間の紹介より信用できるとのことだ。

　トラバントさんに紹介された使用人は、この屋敷にほど近い職人街の奥様方……上品にいう必要もないが、人の良さそうなオバちゃん達だった。

「初めまして勇者様、アタシは仕立て屋を営むアランの家内でマーサと申します」

　一応代表らしいマーサさん（五十五歳）を始め全員から自己紹介を受けたあとでこっちも名乗る。家の中でも勇者様はちょっと堅苦しいな。

「よろしく頼む、俺はクリスだ、こっちが妻のオリヴィア。あと家の中でまで『勇者様』は落ち着かないから名前で呼んで欲しい」

「承知いたしましたクリス様、オリヴィア様」

　意外と礼儀正しいと思ったのは失礼だったか。考えてみれば職人の奥さんってことは、客の相手とかするよな。

　近年の好景気で弟子が増えたおかげで、家事が分担されたので──水汲み掃除など見習いの仕事なのだ──オバちゃん達は結構暇らしい。

　屋敷の間取りを把握して貰うのに簡単な清掃と、必要な備品を買い揃えるようにと、金貨をマーサさんに預ける。なんか恐縮してたが俺が気にすることでもない。

　日が落ちる前には帰ると伝え、俺たちはデートに出かける。街で買い物や食事なんて初めてだから楽しみだ。

　そうして冒険者に扮した上に容姿を誤魔化しているので、住民にバレて囲まれるということもなく、俺たちがこれから住むことになる街へと手を繋いで歩いて行った。
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『心写しの木板』と呼ばれる魔法道具がある。流石に一般市民には手が出ない高価な魔法道具だが、領主や富豪、神殿は間違いなく所有してるし、地域の住民がお金を出し合って購入する場合がある。

　この魔法道具は板の上に紙を乗せて魔力を流すと、使用者が視認しているモノや、脳裏に思い浮かべたモノが紙に写しだされる効果があり、主に文書などを複製するのに使う。後は人物の姿絵や遠くの景色を写したりする場合が多い。

　勇者なんぞになってしまった俺の顔を、昨日、一昨日の間に街中の人間が知ってるのは、流石に大袈裟だと思ったのだが。神殿が『心写しの木板』を使って俺の姿絵を街中に配ったせいで、本当に全員俺の顔を住民が知ってるのだ。

　大勢の見習い神官らしき少年少女達が、溌はつ溂らつとした笑顔で勇者誕生を喧伝してれば、そりゃ誰もが知るよな、しかも俺の姿絵を配りながらだ。

　変装してるので当然俺たちにも姿絵が配られ、オリヴィアと二人で苦笑しながら見る。表には俺の顔、裏には無闇矢鱈と美化された俺のプロフィールが載ってた。おい、真実一路を是とする法の神殿が、嘘は書いてないにせよ脚色して良いのか？




「この姿絵は孫写しみたいですね。一昨日わたくしが写した旦那様はもっと格好良かったですもの」

「いやぁこのくらいで丁度良いと思うぞ。正直俺たちが持ってる元写しの姿絵とかあんまり他人に見せたくないし」

『心写しの木板』は実に便利な魔法道具なんだけど、人物を写す場合は使用者の主観がかなり混じるのだ。

　具体的に言うと嫌いな相手を写し出すと、その姿絵は他人から見て悪い印象を受ける。逆に好きな相手──大抵の場合惚れた異性等──を写すと数割美化されるんだ。

　一昨日オリヴィアが『心写しの木板』を借りて俺を写したのだが……美化されていた。単なる絵だと言うのに、なんか輝いてるような錯覚をするくらい物凄く美化されていて、こっちが恥ずかしかった。

　気恥ずかしさのあまり、その場で【収納空間アイテムボックス】に隠した。しかし俺の姿絵として一番出来が良いので、トラバントさんに熱心に頼まれ、元写しは俺が保管するのを条件に、複製を認める羽目になった。

『心写しの木板』で写された姿絵を元写しと呼び、元写しを見ながら複製したモノを子写し、更に子写しを複製したモノを孫写しと呼ぶ。ただ複製を重ねる毎に画質は劣化していき、今配ってる孫写しくらいなら、誰もが俺だと分かるくらい精緻な姿絵だが、実物よりは多少劣る。

　まぁ俺の事は良い、多少恥ずかしいくらいで暫くしたら落ち着くだろうからな。問題は……チラリと住民達の行列と、その行列の原因を見る。

「さぁさぁ皆さま！　孫写しの姿絵には限りがございます。私は見ました！　我らが敬愛する法の女神トライア様が、たった一人の花嫁にその偉大なる祝福を賜わしたのを！　その輝かんばかりの美貌は正に『女神の花嫁』と称えるに相応しく……」

　神殿が運営する診療所のすぐ近く、なにやらテーブルの上に紙の束が置いてあるだけの場所に、住民たち……主に男共が並んでいた。

　熱の籠った売り文句を大声で語ってる売り子は、昨日トラバントさんと踊ってた神官さんか？　仕事は良いのか？　オリヴィアの姿絵を売るのが神官の仕事なのか？

　確かに一昨日、俺も木板を借りてオリヴィアを写したよ？　つい悪戯心でオリヴィアの裸体を脳裏に思い浮かべてしまい、写し出した姿絵を横から見てたオリヴィアに耳を引っ張られたが。次はちゃんとやった。

　ちなみに使用者からすると、いつも通りの姿を写してるつもりでも、他人から見たら美化されてるって事が良くある。繰り返すが使用者からすればいつもの姿を写すのだ。

　俺は当然オリヴィアに心底惚れてるのだから、姿絵を見た神官さん達が赤くなるくらい美化……否、俺のオリヴィアは世界一可愛く美しいのだから、実物に劣る絵であってもそれなりの正確さで写ったみたいだった。

　元写しは当然俺が保管し、今後誰にも見せないつもりだが、一枚だけ子写しの姿絵を渡したんだ。最初は俺とセットで姿絵を配るつもりだったらしい。

　トラバントさんはそのつもりで、沢山孫写しの姿絵を用意したんだが……神殿の資金運営を任されてる人達から「紙代もタダじゃないんだから、勇者様は兎も角オリヴィア様の姿絵は売れ！」と突き上げを喰らう羽目になった。

　子写しの姿絵を渡して一時間後、オリヴィアの姿絵を売る事になったと申し訳なさそうだった。まぁ所詮は絵だし、殆どの神殿は診療所やら孤児院やらを採算度外視で経営してるので資金は必要なんだと納得した。

「本当に変装して良かったな、素顔で街を歩いたらどうなっていた事やら」

　女神から直接祝福を受けたオリヴィアの顔が知れ渡るのは仕方がない。だがあまり注目されるのはオリヴィアにとって恐怖でしかないのだ。こうしてデートするにも幻術で顔を誤魔化す必要がある。

「旦那様、今はまだ怖いですけど……いつか、いつかきっと顔を隠さないで、この街を歩いてみたいです。わたくしのままで……またデートしたいです」

　意識を向けられていなくても大勢の男たちが集まってるのを見て、繋いだ手が微かに震えている。俺は黙って握り返し街を歩く。

「そうだな、焦る事は無いよ。俺はずっとオリヴィアの傍に居るから。いつか……何時でも良い、変装なんてしないで、綺麗に化粧したオリヴィアとデートしような」

「はい、わたくし……頑張ります！」
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　三日後。

　最初は恐縮していたオバちゃん達とも打ち解け、今日はカール王子が訪問する日だ。臣籍に降ったそうなので正式にはカロリング卿と呼ぶべきなんだろうが、周囲の人達全員がカール王子と呼ぶので気にしないことにした。

「初めましてクリス殿、カール・カロリングです。ボクのことはカールで構いませんよ」

　目の前にいるのは年相応、いやむしろ幼く見える少年だった。金髪碧眼で穏やかに微笑む彼は整った容姿と相まって、紅顔の美少年と言うか、失礼かもしれないが少女のように可愛らしい印象がある……もっとも凶器のごとく鍛え上げられた拳ダコと、素人では分からないように金属で補強された仕込み服を見なければな。

　後で分かったことだが、他にも手首の返しだけで取り出せる袖口に隠したナイフ、靴には鉄板と刃物が仕込まれていて、無造作に髪を束ねてる紐は外すと絞殺具になるらしい。怖ぇよこの王子！

　カール王子の俺を見る目も、戦力を推し量ってるのが分かる。すまんが俺って世間一般がイメージする勇者と違って、本職は呪術師魔法使いだからな？　近接戦はできなくもないけど並の兵士程度の腕前だぞ。

「クリス殿は我が領土の開拓に真っ先に名乗り出てくださったが、理由を伺っても？」

「最初は成り上がりが目的で、オリヴィアに出会ってからは彼女にいい生活をさせてやりたいから……です」

「あはは、ここは貴方の屋敷ですし、公的な場でもありませんので普通に話していただいて結構ですよ。第一クリス殿の方が年上ではないですか」

　王子の砕けた態度にこちらの肩の力も多少抜ける。開拓が本格的に始まるまでは資材調達やら組織編成やら、やることは山積みで早くても一ヶ月後。それまで好きにしてて良いらしい。

　待機期間は魔物などを倒してくれれば報奨金を出すし、素材の買取りもしている、大物を狩れば功績として褒美を出すそうなので、退屈することはないだろう。嫁とデートばかりってのもアレだし、ちゃんと働いてるとこ見せて甲斐性を示さんとな。

　そして開拓が始まれば、勇者として魔物の多い最前線で戦ってもらうと。誤魔化しもせずはっきり言うのが好感が持てた、キツい方が手柄を立てやすいし望むところだ。

　その後は他愛も無い世間話をしたりして、予定していた時間通りに王子は帰った。門のところまで見送ったら馬車に乗る間際にこっそりと、ちょっとしたお願いをされた。

「そういえば、クリス殿は闇属性の魔法使いだと聞きましたが、実は……」

　自分の属性を誰かに名乗った覚えはないんだが、どういう情報網なんだこの王子……うん、この人絶対に敵にしたら駄目な人だ、三十分足らずの会話で俺はそう確信した。
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　──よっしゃ！　魔法使い系勇者キタ！　単騎ＭＡＰ殲滅兵器とかこれで開拓勝つる！

　たまによくわからない独り言を漏らす我が主君カール様ですが、たったの五年でかつて辺へん鄙ぴな田舎だったラーロン地方を、ここまで豊かな土地に導いてくださった天才の心中を推し量るなど剣しか能のない私には無理な相談でしょう。

　今日の会談は、トライア大神殿にて女神様より加護を賜った勇者様との初顔合わせ、主君の様子を見る限りでは大変好印象のようだ。確かに会談の様子を見る限りでは好人物だし、背後に控える輝かんばかりの美貌の奥様とは大変お似合いの美男子だ。

　まぁ私としてはカール様の方が好……ゲフンゲフン！　何を考えたジャンヌ！　敬愛する主君に邪な懸想を抱くなど言語道断！　あぁでも、訓練の時偶然私の胸に触れたカール様の手の感触を思い出すと……。

「あぁ！　イケませんカール様、訓練中にそんな！　みんなが見てます、せめてベッドに『ゴスッ』キャイン！」

「ジャンヌ、ボクと同い年の君がエロ妄想するなとは言わないけど……せめて口に出すなこのバカ！」

　ううう……主君の愛のムチが痛いです。この方素手で魔物を撲殺できますから、そんな拳でゲンコツしないでください……。

「この残念っぷりで戦闘力はボク以上だから困る、どこで教育間違えたんだろ……」

「そんな、貧しい農村で私を見出してくださった、大恩あるカール様のお役に立ちたいと苛烈な修行を修めたのに」

　五年前、食べるものにも事欠いた故郷で、他国に身売りされる予定だった娘たち全員を救い、働く場を用意してくださったのがカール様だ。私はその恩義に報いるために騎士を目指し必死に頑張ったのだ。

　外で剣を振ってばかりでしたから日焼けしまくりましたよ。はぁ屋敷に勤めてる女性たちは肌が真っ白で綺麗で羨ましいです。女性同士の集まりがあると私一人がこんがり褐色肌なので、居心地悪いんです。その分修行頑張りました、頑張った分また日焼けです、もう白い肌の自分なんて思い出せないですよあっはっは！

　そしてその熱意が認められ騎士となったのが去年。私は嬉しさのあまりカール様への溢れる想いを、本人の前でしかも叙勲式の最中に暴露してしまったのも良い思い出だ。

「正直は美徳だと思うけどね、思ったことをなんでも口にしちゃうのは正直とは言わないんだよ！　頼むから気分が高ぶると思ったことをなんでも口に出すその癖を直せ！」

　いやぁ、あの時は同期の騎士たち全員に生暖かい目で見られましたね。先代様も大笑いしてましたし。

「ボクの方が恥ずかしかったよ！　あの晩はデシデラータが拗ねて大変だったんだぞ！」

　顔を真っ赤にしたカール様は可愛いですね、照れておられるんでしょうか？

「怒ってるんだよ！　思ってること全部口に出てるからな！」

　さて、そんな普段通りのやり取りをしつつ、辺境伯のお屋敷に帰還いたしました。帰ってからのカール様のご予定はデシデラータ様と昼食、その後もスケジュールはぎっしりです。
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「カール様、お帰りなさいませ。ジャンヌも護衛ありがとうね」

　その日の予定を全て消化した頃にはもうすっかり夜も更けてしまいました。最近はこれでも早く終わった方です。

　デシデラータ様は身重でありながら、毎日こうして玄関でカール様のお出迎えをします。心配そうに早く休むよう注意するカール様ですが、先ほどまでのお疲れのご様子が消え、とても嬉しそうな顔をしています。

　デシデラータ様も恋する乙女そのものですね、妊婦ですけど……はぁカール様のことをお慕いして早五年経ちましたが、入り込める隙間が一切ありません。政略結婚の筈なんですけどねこの二人。

「それでは失礼いたします、カール様もお早めにお休みください」

　明日も早朝から予定が詰まってます……はぁ、早く寝よっと。カール様はこの後デシデラータ様と仲良く寝るんだろうな……くすん。

「そうだジャンヌ、実は今日の昼にクリス殿に頼んでお前に『ある術』を施してもらったんだ」

　なんとっ！　確か勇者様は呪術師……わ、私に呪いをかけたのですか、私がお馬鹿だからお払い箱ですか！

「だから思ったことを口に出すな馬鹿、一度しか言わないからよく聞け。勇者とは神の地上代行者、つまり神官の使う神聖魔法も大神官以上に使いこなせる」

　ごめんなさいごめんなさい！　私邪魔ですよね、仲睦まじいご夫婦のお邪魔虫ですよね！　私なんかがカール様を好きでごめんなさい！

「彼女のお腹にいる子は占い師によると男子らしいし、デシデラータもお前が側室になるのは認めている。女性のジャンヌがボクの護衛騎士な時点で周囲は既に側室と見てるしな」

　そうだ、修道院に入ろう、一生この想いを胸に秘め、清く正しく神に仕えて……。

「勇者殿には【祝福】をかけてもらった。神の地上代行者勇者が施した祝福は大神官以上の『格』だ、身分程度でお前に文句をつける奴はいないだろう」

　ジャンヌは生涯を貴方様の治める街に貢献しようと……はて？　祝福？　それって結婚の時に神官様に……え？　え？　あれ？

「闇の魔法で光を誤魔化したから仕方ないけど混乱してるな。汗を流したらボクの寝室に来い、分かったか？　命令復唱してみろ」

「はっはひ！　騎士ジャンヌは身を清めたあとカール様の寝室に向かいます！」
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　さて、ボク専属の護衛騎士ジャンヌは、人買い撲滅の一環で偶然救ったのだが。その当時からボクへの好意を隠しもせず、我武者羅に騎士を目指し修行に励んできた。

　ほとんど手入れをしないでも艶を失わない金の髪は、修行中流れる汗と共にキラキラと煌き、可愛らしい少女は段々と綺麗になっていった。不覚にも目を奪われる回数も年々増える。正直に言おう、最初は彼女の好意に絆され色々と目をかけているうちに、いつの間に惚れてしまっていた。

　妻も最初はヤキモチを焼いたりしてたのだが、ジャンヌはあまりにもまっすぐ過ぎて、嫉妬するのが馬鹿らしくなったそうだ。

　話し合った結果、デシデラータが男子を懐妊したとわかった時点で側室にしようと決めていた。本人の了解？　聞くまでもないだろう。祝福を授かった以上もう我慢しない。

「こっこれは夢でしょうか？　ジャンヌは馬車の中で居眠りですか？　か、か、カール様がわたっわたしを……」

「くすっジャンヌったら可愛いわね」

　デシデラータが硬直するジャンヌの手を引きベッドに招き寄せる。なんだかんだ言って彼女もジャンヌのことは可愛がってるからな。ベッドの上にちょこんと座るジャンヌは、どうしたらいいのか分からないのだろう、きょとんとしている。

　混乱する彼女をベッドに押し倒し、唇を塞ぐ。五年前に出会った日からボクを好きだと言い続けるこの唇は、もうボクだけのモノだ。

「んっんっっっっ～～～～ンッ！」

　キスすると同時にジャンヌの身体から強張りが消え、胸元に伸びたボクの手にもなすがままにされている。

「ぷはっ……きす……かーるさまと……ふぇ、ふぇぇぇぇぇぇぇん！」

　顔を真っ赤にして、笑いながら号泣するという意外と器用な真似をするジャンヌ。妻は彼女を背後から抱きしめ頭を撫でる。

　おっと、ジャンヌだけにキスをしたらデシデラータがヤキモチを妬くな。ジャンヌを宥めているデシデラータにもキスをする。舌を差し込みお互い絡め合うように……。

「んっんむぅ！　チュクチュク……ぷはぁ！　もうっあなた！　今夜はジャンヌを見てあげないとダメですよ」

　怒られてしまった。では背後から妻が抱きしめてるので、ボクは正面から抱きしめる。

「いつもボクの傍にいてくれてありがとう、ボクを好きになってくれてありがとう。ボクも……ジャンヌのことが好きだよ」

「ふぎゃ！　あわっ！　あわわわ……二人がかり！　二人がかりで弄られる！　私こんな願望持ってたんですか！　ああ、でもカール様とデシデラータ様なら……はう！　夢なら早く覚めてぇ！　初体験は夢じゃなくて現実の方が……あう！　しかし現実にこんなこと……」

　抱きしめてる間、彼女は混乱してるのか、いつも以上に内心を暴露し続ける。

「あなた……ジャンヌが物凄く可愛いのですが、いつもこの娘を傍に置いて羨ましいですわ」

　さりげなく混乱するジャンヌの胸を揉み、耳を甘噛みしたりしてる妻。なんかいつも以上に興奮してないか？　お腹を圧迫しないように気をつけろよ。

「そうだろう、こんな可愛い子が傍にいて絆されないはず無いだろう」

　おっぱいはデシデラータが占有してるので、ボクはお尻や太ももを撫でる。ジャンヌの褐色の肌は鍛えていても、柔らかく、手に吸い付くようだ。

　十分ほどそのままだっただろうか？　流石に混乱から立ち直ったが二人がかりで愛撫され続けたせいか若いその肢体には官能の火が灯り、すっかり蕩けきってる。

「夢じゃ……ないんですよね、夢だったら修道院に駆け込みますよ？」

「そうだよ、勇者殿から祝福を貰ったのも、可愛いジャンヌをベッドに連れ込んで押し倒してるのも、デシデラータと二人で可愛がってるのも全て現実だ。夢見心地ではあるけどね」

　もう一度キスをする、今度は多少落ち着いたのか、ボクの頬に手を添えてきた。

「んっ……ちゅ、ちゅ……ンッッ！」

　キスをしながらジャンヌの服に手をかけ、生まれたままの姿にする。デシデラータもいつの間にか服を脱ぎその白い肌を晒していた。

　妊娠前から大きかったデシデラータのおっぱいは、ボクの子供を孕んでから更に大きくなり、女性としての色気が日毎に増してるかのようだ。

　ジャンヌの鍛えられ引き締まった肢体は健康的な瑞々しさに溢れ、真っ白な肌のデシデラータの肢体、褐色肌のジャンヌが二人生まれたままの姿で並ぶ。

「ひぁ！　だ、だめぇ脱がさないで……よ、鎧の痕を見ないでください……日焼けして女らしくないし……」

　鎧の痕ってこれか？　確かに少し不自然な日焼け跡だけど、ボクが気にしてないことを教えるために、その部分に舌を這わせる。そのまま徐々に下半身へ移動し、秘所へ到達。

「あっあぁぁぁん！　だ、だめぇ！　そんなところ汚いです……んむぅ！」

「ジャンヌの身体はどこも綺麗よ、そうとても綺麗なの……羨ましいくらい」

　美少女同士の濃厚なキスに触発され、更に秘所への愛撫を激しくする。ジャンヌのオマンコからは既に愛液が溢れ、まるでお漏らしをしたかのようだ。

　──ピチャ　ピチャ　クチュ　クチャ……。

「はぁん！　あっあっあぁぁぁぁ!!」

　妻にジャンヌの唇を独占されるのも夫の沽券に関わるので、両手でジャンヌを愛撫し続け、デシデラータとも舌を絡めながらキスをする。

「ジャンヌ、ここは子供が生まれてくる神聖な場所ですのよ、なぜ汚いのですか？」

　──クチュ　クチュ　ピチャ　ピチャ。

「だ、だって……そこはおしっこが……でるところです……ひぁ！　んぁぁぁ！」

　言ってて恥ずかしかったのか、彼女の顔が真っ赤に染まる。これ以上からかうとまた混乱しそうだし、止めておくか、十分に濡れてるしね。

　愛撫を止めボクの目の前で脚を開かせる。唯一日に焼けていないその処女腔はボクの指で蜜を垂らし、無自覚に男の理性を溶かしボクを誘う。

　デシデラータもジャンヌが初めて女になる瞬間に悪戯する気はないのだろう、不安げなジャンヌの両手を握る。

　何も知らない農村の少女だったジャンヌが牝の表情をしている。ボクを好きだと言ってひたむきに修行に耐えるジャンヌの表情は情欲に蕩けている。

　いつも、どんなに疲れていても眩しい笑顔を向けてくれるジャンヌの処女を……ボクのモノにする！

　邪魔な服を脱ぎ、すでに猛りきった肉棒を彼女の蜜穴に擦り付ける……彼女の愛液で濡れた欲棒を膣口に狙いを定める。

「ジャンヌ、愛してるよ」

「わ、私も！　私もカール様を初めて会った時から愛してます！」

　潤んだ瞳をボクに向けるジャンヌの背に手を回し力を込め……一息に彼女の処女膣を欲棒で貫く！

「ぎっ！　あぁぁぁぁぁぁ!!　カール様！　カール様ぁぁぁぁ」

　処女膜を破られた痛みにじっと耐えるジャンヌ。自分の初体験を思い出したのか、デシデラータは自分の胸元に彼女を抱き寄せ、頭を撫でて慰めている。

「くぅぅ！　キツい！」

　比較するのはマナー違反かもしれないが、柔らかく包む感じのデシデラータと違い、鍛えられたジャンヌの膣はボクの肉棒を締め付ける。

　軽く動かしただけで痺れるような快感に襲われ、気を抜くとすぐにイってしまいそうだ。ジャンヌの腰を抱きかかえ、ベッドに押し付け動きを止める。

「痛っ！　痛いけど……ジャンヌは……カール様に処女を捧げることができて……幸せです」

　痛みを堪えながら微笑みを浮かべる彼女を見て、楽しむよりは今日は早めに終わらせ、徐々にセックスに慣らしていったほうが良いと決めた。

　──ズボ　ズボ　ズボ　ヌプ　ヌプ　ヌプ。

　出来るだけ痛くないように、ゆっくりと小刻みに動かす。同時に膣口の痛みが紛れるようにと、舌先で乳首を愛撫する。

「あっあっ！　んぁぁ！　やだ！　しゅごいのぉぉ！　だめぇ何も考えられないよぉぉぉ」

　妊娠中のデシデラータは抱くことができないので、最近溜まっているせいか、すぐに射精感がこみ上げてきた。

「出すぞ、ジャンヌの膣ナ内カが気持ちよすぎて、もう射精する出すぞ！　ジャンヌの子宮にボクの精子を注ぎ込んでやるぞ！」

「はぁっ！　カール様ぁぁぁ！　ジャンヌの膣ナ内カに出すんですか！　ジャンヌはカール様に孕ませて頂けるんですか」

　もう限界だ、肉棒をジャンヌの最奥まで押し込みそのまま膣ナ内カ射ダ精シする。最近ご無沙汰だったせいか、射精が止まらない。

　──ドプ　ドプ　ドプ　ピュ　ピュ。

「ひぁぁぁ！　出てる！　カール様のオチンチンからドピュドピュ出てくるのぉ！」

　初めてで膣ナ内カ射ダ精シされ、射精が収まるとベッドの上で脱力する。ボクは汗ばむジャンヌの褐色の肌を抱き寄せ、腕に、うなじに、お腹に、おっぱいに、体中ボクのものだとキスをする。

　いい匂い……ジャンヌから香る汗の匂いにクラクラしてしまう。そして一度射精したにも関わらず、俺の欲棒はその硬度を保ったままだ。ジャンヌがいい匂いだからだな。

「あなた、妊娠してからセックスは控えておりましたが……今夜だけご奉仕させていただいてもよろしいですか？　ジャンヌとのセックスを見て……その、火照っちゃいまして」

　頷くと嬉しそうにデシデラータがボクの股間に口付けし、フェラチオを始める。初めての頃に比べて格段に上達したものだ。なんでも高級娼婦を招いて頑張って練習したそうだ。

「んっ！　上手になったねデシデラータ、さっきジャンヌの膣ナ内カに出したばかりなのに……」

「はぁ……あなたのオチンチン……ちゅ、ちゅぷ……ジャンヌの愛液が混じって、いつもと違う味……」

　ボクとデシデラータの姿に脱力したジャンヌも何かしようと思ったのだろう、起き上がってきた。

「カール様、お望みでしたらご満足するまでジャンヌの事を、好きにしてください。な、ナニをされても……嬉しいですから」

　可愛いことを言ってくれる、お望み通り明日から毎晩好きにさせてもらう。しかし今はデシデラータの奉仕を受けてる最中だ、あまりジャンヌに構ってるわけにはいかない。

「出るぞ、そのまま口の中に出すぞデシデラータ」

　──ピュ　ピュ　ドッ　ドッ。

「んむぅ！　んくんく……はぁはぁ」

　ボクの精液を飲み干したデシデラータの頭を撫でる。そのままベッドに横になり、左右にデシデラータとジャンヌを寝かせる。

「初めてで痛かっただろう、今日は無理しないでこのまま寝るぞ。明日も忙しいんだからな」

「はい、おやすみなさいませカール様、明日も……ジャン……ヌは……貴方……様の傍……に……」

　相変わらず寝つきが良いなジャンヌは。ボクの腕の中で安心しきった顔で眠る彼女の頬にキスをする。

「おやすみなさいませ、あなた……」

「おやすみ……愛してるよデシデラータ」

「私も……愛してますよ……カール様」

　両手で抱いた、二人のぬくもりに包まれながら心地のいい睡魔に身を委ねる。今日はぐっすり眠れそうだ。
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　カール王子を見送って、昼食を食べ終え寛いでいた。オリヴィアはオバちゃん達から教わりながら、デザートを振舞おうと手作りのお菓子に挑戦中だ。

　俺は欠伸を噛み殺しつつ読書。彼女のお菓子作りが終わって、一緒に食べたら午後からデートの予定なので、プランを考えてると、来客を告げる呼び鈴が鳴った。

「ディアーネ・メイティアと名乗る女性が、オリヴィア様を訪ねて参りましたが」

「えぇ！　ディアーネが！」

　確か自分の無事を伝えた親友だったな、はて？　手紙は送って数時間で届いたとはいえ王都からここまで早すぎないか？　馬を使い潰す勢いで強行軍しても四日の距離はあるんだぞ。

「三日で辺境っておかしくないか？　早馬より早いじゃないか」

　オリヴィアは今『女神の花嫁』とか呼ばれて辺境で有名人だ。友人を騙って近づこうとする輩がいないとも限らない。騙ったところですぐバレると思うんだが、馬鹿というのはどこにでもいるものだ。

「どうもゴーレム馬車にお乗りのようで、あんな立派な馬車初めて見ましたよ。下手すればお屋敷が建つくらい値が張りますよ！」

　ちょっと興奮気味なのは、来客を告げたニーナさん（五十三歳）。確か彼女の旦那さんと息子さんは馬車を造る職人だったな。

　そんな馬車でやって来るってことは本物なのかな？　聞いた話じゃ物凄い金持ちらしいし。でも万が一があるし一応俺も一緒に出迎えよう。
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　ディアーネがやって来たと聞き、わたくしは急いで応接間に向かいます。いきなり失踪して心配をかけたというのもありますが、態わざ々わざ非常に高価なゴーレム馬車を使ってまで彼女がやってくるのには何か理由があるはずです。

　万が一があるからと、旦那様も一緒です。姿を変える魔術など門外漢であるはずの旦那様があっさり使えるくらいには簡単だからです。

　もっとも、後にこの話をしたところ簡単に使えるのは、それ専門に修行を積んだ者だけだ！　とか、勇者を比較対象にするな！　とか、怒られてしまいました。

「ディアーネ！」

　応接間の扉を開けると、ソファーで寛ぐディアーネがこちらを見て微笑み軽く手を振ってきます。

　あぁ、相変わらず女性のわたくしですら、ドキドキしてしまいそうな程色っぽいですね。目の前のディアーネは間違いなく本物です、姿を似せただけではこの色気は絶対に出せませんから。

　普通胸が大きいと太って見られることが多いのですが、計算された仕立てなのか胸の大きさを強調しつつも、全体としてすっきりとした印象を受けます。

　ウェーブのかかった赤い髪は陽の光を浴びて輝いて見えます。その美貌と相まってそこにいるだけでまるで一枚の絵画……と言うには、少々扇情的ですが、下品な印象が全くないあたり流石です。

「オリヴィア、急に連絡が取れなくなって心配したのよ？　それでいきなり結婚したなんて手紙が届いたときは吃驚びっくりしたわ」

　わたくしたちは手を取り合って、再会の喜びを確認します。あ、嬉しくてうっかりしてましたが旦那様も一緒でした、早く紹介しませんと。

「旦那様、彼女が手紙を送ったわたくしの親友でして、ディアーネ・メイティア伯爵令嬢ですわ」

　紹介されたディアーネも、淑女の作法に則った挨拶をします。旦那様もわたくしが教えた通りに挨拶を返します。ちょっとぎこちないですけど、旦那様は姿勢が綺麗なのでそれなりに様になってます。

「カール王子が来るからって猛練習した甲斐があったな。女性相手の挨拶はこんな感じで良かったのか？」

「はい、格好良いですよ旦那様、惚れ直してしまいました」

　くすっ、正直に感想を言ったら旦那様ったら照れちゃいました。普段自信満々で頼もしいのに、たまに見せる子供っぽさがとても可愛いです。つい無意識に彼の腕に抱きついてしまったのも仕方ありません。

「いやはや手紙でも分かってましたが、お熱いことで。このまま部屋にいては愛の火に焦がされ、花が枯れてしまわないか心配ですね」

　彼女らしい言い回しで、人前でイチャつくなと言われてしまいました。親友の前だからと気を抜きすぎでしょうか？

　旦那様の目線はディアーネに向けられ……ちょっと凝視しすぎではないでしょうか？　た、確かに胸はディアーネの方が大きいですが。不安だったので旦那様に抱きつく手に力がこもってしまいます。

「それでディアーネさん、結婚した友達に会いに来るってのは分かるんだが……呪いを解いて欲しいなら先に言ってくれれば準備くらいできたんだが？」

　呪い!?　それは聞き捨てなりません、どういうことですか旦那様。

「オリヴィアを蝕んでいたものと同種、まぁ数段弱めだがな。この屋敷に俺とオリヴィア以外はオバちゃんばっかりで良かったな、仮に男の使用人がいたら多分追い出されてる」

　ディアーネの美貌とプロポーション、そして色事を司る一族として自然と身についてる『殿方を立てる』仕草は、ほとんどの男性が好感情を抱きます。それがわたくしと同じ呪いに蝕まれたとしたら……。

「はい、幼馴染みとの婚約も一方的に破棄され、もはや王都に身の置き所がございません。厚顔の極みではありますが、こうして親友を頼った次第です」

「わ、わたくしからもお願いします、旦那様っ！　どうかディアーネを！」

　旦那様はわたくしの頭に手を置くと、心配するなと微笑んでくださいました。

「準備も何もないし、俺一人だから、時間がかかるな。多分終わるのは夜遅くになるぞ」
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　さて、解呪の儀式を始めたのはいいんだが……集中できん。理由？　俺が健康的な若い男だからだ。

　午後から予定していたデートが出来なくなったのは残念だが、呪いに蝕まれた妻の親友を放って置けるはずもない。オリヴィアは部屋の外で待機している。

　それはさておき、解呪のためとはいえ、蝋燭の灯りだけの暗い密室でベッドに横たわるこのディアーネ嬢。彼女と二人っきりというのは目のやり場に困る。

　解呪の為に薬草を混ぜた水で身を清め、同じ水に浸した布だけを纏い、眠っているディアーネ嬢の体のラインがはっきり見えるせいだ。どのくらいハッキリかというと、巨大な山脈の頂上の突起がよく見れば分かるくらいだ。

　胸が巨きいだけでなく形も良く、腰から尻にかけてのラインがエロすぎる。おまけにオリヴィアとは違うタイプの超美少女だ。今は寝てるが初対面の時、垂れ目がちの大きな瞳で笑いかけられるとゾクッときたものだ。

　それだけなら目をつぶって儀式に集中すればいいんだが、香水の香りがまた集中を乱す。匂いがキツいわけではなく、すれ違った際に軽く香る程度なのだが、密室で集中してるせいかどうしても気になる。端的に言うと、超良い香りが仄かに漂っててドキドキする。薬草水で薄まらないあたり高級品なんだろうな、金持ちって話だし。

　いかん！　これはいかん！　俺にはオリヴィアという嫁がいるのだ。彼女の親友相手に劣情を抱くなど言語道断！　仕方ないあまりやりたくなかったが闇の魔法で自分の感情を封じてしまおう。

　呪いの専門である闇の魔法だが、厳密にどういうものかと言えば『精神に干渉する術』と定義されている。そのため一般人への印象は悪く、白眼視されることも少なくない。そんな事も知らせずに修行させた師匠ジジイはいつかぶん殴ろうと思う。

　とにかく今は解呪だけに集中だ、後のことは後で考えよう。
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　旦那様とディアーネがベッドしか入っていない部屋に入り、どれ程の時間が経ったでしょう？　窓の外は既に暗く、いつもであれば旦那様に激しく愛され、ヘトヘトで眠りに就いている時間でしょうか。

　魔術に関してわたくしに出来ることはなく、こうして隣の部屋で親友の為に祈るだけです。

　ううう、初めて出会った時から今まで旦那様と一緒でない夜は無かったので、ついつい余計なことを考えてしまいます。

　思い出すのはかつて公爵家で過ごした子供の頃。お父様に疎まれるわたくしを、いつも慰めてくれるお母様やお婆様、そして侍女たちがいない暗い部屋に閉じ込められて……。

　──ガチャ。

　嫌なことを思い出して沈みがちな気分は、扉が開く音ですぐ消えてしいました。中からはとても疲れたご様子の旦那様だけが出てきました。

「オリヴィア、ディアーネ嬢の呪いはもう大丈夫だ。すぐに目を覚ますと思う」

「良かった！　旦那様ありがとうございます」

　旦那様は抱きついたわたくしに軽く触れるだけのキスをして、彼女は不安だろうから傍にいてやれ、とだけ言い残し寝室へ向かわれます。

　相当お疲れなのでしょう、旦那様から求められないのは初めてです。
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　寝室で自ら封印した感情を元に戻す。実はこういう感情を封じたりするのは、反動が大きくて極力使いたくなかった。

　封じていた感情は『性欲』だ。術を解いた瞬間に逸物がいつも以上に膨張し痛い、マジで痛い！

「～～～～～ッッッ！」

　何事にも当て嵌る事かもしれないが、無理やり押さえつけたモノは解き放った瞬間勢いよく噴出する。今回はあの色気たっぷりなディアーネ嬢と、ふたりっきりで密室に数時間もこもっていたのだ、封じていた反動は予想よりも大きい。

　こんなケダモノのような状態で、オリヴィアを抱いたら傷つけてしまうかもしれない。精神を平静にする魔術を自分にかけてみるが、昂りすぎていて殆ど効かない。眠らせる魔術も同様だ。

「ええい！　筋トレだ！　筋トレして疲れきれば寝れるはず」

　そうして、腕立て腹筋スクワット、背筋は……股間が痛くて止めた。とにかく汗をかいて息が切れたあたりで、無理やりベッドに横になり目を瞑った。鮮明にオリヴィアの裸とか、ディアーネ嬢の香りを思い出して寝れんがな！

　意地でも寝ようと、無理やり目を瞑って動かないでいると廊下から足音がして、扉が開く音がした。

「旦那様は……お休みのようです」

　オリヴィアの声。こんな性欲が暴走した状態で抱くわけにはいかない。乱暴にして彼女が傷つきでもしたらと思うと、背筋が凍るようだ。

　初めて出会った時に一目惚れした。そして不憫な境遇への同情もあって、彼女のために呪いを解いてやろうと大きな神殿を目指した。

　道中何度も抱いた。抱くごとに彼女の身体に溺れ、「言葉を交わし俺を頼ってくれる姿に愛情を深めた。

　その彼女が、俺を怯えた目で見たら、そんな目で見られたらと、想像するだけでも耐えられない。

　なにやらゴソゴソと音が聞こえるが気にしない。とにかく目を瞑って眠らなくては……。

「～～～ッ！」

「～～～～!!」

　なにやら話し声が聞こえる……オリヴィアと誰かいるのだろうか……寝ぼけているのかな？　ようやく寝れるのか。

　だが次の瞬間、股間に走る強烈な快感に目を開けると……そこにはお尻が二つ並んでいた。

「チュチュ……ん、んむ……ディアーネ、こんな感じかしら」

「ええ、上手よオリヴィア、しかし大きいわね……練習に使った張形なんて比べ物にならないわ……チュクチュク……はむ、ンッンッンッ！」

　片方の可愛いお尻はオリヴィアだ、毎晩見て揉んでキスしてるから間違いない。もう一つのお尻は誰だろう？　大きさ、張り、形、全てが極上品だ……そうか夢か、悶々としすぎて淫夢を見てしまってるのか。

　……ってそんなわけ無い！　上半身を起こし二人のお尻を揉む。素晴らしい手触りだ。

「きゃっ！　旦那様」

「お休みのところ申し訳ございませんクリス様」

　もう一人のお尻はディアーネか。ホントこの女は身体中全てエロいな。だが丁度いい、お前のせいで高まりきった性欲はお前で発散してやる。その扇情的な裸体を男の前で晒して犯されないと思うほど初心うぶじゃないだろ？

　仄かなランプの明かりを反射する下着が女性的な身体のラインを強調して、全裸よりもエロく感じる。後で聞いたのだが、色と柄で男の視線を誘導するよう計算して仕立てられた、ディアーネ専用の特注の下着で自分に目が行くようにしていたそうだ、専門家ってスゲェな。

　街を見て歩いた時に買い揃えたオリヴィアの、ちょっとエッチな下着より布面積多いのにエロく見える。抑えていた性欲が噴き出してる今の俺が、愛妻の親友を迷いもなく犯そうと乱暴な思考に陥ってしまうほどにディアーネの誘惑は魅力的過ぎた。　──クチュ　クチュ　ズリュ　ズリュ　ぺチャ　ぺチャ……。

「はうっ！　あっあっ……だ、旦那様、そんなオマンコ弄られたら……ご奉仕が……」

　ディアーネの身体は存分に犯すつもりだが、オリヴィアを放っておくこともできない。片手の指でオリヴィアの秘所を優しく愛撫する。

「ンッんむぅぅぅ！　あぁぁぁ！　ク、クリトリス食べないでぇ！　あむあむされたら……」

　ディアーネのお尻にキスをしたあと、歯型がつかない程度に噛む。その柔らかさを堪能しながら徐々に口を秘所に近づけ、舌で愛撫する。ディアーネのアソコは既に濡れており、今にも逸物が欲しそうにヒクヒクとしている。まるで誘ってるようだ。

　──ピチャ　チュク　ピチャ　チュク　ズリュ　ズリュ　ズリュ！

　二人で俺にフェラしているが、時折お互いのおっぱいで挟んだり、玉袋を撫でたりとバリエーションの多い刺激で何時でもイってしまいそうだ。一発射精すれ出せば少しは高まりすぎた性欲も収まるだろう。もうすぐ出そうとする時だった。

「ひぁ！　あっあっんぁぁぁぁぁぁ！」

　ディアーネの背が仰け反り、脱力してフェラが止まる。

「はぁはぁ……クリス様へのご奉仕でしたのに……先にイカされてしまうなんて……参り……ましたわ」
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　火照った身体を俺に預け、蕩けきった表情で俺を見るディアーネ。彼女を先にイカせたのだと思うと、例えようのない征服感に満たされ、更に昂ってくる。

「んむぅぅ！　だ、旦那様の指でクチュクチュされてイっちゃいますぅぅぅ」

　続いてオリヴィアも絶頂に達した。いつもより敏感だな。親友と一緒で興奮したのか？

「申し訳ございません旦那様、オリヴィアのお口で気持ちよくなってください」

　オリヴィアがフェラを再開しようとしているが止める。このまま口に出すなんて勿体無い……この昂ぶりは二人の膣内に注ぎ込んでやりたい！

　俺は体勢を変え、四つん這いのままお尻を高く持ち上げる二人を眺める。この体勢だと二人の恥ずかしい穴が丸見えだ。二人も分かってるのだろう、俺を見るその表情は羞恥に染まっている。

　さっきのダブルフェラで勃起しすぎて痛いくらいだ。俺はディアーネのお尻を掴み、愛液で濡れたオマンコを貫く。

　──にゅぷ　ぷちっ　ずぷぷぷぷぷ……。

「んあぁぁぁっ！　おっ大きすぎ……はぁぁぁぁん！」

　挿入し結合部を見るとディアーネの太ももには一筋の血が流れていた。

「嬉しい、んっ勇者様に処女を捧げられてディアーネは……ああん、幸せです。どうかそのままディアーネを犯して孕ませてくださいませ……」

　普段だったらディアーネが落ち着くまで動かないでいるのだが、この時は情欲に染まりきり、ディアーネ程の美少女の処女を奪った興奮で、頭の中は真っ白だった。彼女の膣内は動かなくても絡みついてくるようで、その快感が更に理性を溶かす。

　──ズプ　ズプ　パンパンパンパンッ！

　腰が止まらない。先ほどまでの解呪の儀式を思い出す、無防備に眠る彼女が今こうして俺に犯されている。

「はぁ……はぁ……気持ちいいぞディアーネ！　さっきイケなかったから出すぞ！　お望みどおり膣ナ内カ射ダ精シだ、俺の子種を子宮に注ぎ込んでやるよ」

「あっあっ来てぇぇぇ！　ディアーネの処女マンコに中出しして！　クリス様のおっきなオチンチンで孕ませてぇぇぇ」

　──ドピュ　ドピュ　ドピュ！

「はぁ！　んあぁぁぁぁぁぁぁ!!　アツいのぉぉぉクリス様の精液がアツすぎてオマンコ火傷しちゃいそうなのぉぉぉ」

「はぁはぁ……まだだ、一発じゃまだまだ足りない……」

　このまま抜かずにもう一発イこうかと思ってたら、今度は横からオリヴィアがおねだりしてきた。

「旦那様、ディアーネばっかり可愛がってずるいですわ。わたくしも……」

　恥ずかしがりながらお尻をフルフルと振って、世界一可愛い妻が俺を誘っているのだ、断る術はあるだろうか？　いや無い！　断言できる。

　ディアーネにはお尻を掴んで挿入したが、オリヴィアには背後から覆い被さるような体勢で挿入する。膣内の感触を楽しみながらおっぱいを堪能し、可愛い喘ぎ声を出す唇を口で塞ぐ。

「んむっ！　んっんっん～～～ッッ！　ちゅちゅちゅ……ぷはぁ」

　──ニュプ　ニュプ　ニュプ　ニュプ！

「あっあっあ！　んぁぁ！　イイ！　気持いいですぅぅ。奥にぃ奥にいつもより当たってるのぉ！」

　一発出して少し落ち着いたので、膣内の感触を楽しみながら挿入を繰り返す。ふとイタズラを思いつき、オリヴィアから逸物を引き抜く。

「ふぇ？　旦那様？」

「なぁオリヴィア、もうすぐイキそうだろ？」

　俺の質問に素直に頷く。イキそうなところで待ったをかけられ、キョトンとしてるのがまた可愛い。

「イキたければ……ディアーネみたいにエッチなおねだりしてみなよ」

　そう言って再び挿入する。今度はゆっくりと、焦らすように。

「ふぇ！　お、おねだりだなんて……」

「そうね、オリヴィア。こんな感じはどうかしら？」

　なにやらオリヴィアに耳打ちするディアーネ。一度射精した後で放置も可哀想なので、極上のお尻を撫でて揉んでおく。やばいなクセになりそうな感触だ。ディアーネが嫌がってないから、更にお尻を堪能する手に力が篭る。

「だ、旦那様……」

　ディアーネのお尻を揉んでる間に、おねだりの言葉が決まったようだ。顔を真っ赤にして、なにやらぼそぼそと……。

「……です……」

「すまない、声が小さいから聞こえないなぁ」

　そう言ってゆっくり動かしてた逸物を奥まで押し込み、そこで止める。

「ひゃん！　と、止めないください……い、言います」

　羞恥に染まったオリヴィアの顔にゾクゾクする。

「お、オリヴィアの……クリス様専用オマンコに……おっきなオチンチンで孕ませてくださいませ……わ、わたくしはもう、クリス様のオチンチンでないと満足できない……い、淫乱な身体になってしまったのです……ど、どうかこの淫らな妻に旦那様のお情けをくださいませ……」

　辿たど々たどしいおねだりに、俺の理性は完全に溶けた。言い終えて真っ赤なオリヴィアが可愛い！　お尻を撫でられ悶えるディアーネが可愛い！　この二人を組み敷いてるのが夢かと思うほどだ。

　──パンパンパンッ！

「あっあっ激し……ふあぁ！　すごいのぉ！　イっちゃう！　旦那様のおっきなオチンチンでオリヴィアはイっちゃいますぅぅぅぅ！」

　──ビクッ　ビクッ　ビクンッ！

　オリヴィアがイクと同時に膣内の締め付けが強くなり、俺も我慢しないで膣ナ内カ射ダ精シする。

「何も考えられないのぉ！　気持ちよすぎてお馬鹿になっちゃうぅぅ！　はぁぁぁぁぁん！」

「はぁはぁ……盛大にイったなオリヴィア」

　そろそろ増大した性欲も収まってきたが、まだまだ萎えるには程遠い。いつもならオリヴィアが回復するまで待つのだが、その場合オリヴィアが寝てしまうことが多い。しかし。

「ふふっオリヴィアの幸せそうなこと、これほど美しく咲き誇れる彼女は女として羨ましい限りです。そして自らの手で手折り散らせた旦那様も、男冥利に尽きることでしょう」

　ディアーネが幸せそうに倒れてるオリヴィアの髪を撫で、身を寄せながらこちらに向き直る。

「未だ冷めない淫熱を冷まさぬままに、眠りについてはいずれ身を焦がしましょう。願わくばその淫熱で私を咲かせ散らせてくださいませ」

　オリヴィアとディアーネ、いずれ劣らぬ美少女が身を寄せ合って俺を誘っている。その事実に未だ萎えない俺の逸物は昂ぶる。

　ディアーネは両脚を広げ、俺の精液が溢れる膣口を見せびらかすように誘う。そのさまは例えようもなく淫らで、綺麗で……愛おしくて。

　その後、ディアーネの膣内に五回、なんとか回復したオリヴィアの膣内に三回射精した頃には、窓の外は白み小鳥の鳴き声が聞こえてきた。

　俺は左右の腕に二人を抱き、満足感に包まれ眠りに就いた……。
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　薄暗い部屋で目を覚ますと、目の前にはオリヴィアが心配そうに私を見ていた。

「ディアーネ、旦那様は大丈夫と仰られましたが、どこか調子の悪いところはありませんか？」

　身を起こし確かめてみる……薬草を混ぜた水を浴びて、同じく濡れた布だけを巻いて数時間寝ていたのだから、風邪をひいても不思議ではないが、逆に身が軽く調子が良い程だ。

　後に聞いたところ、呪いと一緒に体に悪いモノも一緒に取り除いてくれた──強行軍な馬車旅で疲労が溜まっていた──らしく、肌の髪のツヤが良い。

「むしろ体調が良いくらいだわ、ありがとうオリヴィア」

　体に巻いた布の具合から察するに、眠っている間私の体に悪戯していないのだろう。自分の身体には自信があっただけに多少プライドに触れるが、私の中でクリス殿の評価を一段上げた。

　もう一つ妻に親友だからと頼まれて嫌な顔を一つせず、笑って夜まで時間を割いてくれたのも好印象だ。

　実のところ、クリス殿に関しては、オリヴィアを救っただけの魔術しか能のない無粋な男であれば、謝礼だけ支払い王都に帰るつもりだった。しかし……今は勇者の名に違たがわぬ実に粋なお方だと思っている。

　さてどうしたものか、どうしたら父の命令通り第二夫人の座を得られるか。相思相愛のオリヴィアをどう説得するか。あの方に……どうすれば愛していただけるかを。

　花街の女は金次第で誰とでも寝て、好いた惚れたなんか無縁だろう、と一般の方は考えているのだろう。

　間違ってはいないが勘違いしないで欲しい、確かに恋愛とは無縁だ。花から花へ移り気の殿ミツ方バチを留めることのできない花は、ただ一人枯れるだけ。

　なれば、一夜限りの旦那様を想い、気を引くために創意工夫をし、身も心も捧げ留めようとする。その行為が恋焦がれる乙女と何が違うのか。花は蜜を求める相手の為に咲き誇り、我が身から離れる時まで正真正銘『惚れる』のだ。

　あぁ！　私に教育を施した先娼生婦達の言葉を今実感した。殿方を我が身に留める為に、相手に尽くしたいと心から想う、これが『惚れる』という事。

「ディアーネ？　顔が赤いけど大丈夫なの？　体が冷えたのならお風呂を用意してあるわよ」

「ふふっ違うわ、オリヴィアの旦那様と二人っきりだったから、思い出したら照れちゃった。とても粋で素敵な方だし……ヤキモチ焼いちゃった？」

　私の評価が我がことのように嬉しいのか、心配そうな表情から一転上機嫌になる。

「旦那様は世界一素敵な方ですから、モテるのは当然よ」

　手紙の内容で察していたけれど本当にベタ惚れね。オリヴィアを出し抜いて誘惑なんて無粋な真似は出来ないし、突破口としてはセックスで夫を満足させられない事に悩んでるって、お父様が指摘していた件から……さてどう切り出したものかしら？

「あのね……ディアーネが来てくれるとは思わなかったの。実は手紙のやり取りを続けて、折を見て相談したいことがあったのよ」
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　オリヴィアに案内され、二人で入るにはやや広すぎる浴槽に、親友と二人で浸かる。辺境でお風呂に入れるとは思わなかったわ、あぁ……温かいお湯は体をほぐしてくれる。

　お風呂って楽な姿勢ができるから実家伯爵家でも疲れたらすぐにお風呂に入ってたのよね。胸元の重いものが浮くし。

　それに身体を清潔に保つのは淑女の嗜み、私が用意した石鹸はよく泡立ち、今お風呂で二人で泡まみれになってます。

「我がメイティア伯爵家特製の石鹸はどう？　オリヴィアの肌に合わなければ別の物を用意できるけど」

　伊達に娼館を統括する家じゃない、石鹸を始め諸々の衛生用品、及び多岐にわたる化粧品のトップブランド──むしろ独占市場──が我が家なのだ。オリヴィアが今使ってるのは、我が一族と選ばれた高級娼婦、そして極一握りの者だけが使える、一般の者は存在すら知らない最高級品質の石鹸だ。

「合わないなんてとんでもないわ……す、凄い。お肌がこんなに綺麗になるなんて……」

　そうでしょうそうでしょう、王妃様のご愛用品ですからね。あのアンジェリカ嬢アバズレも愛用しているのが気に入りませんが、お金には罪はありませんからね。

「結婚のお祝いにプレゼントするわ。ふふっ今後とも我が家をご贔屓にね？」

「そ、そうね……こういうものはメイティア伯爵家が一番よね」

　悩んでいるわねぇ、旦那様に喜んでもらいたいけど、散財は避けたいってところかしら？

「ところでオリヴィア、相談ってなに？」

「あ、あのね……こんなことディアーネにしか相談できないのだけど……わたくし……旦那様と閨を共にして、どんなに頑張ってご奉仕しても、旦那様はとても元気で……抱いていただいても私が疲れきってしまうと、旦那様はまだまだ余裕があるのに寝てしまうの」

　……ふふっ、こちらから言い出す手間が省けましたね。彼女も分かってるのでしょう、一人じゃどんなに頑張っても身が持たないって事に。たまにいるのです性豪と言うか絶倫な人って。

「オリヴィア、親友の貴女だから正直に言うけど、私ね父から命令されてここまで来たのよ。勇者様の屋敷に娘を……私を送る意図は分かるでしょ？」

「……はい」

　多分私が急いでやってきた理由は予想はしていたのでしょうけど、やっぱりラブラブなところに他の女が入ってくるのは複雑なのでしょうね。

　単に呪いを解いてもらいたいだけなら、大神殿に寄進して呪いを解いてもらえば良いのだ。態々勇者様のもとにやってきたのは、他の貴族より先に側室を送り込むという事。

「親友と殿方の寵愛を競うなんて無粋な真似はしたくないし。オリヴィアが側室なんていらないと言うのなら、呪いを解いてくれたお礼に、我が家が厳選した高級娼婦を派遣するわ。何度か抱いて飽きられたのなら別の者を派遣してもいいし、身請けしていただいて愛人にさせてもいいわ」

「そ、それは……」

　まぁ勇者様の性格的に飽きたらポイして次の連れてこいって事はないでしょうね。あと娼婦を身請けしたら愛人じゃなくてきちんと側室にしそうね。

「だ、だめ……旦那様が選んだ人でない限り……見知らぬ人と姉妹になるなんて……やだ、怖いの……わたくしは旦那様の夫人だから……知らない人の親戚とかに会わなきゃ駄目だから」

　うーん、オリヴィアとしては旦那様が側室を受け入れるのは大丈夫だけど──側室は当然女性なのだから──その親戚への挨拶とかが怖いのね。その点私の場合、親戚が来たら私自身が応対するし、オリヴィアの事情男性恐怖症は知ってるのだから、配慮するだろう。

「自分勝手でごめんなさい、どうしても旦那様の傍じゃないと怖いの……お願いディアーネ、わたくしの姉妹になって欲しいの、貴女が望むならわたくしが側室に……」

「落ち着きなさい、旦那様に一番愛されてる貴女がそんな事言ってどうするのよ」

　今にも泣きそうなオリヴィアを抱きしめる。表面上軽い男嫌いに見えて彼女の男性恐怖症は根が深い。それこそ心の奥底まで蝕んでいる。

　やれやれ、幼い頃からの親友なのだし、これから姉妹になるのだ。旦那様と共に彼女を守ってあげるくらい出来なければ、女が廃るというものだ。

「暗い考えなんて愛する殿方に抱かれればすぐ消えるわ。良い機会だし実地で『指導』してあげる。箱入り令嬢の性教育みたいなお遊びとは違う本物の『殿方の悦ばせ方』をね」
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「どうやら、旦那様は……お休みのようです」

　いや、アレは寝たふりでしょ、呼吸でわかるわ……う～～ん、ムラムラして寝れないっぽい？

　オリヴィアの案内で寝室にやってきた。彼女の持つ合鍵で部屋に入る。部屋に明かりは一切ないが、月明かりで大体の輪郭くらいは掴める。

「とりあえず私の指示通りに動いてね、先ずは下着だけになってね」

「ふぇ?!　……わ、わかったわ」

　うんうん、素直な生徒で教えがいがあるわ。私はここぞと言う時の為に仕立てた、所謂いわゆる勝負下着。オリヴィアはデザインは大人し目だけど微妙に透ける素材で出来た下着姿だ。

　さて早速全裸になった私たちは左右からベッドにあがり、旦那様の顔にお尻を向ける感じでフェラチオを開始する。

　──チュパ　チュパ　チュパ。

「ンッンッンッ！　そうよ、舌先で撫でるように……教えた場所は敏感だからね……」

「はむっはっはっはっ……あぁ旦那様いつもより大きくて……逞しい……」

　流石にいつもよりは大きいんだ。これが標準だと言われたら困る。

「チュチュ……ん、んむ……ディアーネ、こんな感じかしら」

「ええ、上手よオリヴィア、しかし大きいわね……練習に使った張形なんて比べ物にならないわ……チュクチュク……はむ、ンッンッンッ！」

　──チュク　チュク　チュパ　チュパ。

　オリヴィアは熱心に私の手本を真似しながら、勇者様の逸物を愛おしそうに奉仕する。私も負けじと奉仕に熱が入り……いきなりお尻を掴まれ、揉まれる。

「きゃっ！　旦那様」

「お休みのところ申し訳ございませんクリス様」

　二人がかりでフェラされてれば、寝たふりにも限度があるみたいですね。そのままご奉仕を続けますが、クリス様は負けじとお尻とオマンコを愛撫し始めました。

　──クチュ　クチュ　ズリュ　ズリュ　ぺチャ　ぺチャ……。

「はうっ！　あっあっ……だ、旦那様、そんなオマンコ弄られたら……ご奉仕が……」

　オリヴィアには指で優しく、私には指と口で激しく愛撫してきます。まぁ私の方に目が行くように位置関係を調節してましたからね。

　彼はお尻にキスしたあと、優しく噛んだり舌を這わせます……やだ、お尻を噛まれたときビクってしちゃいました。

「ンッんむぅぅぅ！　あぁぁぁ！　ク、クリトリス食べないでぇ！　あむあむされたら……」

　お尻の愛撫だけでなく段々とオマンコに近づき、舌で愛撫を始めます……快感をコントロールする術を教育された私ですが、優しく気遣うような舌先に官能が高まります。

　──ピチャ　チュク　ピチャ　チュク　ズリュ　ズリュ　ズリュ。

「あっあっああんっっ！」

「くぅん！　オリヴィア、ご奉仕を止めちゃダメよ……」

　愛する殿方の優しい指使いを前に、フェラチオに集中できないオリヴィアにはパイズリをさせる。万が一感じた拍子に殿方の逸物に歯を当てるなど、あってはならないからだ。

　他にも玉袋を撫でたり、刺激に緩急をつけたパイズリをしているうちに、クリス様がそろそろ射精しそうな気配がする。

「ひぁ！　あっあっんぁぁぁぁぁぁ！」

　私はクリス様が射精する前に自ら絶頂へ達する。あらかじめ昂っていればイクのはコントロールできるからだ。

「はぁはぁ……クリス様へのご奉仕でしたのに……先にイカされてしまうなんて……参り……ましたわ」

　オリヴィアから話を聞いた限り、この方はセックスの主導権を握りたがるタイプだ──まぁ男性のタイプなど千差万別なんですが──その場合大雑把な傾向として女性を先にイカせたがる。

「んむぅぅ！　だ、旦那様の指でクチュクチュされてイっちゃいますぅぅぅ」

　オリヴィアも上手いタイミングだ。まぁ彼女の場合演技じゃなくてホントに指でイカされたんでしょうね。

「先に達してしまい、申し訳ございません旦那様、オリヴィアのお口で気持ちよくなってください」

　私は教えていないから素で言ってるんでしょうね。自然と相手を昂ぶらせる言動が出るあたり、この二人本当に相性が良いのね。

　案の定興奮しきったクリス様は、体勢を変え、私たちを四つん這いに背後へ。どちらを先に犯すのかは運任せだけど、さりげなくお尻を突き出したのが良かったのか、クリス様は私のお尻を鷲掴みにし、その巨大な肉棒を私の処女膣に猛然と突き刺す。

　──にゅぷ　ぷちっ　ずぷぷぷぷぷ……。

「んあぁぁぁっ！　おっ大きすぎ……はぁぁぁぁん！」

　あぁ！　私の処女が……太ももを伝う破瓜の血がシーツを染める。初めて牡を受け入れた膣口の痛みは耐えられる！　惚れた男に処女を捧げた喜びの前に痛みなど些細なものだ。

「嬉しい、んっ勇者様に処女を捧げられてディアーネは……ああん、幸せです、どうかそのままディアーネを犯して孕ませてくださいませ……」

　──ズプ　ズプ　パンパンパンパンッ！

　振り返り、私の処女を捧げた殿方を見る……ああ、私に夢中な顔だ、私の身体に酔ってくれている。今まで磨いてきた花ディアーネの蜜性技は甘い気持ちイイですか？

「はぁ……はぁ……気持ちいいぞディアーネ！　さっきイケなかったから出すぞ！　お望みどおり膣ナ内カ射ダ精シだ、俺の子種を子宮に注ぎ込んでやるよ」

　あぁ嬉しい！　そんなに夢中で腰を振ってくださるほど気持ちいいんですね。存分にこの花ディアーネを愛でて堪能してください。
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「あっあっ来てぇぇぇ！　ディアーネの処女マンコに中出しして！　クリス様のおっきなオチンチンで孕ませてぇぇぇ」

　──ドピュ　ドピュ　ドピュ。

「はぁ！　んあぁぁぁぁぁぁぁ!!　アツいのぉぉぉクリス様の精液がアツすぎてオマンコ火傷しちゃいそうなのぉぉぉ」

「はぁはぁ……まだだ、一発じゃまだまだ足りない……」

　私の膣内には射精したばかりの肉棒が未だ衰えず残ってる。あぁもっと私を味わってくださるのですね。

「旦那様、ディアーネばっかり可愛がってずるいですわ。わたくしも……」

　まだまだクリス様は収まらないだろう。私の処女を捧げた旦那様、今宵こそは満足していただきますよ。

　それから……私とオリヴィアを体位を変えつつ相互に抱き、私が四回、オリヴィアに三回膣ナ内カ射ダ精シしていただいたあたりでオリヴィアがダウンした。クリス様の腕枕で幸せそうに眠る彼女を見下ろしながら、私はクリス様に下から突かれ陥落寸前だった。

　仰向けに、オリヴィアを片手に抱いたままのクリス様に騎乗位で犯されているのだ。四度目の膣内射精のあと抜かずにそのままなのだが、その肉棒は最初程の巨大さではないものの、それでも私の膣壁を圧迫する巨大さだ。

　──ズプ　ズプ　ズプ　ズプ。

「はっはっはっ！　んんんんんぅぅぅ……あぁイっちゃう！　申し訳ございませんクリス様ぁぁ！　ディアーネはイっちゃいますぅぅぅぅ」

　膝立ちのまま下から挿れられ、片手でおっぱいを弄られながら、もう快感のコントロールなどできなくなっていた。抱かれるたびに私も知らなかった弱い部分を的確に突かれ、もう何度イカされたか覚えていない。

「ああ俺も出すぞ！　ディアーネの膣ナ内カにまた出すぞ！」

「んほぉぉぉ！　イっちゃうぅぅ！　中出しされてイっちゃいます！　あっあっんあぁぁぁぁぁ……」

　──ドピュ　ドピュ　ドピュ。

　もう意識を繋ぎ留めるだけで精一杯だが、私には幼い頃から培われた矜持がある。クリス様の……愛する御主人様の欲棒はまだ余力がある……そのままでは眠れない……。

　一瞬意識が途切れ、膝立ちのままご主人様の胸元に倒れてしまう。相当な勢いだったと思うが、ご主人様は微笑んで私を腕に抱く。

　温かい……心地いい……愛するお方の腕の中はなんと落ち着くんだろう……。

　唇が温かいもので塞がれる、ああ、ご主人様がキスをしてくれた。

「ディアーネの身体はエロすぎてつい張り切っちゃったよ、もうクタクタで明日朝起きれるかな？」

　優しく笑いかけてくださった。ああ、ご満足していただいたんですね……嬉しい、女冥利に尽きるお言葉です……。

「空がもう明るいな、まぁいいや、昼過ぎまで寝ちまおう」

　おやすみなさいませ……そういえば私、今日周期的に妊娠しやすい日なんですよね。ついでに夜這い前に孕む確率が高くなる魔法の霊薬を飲みましたし……ご主人様のおっきなオチンチンに五回も膣内射精されたから……眠りにつく直前ふと、頭に浮かんだのだが……まぁいいや。
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　目を覚ますと銀色の煌めきに目を奪われた。

「んんっ……」

　この声は……どうやらオリヴィアが仰向けに寝ている俺に、抱きつく形で眠っているようだ。はぁ嫁の寝顔はマジ可愛い、いつもは令嬢らしい立ち振る舞いの彼女だが、生まれたままの姿で、俺の胸元で幸せそうに眠る隙だらけの姿も一段と可愛い。

　寝起きのキスをしようと身体を起こそうとするが、なぜか身体が動かない。段々と意識が覚醒していくと、どうやら後ろから抱きしめられてるようだ。

　どうりで枕が柔らかくて温かくて、夢見心地になるような香りが仄かに漂ってるわけだ。俺の頭はオリヴィアのソレを上回る巨乳に挟まれていた。

　思い出した、俺は昨日の晩ディアーネとも寝たんだ、性欲が暴走してしまったとは言え、愛するオリヴィアの友達に手を出すとは……いやあれだけ膣ナ内カ射ダ精シしまくって言い訳はするまい。俺は確かにディアーネの身体に夢中になってたし、彼女のことを愛おしいと思ったんだ。

　って言うか、二人して夜這いしてきたわけだし、そのへんの理由は二人が目を覚ましてから聞けばいい。それはそれとして動けないこの状況どうしよう？

　頭はがっちりディアーネに抱えられ、巨大なおっぱいを枕にしてるのだ。正直中毒になりそうなくらい気持ち良く、起き上がるには多大な意志の力が必要になるだろう。残念ながら俺にはこのおっぱい枕から逃れる理由が存在せず、よって起き上がる気力は欠片も湧き上がってこない。

　右手は自由に動くのだが、眠ってる間に無意識なのか？　オリヴィアの小ぶりなお尻を鷲掴みにしていて、吸い付いたかのように離れない。もみもみ……あぁ朝一からこの素晴らしい感触を堪能してしまえば、なんか一日中このままでいいような気がしてきた。

　左手はディアーネのスベスベで柔らかい太ももに挟まれてる。重くはないんだが、少し動かすとオマンコを刺激してしまい、ディアーネを起こしてしまいそうだ。それに太ももの感触はやはり極上で素晴らしく、これまた吸い付いて離れない。

　むぅ……完全に動きを封じられてしまった。このままでは彼女たちが目を覚ますまで、愛妻に抱きつかれ、おっぱい枕で動けず、両手でお尻と太ももの感触を味わい続けることになるのか。

　……別に緊急の用事もないし、彼女たちが起きるまで感触を楽しんでおくことにする。あぁ～～～幸せなんだが、このままだとダメになりそう……。

　二人が起きたのはそれからすぐの事で、オリヴィアは俺の指がついついオマンコに伸びてしまい、指が彼女の膣口に入った時点で目を覚まし、ディアーネは顔を横にするとすぐ近くにピンクの突起があるのが悪い。目の前に美味しそうな乳首があれば誰だって舌を伸ばすだろう、だから俺もした。反省はしたが後悔はない。

「おはようございます旦那様」

　寝てるところにオマンコを愛撫され、飛び起きたオリヴィアだが、抱きついたままで、嬉しそうに微笑みながら挨拶をくれた。

「心地よい目覚めでなによりです、クリス様」

　ディアーネは俺が上半身を起こすのと同時に離れると、ベッドの上で綺麗な姿勢に座り直し頭を下げた。初めて見る挨拶の仕方だけど、自分を下にそして俺を上に置いた動作なのは何となく分かった。

「浅ましくも未婚の身でありながら、妻を持つ殿方の寝室へ立ち入った仕儀。伏してお詫び申し奉ります」

「ディ、ディアーネ?!　頭を上げて。第一お願いしたのは……」

　なにやら焦るオリヴィアの口に手を添え遮る。うーん、夜這いしてきてこうして丁寧に謝るってことは？　俺に抱かれたかったってのは確かなんだろうが、それで謝る理由を考えると……面倒だ、理由や何かは本人とオリヴィアから聞けばいい。

　理由を聞く前に、俺はディアーネを抱き寄せ、何か言う前にキスをする。

「んん～～～ッッ！　チュチュプ……ンッンッンッ……」

　口の中を犯すように舌を差し込み、口内を舐め回し唾液を飲ませる。離れると絡まったお互いの舌から糸が引く。

「抱いた以上はお前は俺の女だ。嫌だと言っても、俺の女になると言うまでベッドから出さない」

　ベッドの上でお互い裸のままだ、抱き寄せた彼女は嬉しそうに破顔し、再び同じ姿勢で頭を下げた。

「嫌だなんてとんでもございません。このディアーネ・メイティアは喜んで、貴方様に心身共に捧げお仕えいたします」

　言い終えるとディアーネはオリヴィアの反対側に抱きついてきた。呆気にとられるオリヴィアは何か言いたげに口をパクパクさせている。

「理由も聞かずに抱き寄せ、女として求められるとは。ふふっなんて粋な告白でしょう、昨夜から既に惚れておりましたが、もう貴方様以外の殿方など目に入りません」

　うっとりと、頬を染め上目遣いで俺を見るディアーネから漂う色香は、もはや魔法の域にあるのかもしれない。隣にオリヴィアを抱いてなければこのまま押し倒してるだろう。

「あ、あれ……あの、ディアーネ？　どういう事？　昨日のことはわたくしが誘ったことだし、旦那様もディアーネの事をあれだけ求めたのだし……」

「簡単に言えばクリス様の反応を見たかったからよ。理由を問いただすとか、オリヴィアに聞くとかすると思ったのだけど……こんな粋な返しをされては、ますます惚れてしまいました」

　要するに抱いておいて、責任転嫁するとか、ヘタレなこと言えば幻滅されたってことだろうな。

「俺としては抱いたケジメをつけただけだ。それで？　なんで二人がかりで夜這いしてきたんだ？」

「はい、実は……」

　昨日の解呪の儀式が終わってからのあらましを聞いて、とりあえずオリヴィアのおっぱいを強めに揉む。

「ひゃん！　も、申し訳ございません旦那様！」

「うん、謝ったから許す。サプライズも嬉しいが、悩んでることを相談してくれると、頼られてるのを実感してもっと嬉しいから、次から気をつけるんだぞ」

　強めに揉んだので、ちょっと目が潤んでるオリヴィアは、まっすぐ俺を見て「はい」とだけ答え頷いた。

　あぁゴメンよ、痛かったか？　怒ってないからそんなに落ち込まないでくれ。俯くオリヴィアに優しくキスを繰り返し、なんとかいつもの笑顔に戻ってもらった。

　彼女の機嫌が戻ったので、気になってたことを聞いてみた。

「聞きたいんだが、結婚の時の祝福って普通は第三者がするものなのか？」

「そのような決まりはございません。僧籍にある殿方が結婚する際は、自分で花嫁に祝福する場合が多ございます」

　俺は神官じゃないけど、勇者になって神聖魔法が使えるようになったのだし、善は急げと言うからな。傍のディアーネを片手で抱きしめ、キスをすると同時に神聖魔法の祝福を発動させる。

　──パァァァァァ……。

「ク、クリス様！」

　ディアーネが驚愕の表情で祝福の光を眺めている。勇者なんてものになったせいか、大神官の祝福より強力な光と規模なのだ。効果はそのままで光量を抑えることもできるけど、こういうのは派手な方が喜ばれるからな。

「これで……俺たちは夫婦だ。ホントはオリヴィアにも同じことやりたかったけど、祝福って重ね掛けができないからな」

　より強力な祝福で上書きはできるみたいだけど、流石に女神から直接受けた祝福を超えることはできない。

　祝福を受けたディアーネは、呆然としていると思ったら、いきなり大粒の涙を溢し始める。

「お……おぉぉ……貴方様……貴方様はなんて……」

「ディアーネ!?　いきなりは不躾だったか？」

　謝ろうとすると、押し倒す勢いでキスされた。頬は染まりきり、俺を見る目は涙を流しながらも喜びに溢れていた。その表情は、まるで恋する乙女そのもの。

「もう……もう一生離れません……貴方様の妻にしていただき幸せ……ぐすっ！　ふぇぇぇぇん」

　泣かれてしまい困ってオリヴィアに助けを求めると、なんかジト目で拗ねてる。

「むぅぅ……わ、わたくしの時もこのくらい素敵なプロポーズして欲しかったです！」

　拗ねてるオリヴィアも可愛い……じゃなくて、ディアーネを泣き止ませてくれ！　腕を抓らないでくれオリヴィア、痛くはないけど。

　オリヴィアの機嫌を取り直し、ディアーネを泣き止ませた。いい加減に裸でいるのはどうかと思い、絞ったタオルで体を拭き、着替えた。寝室から出ると、ちょうどオバちゃんがお昼ご飯を作り終えたところで、俺たちは遅めの朝食を食べた。オバちゃん達の生暖かい目線は気が付かないふりをしよう。

　ちなみにこの屋敷で起こった出来事は──インパクトがあるのはディアーネに俺自身が祝福をかけた（要するに嫁にした）事だろう──尾ひれ背びれどころか翼まで生える勢いで脚色され、翌日には街中に知れ渡ることになるだろう。

「さて、実家を追い出されたオリヴィアだけなら、もうちょい新婚生活満喫してても良かったんだが。伯爵家の令嬢を嫁にするのに家名無しでは格好がつかないと思う」

　今の俺は他女人神から貰った名称前号だけで贅沢してる状況だ。魔物を狩って得た資産があるから焦る必要も無かったんだが、ディアーネを嫁にするにあたって勇者なだけの一般人では些か情けない気分になる。

「と、いう訳でちょっと手柄を立ててくる。日没には帰るつもりだけど、遅くなるようなら使い魔飛ばすから」





★　　　カールＳＩＤＥ　　　★






　勇者殿と友好的な初対面を果たし、めでたくジャンヌと結ばれた次の日。相変わらすボクは忙しかった。

　具体的には早朝から書類仕事に忙殺され、なんとか捌き終えたのは昼過ぎ。昼食もろくに摂らず、午後からは高名な冒険者や大勢の部下を率いる傭兵団の幹部たちと、開拓予定地を縄張りとする強力な魔物への対策を協議。我の強い連中なので西の空が赤く染まる頃まで紛糾した。嫌だなぁこれから午後の分の書類を片付けないといけないのに。

「あなた、お疲れ様でした」

　会議場から出てきたボクをデシデラータが出迎えてくれた。君が笑顔でいてくれればボクはどんな苦労にも耐えられるよ……苦労には耐えられてもおなかすいた……。

「執務室で簡単につまめるサンドイッチなどを用意させました、あのやっぱり私も書類整理くらいは……」

「駄目だ、デシデラータは自分の体を大事にするんだ。子供を産むという大仕事に比べればボクのしてる事なんて些細なことさ」

　彼女のお腹は大分目立ってきている、本音を言えば夜遅くまでボクを出迎えるのを控えて、安静にしてて欲しいのだ。

「あなた……」

　心配そうなデシデラータの頬に手を添え、ゆっくりと顔を近づけ……。

「た、大変ですぅぅぅ！　魔物素材買取処まできてくださいぃぃぃぃ！」

　すごい勢いで突進してきたジャンヌの大声で台無しだよ！

「一体何だよジャンヌ、身分の高い馬鹿がごねてるのか？　それとも実力だけはある馬鹿どもの喧嘩か？」

　態々ボクを呼ぶということは、ジャンヌでは対処できない事が起こったということだ。疲れてる時に余計な仕事を増やしたのは誰だ？　理由の如何によっては三階建てのこの屋敷よりも、高い場所まで飛ばせてやるぞ。ストレスを溜めに溜めたアッパーカットでな！

　何があったのかを聞いてもジャンヌの説明は要領を得ない。どうも獲物を解体する場所が一時的にストップする程の異常事態ということだ。

　魔物素材買取処は、冒険者が増えたことにより、やや手狭な辺境の冒険者ギルドでは、対処しきれない程の素材が毎日持ち込まれるようになった為に新しく建てた施設だ。

　支払いの金銭を置いておく関係で、この屋敷の敷地内にあり利便性の高い場所だし、解体のプロが常駐し、魔法のかかった倉庫も近くにあるので毎日多くの冒険者が訪れる。

　買取処にやってきたボクが目にしたのは信じがたい光景だった。そこには山があった。多くの冒険者で人垣ができていたが、それでも敷地に入った瞬間山があると分かった。

「か、カール様が通ります、カール様を呼んできました！」

　ジャンヌの声に冒険者たちは道を開けてくれた。山の近くまで歩くと、ソレ山は魔物の死体であることが分かった。ソ魔レ物は複数が山になってるのではなく、たった一頭の狼であることが分かった。

「……東の大草原を……支配していた月光狼の【魔王種】……『月狼王クルト』？」

【魔王種】とは群れをなす魔物の中で数百年に一体程度の割合で発生する、まさしく災害の化身とも言える存在だ。魔王種が発生すると同族を率いて縄張りを拡大し、その群れの規模を爆発的に肥大化させる。

　元々、約五十年前まで月光狼は、繁殖力は強いが好んで人や家畜を襲わない大人しい魔物だった。しかし魔王種の発生により瞬く間に肥沃な草原は『月狼王クルト』の手に落ちたのだ。
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　月狼王の出現のせいなのか、凶暴化した狼の群れに人々は逃げることしかできず、かつての国土を大きく削る羽目に陥った。

　ボクの開拓計画の最初の障害は、この魔王種だと定め、綿密に計画を練り続けてきたのだ……練り続けてきた。目の前で息絶えてる月狼王のために……あれなんか目眩がしてきた。

「王子の顔色が随分と悪いぞ？　やっぱりこんなデカいモノをいきなり放り出すのは非常識だったか？」

　ボクの気も知らず、的はずれな心配をしてるのは、つい昨日会った勇者だった……非常識なのは確かだけど君とボクとでは『非常識』の意味合いが違うよね？

「カール様は朝から晩まで働き詰めなのです、護衛騎士としてはもうちょっと休んでいただきたいと……」

　もっとずれた心配をしてるのは、つい昨日結ばれた妻ジャンヌだ……違う働き詰めとかそういう問題じゃない。

「うーん、手下も大量に倒したから解体を頼みたいんだけど、解体する人の迷惑かな？　俺一人スペース取っちゃ悪いしな」

　お願いクリス殿、その気遣いをボクにも向けて。大物倒したら褒美を出すって言ったのボクだけど、なんで初っ端から魔王種倒すのさ。ボクが想定してた大物ってのはちょっと大きめの縄張り構えた、地域の主的存在のことなんだよ？

　め、目眩が酷くなってきた……あ、あれまだ夕方なのに……目の前が暗く……。

　──パチンッ！

　おぉ！　なんかいきなり疲れが吹き飛んだ。頭もすっきりした！　まるで霧が晴れたかのようだ。

「活力を与える魔法と、精神を安定させる魔法を使ったけど……体調はどうだカール王子？」

「やっぱり疲労が溜まっていらっしゃるのですね、お願いです無理をなさらないで」

　だからジャンヌ、君の心配はズレてるってば。

「クリス殿はとにかくボクの執務室に来てくれ……その前に解体する場所に小山があっても邪魔だから倉庫に運んでくれる？」

　多分【収納空間アイテムボックス】の魔法で運んできたんだろうけど、ここに置かれても通行の邪魔だ。とりあえず倉庫に置いて貰おう。

　とりあえず倉庫に運び込んでる僅かな時間に考えをまとめよう。単独で魔王種倒すとか報酬の前例が無いんだよォォォ！
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　王子に執務室に来るように言われ、メイドさんに案内され部屋に入る。乱雑な執務室の中には王子と護衛のジャンヌさんだけじゃなく、なぜか大神官トラバントさんまで座っていた。

「クリス様ぁぁぁぁ！　心配しましたぞ！」

　暑苦しいオッサンが号泣して泣きついてきたので、身を躱すが、方向転換し再度抱きついてくる。とりあえず動けなくなるように誘眠の術を仕掛けるが、魔法抵抗力が恐ろしく高く効かない。泣きながら抱きついてくるのは嫁だけで十分だっての。

「大物の魔物の居場所を聞かれ、つい魔王種の事を話した儂も迂闊でしたが……なんで一人で！　しかもろくに準備もなく向かうんですか！　生きた心地がしませんでしたぞ！」

　泣き止んだと思ったら今度は怒り出した。そう言えばなんか声が聞こえた気がするが、その時はゴーレム馬車に乗ってたからな。ゴーレム馬車の速度はそこらの駿馬よりも数倍の速度が出るし、一旦走り出せば追いつける道理もないだろう。

　ディアーネが持参金代わりに受け取ってくださいと貰ったものだが、草原を猛スピードで駆けるのは実に楽しい。今度嫁二人を連れて遠乗りに出かけようと思う。

「えーと心配をかけたのは悪かった、今度は一人で向かうのは止めるから。特に怪我もないし、危なくも無かったから、今回は大目に見て欲しい」

　ほらアレだ、嫁に格好良いとこ見せたかったんだ、とか。何もしてないのに勇者呼ばわりが居心地悪かった、等々言い訳をすると、渋々引き下がった。「次があったら儂の孫娘を……」とか聞こえた気がしたが、独り言はスルーするのがマナーなので、何も言わずソファに座る。

「それでクリス殿、あの巨大狼『月狼王クルト』は発生から五十年、軍による討伐を何度も返り討ちにした草原の王者です。その恐るべき魔王種をどうやって倒したのですか？」

　勧められたお茶を飲み、俺はこれまでの経緯を大雑把に話すことにする。

「まず昨日の昼、王子が帰ったあとにオリヴィアの親友のディアーネ・メイティアがやって来てな。色々あって嫁にした。屋敷で働いてるオバちゃんに知られたから明日の朝には街中に知れ渡るだろうな」

　──ぶふっ！

（メ、メイティア！　あの王国三指に入る大富豪の……）（よ、嫁だと！　くっ出遅れたか）

「わぁ、おめでとうございますクリス様」

「どうも、ジャン……じゃなくてカロリング夫人」

　王子の護衛、褐色肌の美人さんはカール王子の奥さんだと聞いたので言い直すと、彼女は気さくに笑って「ジャンヌで結構ですよ」と言ってくれた。そこいらの騎士よりはるかに強いとか聞いたけど、朗らかでいい人だな。

「それで実家と縁の切れたオリヴィアだけなら、本格的に開拓が始まるまで新婚生活してても良かったんだが。ディアーネを嫁にするとなると、勇者って名前だけの一般人じゃちょいと情けないと思ってな」

（いやいやいやいやいや！　勇者の称号だけで王家からも婚姻申し込まれるからね！）（クリス様！　今の時点で一般人とは程遠いですからな！　儂大神官より身分高いですから！）

「うふふ、男の人ってやっぱりそういうの気にするんですねぇ」

　あれだけの美人を嫁にしてるんだから、見栄の一つや二つ張らないとな。とは言え中身のない見栄なんて恥ずかしいから、きっちりとした、誰の目にも疑いようのない実績が欲しかったんだ。

「それで大物を狩れば褒美が出る、ってカール王子のお墨付きがあるから、トラバントさんから一番手柄になる大物の居場所を聞き出して、狩りに行った」

（そんな簡単に魔王種倒さないで！）（ちょっと散歩に行くノリで狩りに行かないでくだされ！）

「即断即決！　さすが勇者様ですね」

　うーん、カール王子とトラバントさんは黙っちゃってるな、怒ってるのだろうか？　やはり一人で勝手に行動したのは軽率だったか。考えてみれば俺には守るべき嫁が二人もいるんだ、もう少し慎重になるべきだったな。

「それでゴーレム馬車で東の草原に向かってな。周囲に人がいないのを確認してから、魔物除けの反対の術で、魔物寄せの術を使ったんだ。ものすごく広範囲で」

（使うな！　しかも単独でしょうが！）

「あの……質問ですが『ものすごく広範囲』とは……その、どの程度の規模なのですかな？」

　ちょっと顔が青いトラバントさんが質問してきた。やっぱり大神官も忙しいんだな、激務で疲労の溜まった王子と同じく、胃の辺りを押さえてる。疲れると胃腸が弱るから俺も気をつけよう。

「【収納空間アイテムボックス】で確認したら大体十万匹くらい集まったな。勿論あのデカいのもすごい勢いで襲ってきたぞ」

（十万ってなんだ！　それ見渡す限り狼で埋まってるレベルじゃないか！）（何やらかしてるんですかこの方は！）

「そんなに沢山の月光狼に囲まれるなんて！　そ、それでどうなったんですか！」

　今更だが、勇者になって変わったことと言えば、神聖魔法、つまり女神から力を借りて奇跡を起こす術を使えるようになった事。そして魔力の総量と『器』が拡大した事。

『器』とは言ってしまえば、個人が一回の魔術行使で使用できる魔力の限界値を指す。もっと噛み砕いて言うと最大出力が上がったのだ。

「とりあえず手近な一頭に炎の術を放って仕留めたんだ。そうすると群れは警戒する。つまり炎に焼かれるのは怖いと恐怖させた」

（統率されてる群れ相手だと、余計に凶暴になるんじゃないか？）（中途半端な恐怖心は容易に残虐性に変わりますからな）

「そ、それでどうしたんですか？（ドキドキハラハラ）」

「最大出力でその恐怖を増大させた。闇の魔法ってのは精神に作用する魔術だからな」

　無理やり恐怖させる事もできるけど、元々対象が抱いている感情を増幅させる方が簡単で消費も少ない。

「それを集まった狼全てを巻き込むような広範囲で発動させると、逃げるでも、身が竦むでもない……恐怖があるラインを超えると、精神が死に肉体もそれに引き摺られる」

　手応えからして勇者になる前でもデカい奴一頭くらいなんとかなったな、まぁ十万頭も集めるような馬鹿げた広範囲は無理だけど。一万頭くらいならいけただろう……いや、【収納空間アイテムボックス】が足りなくて、草原に死骸を放置する羽目になってたか。

（や、闇魔法ってここまで凶悪だったの!?）（凄まじい、簡単そうに言っているが常人ではそんな恐怖の増大も、ましてそんな広域まで影響を与えるなど不可能じゃ）

「ま、魔王種はどうしたんですか？　流石にそれで魔王である月狼王が倒れるとは思えません」

「いや？　その時に死んだよ、この感情を増幅させる魔法の利点は魔法防御力とか無関係で効果があることだな。意外かもしれないけど群れのボスって結構臆病だぞ」

（一発！　たったの一発でボクの苦心した討伐計画終了なの！）（魔王種って闇魔法が効果あったのですか！）

「おぉ～～～さすが勇者様です！　凄い魔法を使えるだけでなく、色んな事知ってらっしゃるのですね！」

　闇の魔法は対生物に特化してるからな。ただ野生ってのはある意味潔いからなんとかなった。けど人間とか知的な種族だと、高度な理性が感情を抑えるから効果が安定しないんだよな。

「それで、今度は大量に生き物が死んだりすると、アンデッドが湧いたりするってよく聞くだろ？　特に精神死なんて無念を残しそうな死因だと土地が汚染される可能性が高い」

「なっ！　それで、それでどうしたんだい！」

　アンデッドと聞き、今度はカール王子が勢いよく立ち上がり質問してきた。

「うん、周囲を漂ってた怨念を全て俺が取り込んでね……」

（神聖魔法で浄化してくれたのかな？）（流石は勇者様だ）

　これに関しては勇者になってなかったら、流石に個人でどうにかできるものじゃなかった。器が拡大してなければ半分くらいは、怨念を放置して神殿に泣きついてたな。

「取り込んだ怨念を利用して、無意識下に死の恐怖を植え付けるタイプの魔物払いの術を構築した。十万頭分の怨念を全部使って物凄く広範囲にな」

（あ、意外とエグいなこの人）（信徒に伝えるにはちょっと……いい感じな英雄譚になるように創作するしかないかのぉ）

「お、怨念を利用した術ですか?!　なにやら怖いです（ブルブルガクガク）」

「人間には効果ないし、多分一年くらいは効果が続くと思う。それで狼の死骸全部【収納空間アイテムボックス】に仕舞って帰ったんだ」

「広範囲に一年も続く魔物払いの術なんて、魔王種討伐に匹敵するくらいの偉業だからね！」

　顔を真っ赤にしたカール王子から指摘を受ける。顔が真っ赤……怒ってるのだろうか？　確かに怨念を利用するなんて真っ当な倫理観があれば、眉を顰めるような非道な行いだろう。トップの不興を買ってしまうとは失敗したかもしれない。実際に難しい顔をして悩んでる。

（ホントこの人への報酬どうしよう。メイティア伯爵家と繋がりがあるっていうか、昨日繋がったわけだが。こんな短期間に娘を辺境に送るくらい意気込んでるわけだ。それでその勇者にして婿様を冷遇したと思われたら……国王オヤジと同レベルで敵に回せない家を怒らせる！）

「えっと……ク、クリス殿の功績が大きすぎるので、ちょっと国王陛下と相談させてください。あと月狼王の魔核を譲って頂いても？　証明に必要なんです」

　魔核というのは魔物の体内に存在する魔力が固まった結晶で、日常生活にもこの魔核を主材料とした道具が使われるくらい、生活に欠かせないものだ。勿論日用品に使う魔核は、弱い魔物から採取できる低ランクの粗悪品で、魔核のランクが高ければ高いほどその価値は膨れ上がる。魔王種の魔核ともなれば下手すれば、城が建つかもしれない価値がある。

　俺が持ち込んだもので予定を崩してしまったのは心苦しいので、せめて価値ある魔核を譲れば機嫌が治るかも知れない。成り上がるには上司の機嫌を取っとかないとな、世間知らずの俺だってその程度の空気は読めるのだ。

「倉庫に置いておいたデカい狼、えっとクルトだったかな？　素材は譲るよ、残りの十万頭も解体の人が困らない程度に小出しに出すから」

（魔王種の素材なんて譲られても換金できないよ！　どうしよう、ボクが王都に行く前になにか褒美として差し出さないと……地位？　ボクの裁量では爵位を与えることはできないし、かと言って分かりやすい褒美がないと、各方面を怒らせるかも知れない。神殿の事情を知らない幹部とか、娘を嫁入りさせた大物貴族とか！）

　どうしよう、カール王子の様子がおかしいな？　やはり辺境伯の地位にある人間ともなると、色々考えないといけない事が多いのだろうか？　良かれと思った魔物狩りだが、迷惑だったのか……仕事の段取り崩されて気分のいい人はいないだろうからな。

　しばらく悩んでいる様子のカール王子だが、考えが纏まったようで、こちらに引きつった笑みを向けながら切り出してきた。

「クリス殿の屋敷の近くの工業区、職人街があるだろう。今度人が増えるの見込んで近場に商業区画を造る予定で、もう測量と区分けは終わってて後は土地の上に、建物を建てて出店する権利を売りに出すだけなんだけど……五百ブロック中、百ブロックをクリス殿に差し上げよう！　税金と具体的な場所に関してはまた後で話し合おう。それとは別にボクが王都から帰ったら魔王種討伐の褒美を出すからね！」

　そう言えばオバちゃんが言ってた気がするな。格子状に区切られた道だけが出来ていて、建物を建てる予定地に下見に来る商人風の人が最近多いそうだ。一ブロックの広さが大体『大きめの宿屋一軒分』程の敷地だそうだ。

　まだ基礎ができてない空き地は、子供たちの遊び場になってるそうだ。なんでもカール王子が考案した玉遊びに夢中で、毎日泥だらけになって帰ってくると、オバちゃん達が笑い半分呆れ半分で言っていた。

「商業区か……近所ではあるけど貰っても持て余しそうだな」

「大丈夫！　メイティア家の令嬢がいるだろう？　彼女の実家に相談するといい、多分専門家を送ってくれるから。それにお互いに利益のある話を持ちかけると、嫁さんの実家と仲良くできるよ！」

（こ、これでメイティア伯爵家は納得するだろう。神殿は魔王種の素材押し付けてなんか祭事をやらせよう。上から下まで総デスマーチ状態にしてやれば、ボクに構ってる暇はあるまい！　すまんがボクの保身の為に過労死しろ）

「トラバント殿は開拓者の意気軒昂の為に、魔王種が勇者に倒されたことの喧伝に、神殿が主催で祭事を催して欲しい。魔核を抜いた魔王種の死骸を差し上げるから、一ヶ月後の開拓開始宣言に合わせてくれ」

「うぬっ！　主催となればカロリング辺境伯家が音頭をとるのが筋ではないですか。神殿としても協力は惜しみませんが……」

　カール王子とトラバントさんは、なにやら口喧嘩レベルの白熱した議論をしている。やっぱり偉くなると大変なんだなぁ、二人共俺のことはそっちのけだし、帰るとするか。
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　帰って今日の出来事を伝えると、一人で討伐に行くのは止めてほしいと怒られた。王子と大神官に散々怒られて反省したから許して欲しい。

　抱きしめキスをして、なんとか二人を宥めるがまだまだ怒りは鎮まらないようで。言葉を尽くして謝り、三人でお風呂に入って、寝室に入る頃にはなんとか機嫌を治してくれた。

「んむっ……ちゅぱ、クチュ……ンンンンッ……ぷはっ、旦那様がお強いのは誰よりも信じておりますが、せめて護衛をつけてくださいませ」

　寝室に入り、バスローブを脱ぎ捨てたオリヴィアが、舌を絡め合うようなキスの後、目に涙を浮かべ上目遣いで懇願してくる。これは怒られるよりも胸に来る。

「ああ、もうしないよ、心配させてごめんな」

　オリヴィアの涙を指で拭い、もう一度キスをする。

「んっ……チュチュ……はぁ……信じます」

　ようやく笑顔を浮かべてくれたオリヴィアは、そのまま頭を下げ、俺の逸物に奉仕をしてくれる。

　──はむっ　チュプ　チュプ。

　くっ、昨日までより格段に上手い。的確に敏感な場所に舌を這わせてきて、逸物はすぐに最大限まで膨れ上がる。このままでは呆気なくイカされてしまうので、反撃のためオリヴィアの秘所に手を伸ばすが……。

「私を見てくださらないなんて酷い人、ふふっ。そういうお方を振り向かせるのが、腕の見せどころですけどね」

　傍で動かず様子を見てたディアーネが、不意打ち気味に俺を押し倒し唇を奪う。それだけではなく、両手はディアーネのおっぱいを押し付けられ、動かせない。

「んっんっんっ！　わ、わたくしたちを心配させる悪い旦那様は、二人がかりでおしおきです！　か、覚悟してください」

　フェラチオからパイズリしつつ、先端を舐めだしたオリヴィア。一方ディアーネは恐ろしくキスが上手で、離そうにも唇が彼女から離れようとしない。

　──ニュプ　ニュプ　ピチャ　クチャ　ニュル　ニュル。

　逸物を挟むオリヴィアの胸の感触と、格段に上達した舌使いに、あっという間に射精感がこみ上げてくる。一対一ならオリヴィアの体勢を変え、先にイカせるのだが、ディアーネに動きを封じられて何もできない。

「ペロッ……ムチュ……チュチュチュ……」

　ディアーネとのキスは俺が防戦一方だ。口の中をディアーネの柔らかい舌で舐め尽くされ、快感で痺れてしまいそうだ。俺の頭に添えられた彼女の両手には、ほとんど力が篭っていないのに固定されたかのように動けない。

　おっぱいの愛撫で感じていないわけでは無い、乳首を摘まんだり、強めに揉んだりすると反応はある。しかしディアーネのキスは止まらない。キスがこんなに気持ちいいなんて、ハマってしまいそう……だ、駄目だ限界だ。

　オリヴィアの奉仕の快感と、ディアーネの猛攻の前に、俺は耐え切れず射精してしまう。

　──ドピュ　ドピュ　ドピュ。

「んむぅぅぅぅ！　こくっこくっ……んんっ……チュプチュプ……んくっ」

　昨夜大量に出した筈のザーメンだが、一日足らずで随分と溜まったものだ。オリヴィアは口内に大量に出されたソレを苦労して飲み干す。

「はぁはぁ……旦那様の子種がこんなに……気持ちよくなっていただいて嬉しいです……」

　俺のザーメンを飲み干したオリヴィアは、うっとりと微笑む。その蕩けた声色に彼女もまた情感が昂っているのだろう。

　射精したことで、ディアーネは唇を離し、してやったりとでも言いたげな表情で微笑んでる。ディアーネはセックスの時、なんでも楽しそうだ。オリヴィアとのじゃれ合いも、勿論俺とのセックスも楽しんでる。

　だから俺も彼女とのセックスが楽しくて、何もできずイカされても、彼女のいたずらっぽい微笑みを見ると「今度はこっちの番だ」と、セックスで対抗する気になってくる。

　オリヴィアをうつ向けに寝かせ、ディアーネに押し倒すような体勢にさせる。

「うふっ、オリヴィアまだ口に中に残ってるクリス様の子種……私にも頂戴？」
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　──クチュ　あむっ　ピチャ　クチャ。

　オリヴィアの口内に残る俺のザーメンを舐めとるディアーネの淫靡な姿に、興奮が高まる。俺は愛撫が不要なほどに濡れている、二人の重なった蜜穴の間に肉棒を擦りつける。

「ひぁ！　や、やだ挿れてくださらないのですか？」

「こ、これって……はぁん！　当たってるのぉ！　クリトリスにオチンチンが当たって……んはぁ！」

　これは、二人同時に犯してるような錯覚に陥る。何度か前後に動かすだけで既に肉棒は痛いほどに勃起している。

　俺の逸物は二人の愛液まみれで、極上の美少女二人のオマンコは既に俺を受け入れる準備が出来ているのがわかる。先ずはオリヴィアだ。

　──ズリュ！　グチュ　グチュ　ヌチャヌチャヌチャ……。

「んはぁぁ！　だ、旦那様のおっきくて逞しいオチンチンがぁぁぁ！　ひゃ！　だ、だめぇ！　んはぁぁぁ！」

　オリヴィアの感じるポイントに肉棒を擦りつけつつ、さっきイカされたお返しに激しく打ち付ける。元々昂ぶっていたオリヴィアから嬌声があがる。

「はんっ！　あっあっあっ！　気持ちいいのぉ！　旦那様のオチンチンがぁぁぁ」

　──パンパンパン……ピタッ。

　突然腰を止められたオリヴィアは、またイヤラシい台詞を言わされるのかと、困ったように俺を見るが……。

「あぁぁぁん！　バックから犬みたいに犯されるの好きなのォォ！　んあぁ！　オリヴィアの前なのにぃぃ！　オリヴィアの前で犬みたいに犯されてるのォォ」

　──クチュ　クチュ　パンパンパンパン！　ピタッ。

「と、止めないでぇ！　もっと、もっとぉ」

「旦那様ぁ……お願いします、オリヴィアにください……」

　折角こうして二人を相手にしてるんだ、俺は交互に挿入を繰り返し二人を焦らす。切なそうにこちらを見る美少女二人に、倒錯した興奮を覚える。

「よりエッチなおねだりした方に先に膣ナ内カ射ダ精シしてやるよ」

　俺の言葉にすぐ反応したのはやはりディアーネだった。自分の指で膣口を広げつつ、蠱惑的にお尻を揺らす……動作だけで犯してくださいと主張してるようだ。正直あまりのエロさにすぐさまチンポをぶち込みたくなった。

「クリス様ぁ……ディアーネのクリス様専用のオマンコを、勇者様の熱いオチンチンで乱暴にしてください……」

　セリフも動きも淫靡そのもので、ディアーネの膣穴に逸物を入れようとした瞬間だった。

「ひくっぐすっ……旦那様ぁ……い、いじわるしないで……ヒックヒック……」

　オリヴィアの泣き顔を見た瞬間、俺はオリヴィアに優しくキスをする。

「す、すまん！　ごめんよオリヴィア泣かないでくれ！　意地悪して悪かったから泣き止んでくれ」

　泣き顔を見た途端に混乱してしまい、らしくもなくオロオロしてしまう。もう一度キスしようと顔を近づけると……。

「ふふっ旦那様ったら可愛い」

　ん？　あれ？　なんか機嫌良さそう……もしかして嘘泣き？

「旦那様はエッチの時いつも意地悪なんですもの、ちょっとお返しと……あ、あら？」

　ほほう……嘘泣きか、そうかそうか夫婦間で嘘をつくなんていけない子だなぁ？　俺もそうだが、オリヴィア、気が付いてるか？　お前を押し倒してる形のディアーネが怒りのオーラを発してるのを。

「オリヴィア……嫌な事されて嫌だと言うのは当然のことだと思うの……けどね？　殿方が私たちの身体に夢中になってくださってるのに水を差すのは粋じゃないわよ？」

「え……あの？　ディアーネ？　怒ってる？　ひゃん！」

　ディアーネの手がオリヴィアの胸に伸びる。その手は優しく繊細で、的確にオリヴィアの官能を高めていく。

「んはぁぁぁ！　あぁん！　や、やめて女同士で……」

「お仕置きよ、殿方に抱いていただいてるのに、嘘泣きするなんて悪い娘は、私の手で感じさせてあげる」

　さすがディアーネ、女同士でも指技だけで感じさせられるのか。そうすると俺からのお仕置きとして……二人がかりで弄ってあげるよ、覚悟しろオリヴィア。

　──ズブゥ！　グチョ　グチョ　ズプズプズプズプ。

「ふぁぁぁぁぁ！　あっあっんあぁぁぁぁぁん！　ふ、二人がかりなんてぇ……旦那様のオチンチンが来てるぅ奥までぇぇぇ！　ひゃん、や、やだディアーネそんなことされたら！」

　体勢を変え、赤ちゃんのしーしーのポーズで俺に後ろから貫かれ、前からディアーネに優しく愛撫されているオリヴィア。

「ひぃ！　イっちゃうのぉ！　あっあっんはぁぁぁぁぁぁ!!」

　──ビクンッ　ビクビク……。

「反省した？」

　盛大に絶頂に達し、脱力したオリヴィアは頷く。

「ふぁい……ごめんなさい旦那様……」

「俺はオリヴィアのことを愛してるから、オリヴィアが傷ついたかと思って焦ったよ。もうやらないでくれ。嫁さんに泣かれちゃったら、俺まで泣きたくなるくらい悲しいから」

「はい……わたくしも愛してます」

　ベッドに寝かせ、絶頂の余韻で力なく横になるオリヴィアにキスをする。肩で息をしてるから、しばらく休ませてあげよう。

「オリヴィアがダウンしたから、回復するまでディアーネ一人だな。さっきは中途半端に終わったからたっぷり可愛がるぞ」

「この身体は全てクリス様に捧げたもの……存分にお楽しみください」

　先程の仕切り直しのように、四つん這いになって俺を誘う。ディアーネが嫁入りしたことで、これからの夜は長くなりそうだ。
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　朝起きると、俺たちはすぐに風呂へ向かう。毎晩激しく愛し合うので汗やら何やらで、身体中ベトベトだからだ。余談だがエッチ後の姿を使用人に見られては気まずいので、部屋に造った隠し階段を降りるとすぐに脱衣所に入れるようになってる。

　浴槽のお湯は昨夜に沸かしたものなので、大分温ぬるくなってる。とは言え眠気が残る中、ゆっくり体をほぐすのに丁度いい。

「ンッ～～～♪」

　俺に身を寄せ、機嫌よさげに湯船に浸かるオリヴィアの銀の髪は、窓から差し込む朝日を反射しキラキラしている。先ほど丹念に洗ったおかげか宝石のように艶めいている。

「夜は気付けなかったけど、髪が綺麗になったな。それによく見れば肌も……どうり良い香りがすると思ったよ」

　すぐ傍で寛いでいる妻の髪を軽く手櫛で梳いてみると、まるで絹のように滑らかでまるで抵抗を感じない。

「ディアーネの持ってきてくれた、石鹸や洗髪料のおかげですよ。彼女の家は衛生や化粧の薬を、長年研究を続けている家系ですから」

　そう言えば娼館の元締めって言ってたな、そういう家ならこの手の物が発展するのも納得だ。

「愛する殿方のために綺麗でありたいと願うのは、古今問わず女の性ですもの。ミツバチに『酔って』いただき留めるには、身は綺麗で佳き芳香を放たなければね？」

　ちゃぷんと、オリヴィアの反対側、俺を挟んで湯船に入ったディアーネは、早速腕を絡め、肩に寄りかかる。

　オリヴィアの使っていた物とは微妙に色の違う泡を立て、髪を洗っていたディアーネから、花の香りが漂ってきた。石鹸の香りとも違う、これは髪が仄かに香ってるのか。

「いい匂いだな……すれ違い様にこの香りを嗅いだら、フラフラとディアーネに『酔って』いってしまいそうだ」

「クリス様以外寄せる気はございませんけれどね」

　クスッと色気たっぷりな笑みを浮かべ、更に密着してくるディアーネ。うーん昨夜散々出したのに、俺の愚息ときたら元気なことだ。

「あらっ？　旦那様ったら……」

　苦笑したオリヴィアが俺の逸物に手を伸ばす、ディアーネも同時にだ。愛妻二人に優しく撫でられたチンポはすぐさま臨戦態勢に入る。

「朝からヘトヘトになるまでセックスするのもなんだし、一回ずつ膣ナ内カ射ダ精シしたら風呂から上がるぞ」

　湯船から出た俺は、先ず浴室の床に座らせたオリヴィアのオマンコを愛撫する。髪と同様銀色の陰毛に覆われた膣口は、ディアーネの指導でより綺麗に手入れされている。昨夜たっぷりと子種を注いだ蜜穴に舌を這わせると、ふわりと良い香りがする。

「チュク、ムチュ……いい匂いだ、期待して香水をつけてたのか？」

「はぁん！　は、はい……旦那様ってば、お風呂でエッチを始めることが多いではないですか……んっはぁ！　あっあっ……いつ求められても良いように……んふぅ……お手入れしました」

　クンニするときに良い香りがすると、気分が良い。セックスの時に性器を清潔にしておくのは当然のマナーとして──俺も石鹸で念入りに洗ってる──この辺の心遣いがあると、セックスしてて気持ちいいだけでなく、愛おしさがこみ上げてくる。

　──クチャ　ピチャ　ピチャ。

「あっあっ……ひぅん！」

　オマンコから蜜が溢れてくると、愛液と香水の香りが混じり匂いの質が変化する。『そういう用途の香水』なのは間違いなく、クンニしてる最中は芳しい花の香りだったものが、愛液と混じった途端に官能を刺激する淫香に変化する。

「濡れてきたな……こんなイヤラシい匂いをオマンコから出すなんて、俺に抱かれるまで無垢だったオリヴィアが随分とエッチな娘になったじゃないか」

「ひぅ！　わ、わたくしがエッチなのは……旦那様だけです……旦那様の前だけですわ」

　顔を真っ赤にしながら反論するオリヴィアを、座ったまま膝の上に乗せ、唇を重ねると同時に彼女のオマンコを貫く。

「ンム～～ッッッッ……ぷはっあっあっあっ！　やっそ、そこ弱いのにっ……ひぁんあぁぁぁん！」

　若い夫婦の俺たちは、ほぼ毎晩セックスしてるわけだが。何度も肌を重ねれば好みの体位というのが分かってくる。

　例えばオリヴィアは、今やってる対面座位が一番好きで、毎晩一回はこの体位でお互いに達する。俺の場合は背後からおっぱいを鷲掴みにしつつの後背位が好みだ。

　ちなみにディアーネも後背位が一番感じるらしいのだが、彼女の場合俺の性格とか、セックスの時の反応を覚えていて、好みを合わせてる可能性が高い。なんというか徹底的に相手の嗜好に合わせるのが、女の嗜みとでも言いかねないからな。

　それはともかくオリヴィアに集中だ。膝の上に乗せたまま下から突き上げるたびに、膣奥に肉棒の先端が当たる。ここがオリヴィアの中で一番弱く、肉棒で突くとすぐに余裕がなくなり俺のなすがままにされる。

「んはぁ！　ンッンッんんんんんぅぅぅぅ！　ひぁぁぁぁ!!」

　彼女の膣内も温かく気持ちがいいが、目の前で揺れる巨乳も無視できない。両手で揉みしだき乳首を口に含む。

「やっあっあぁぁぁ！　だめぇイっちゃう！　オマンコとおっぱいを同時に可愛がられてイっちゃいますぅぅぅ」

　──クチュ　はむっ　ちゅぅぅぅぅぅ！

　乳首を甘噛みし、吸う。それと同時に突き上げを激しくし、絶頂寸前のオマンコに膣ナ内カ射ダ精シする。

　──ビュク　ビュク　ビュク……。

「はぁぁぁぁぁぁん！　……はぁはぁ旦那様……んっちゅ」

　同時に達した俺たちはキスをして、名残惜しいが離れる。イった直後の脱力した状態の彼女は、そのまま風呂の床に仰向けに寝転がる。さて、待たせたな。

「お待ちしておりました、ディアーネにもクリス様のお情けをくださいませ」

　猫が背伸びをするポーズというべきか、四つん這いでお尻を俺に向け、高々と見せびらかすように誘ってくれる。その蜜壷は既に愛撫の必要がない程に濡れていた。

「んふぅ……クリス様とオリヴィアの愛し合う姿を見て、自分で慰めてしまいました……どうかこの淫乱なディアーネにお慈悲をくださいませ……ご主人様」

　真っ白で瑞々しいお尻をくねらせ、潤んだ目で俺を見るディアーネ。勿論相手は嫁なのだから我慢する必要などどこにもない。

　細い腰を両手で掴み、射精してなお衰えない肉棒をディアーネのオマンコにあてがう。入浴中なので彼女の自慢の赤く長い髪はタオルでまとめられ、白く綺麗な背中と、ほっそりとしたうなじに、どうしようもない色香を感じる。

　──ずぷぅ　ズリュ　ズリュ　パンパンパンパン。

「あっはぁ！　素敵！　昨日あれだけ膣ナ内カ射ダ精シしてくださったのに。オリヴィアの膣内に出したばかりなのに！　こんな……こんなに逞しいなんてぇぇぇ」

　ディアーネは意識して強めに締めたり、柔らかく包んだりと、俺が打ち付けるタイミングに合わせて、気持ちよくなるように膣に込める力を調節している。弱い部分は把握していても、それ以上の快感に襲われ、気を抜くとあっさりとイカされてしまう。

　腰を掴んでいた手を動かし、巨乳を揉む。そして更に激しく打ち付ける。

「あぁぁぁん！　も、もうご主人様はホントおっぱいがお好きですね」

「ああ、大好きだ、こんな極上の手触りハマらない方がどうかしてる！」

　手を動かし、腰を突き出し、舌で身体を愛撫する。ディアーネの声に余裕がなくなってきた頃、射精感が高まってきた。

「くぅぅ出るぞ！　ディアーネの子宮目掛けて俺の子種をぶちまけてやる」

「はっはっはっ！　はひぃディアーネにご主人様の精子をください！　ご主人様の愛で私を孕ませてくださいぃぃぃぃぃ！」

　──ドピュ　ドピュ　ピュ……。
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　調子に乗りすぎた。結局あのあと三人してお風呂でのセックスが楽しくなってしまったのだ。もうちょっとだけ、ご奉仕します、まだ元気なんでもう一発……そんなことやってるうちに、嫁二人がグロッキー状態になってしまい、体を拭いて着替えるにも一苦労な有様になってしまった。

「クリス様、お若いんですから抑えろとは言いませんよ？　けどね……もうちょっと相手を気遣うことはできるのではと、このマーサは思うんですよ」

　そんなわけで、朝ごはんを食べる前にお手伝いさんの代表である、仕立て屋の奥様、マーサさん（五十五歳）の前で床に座らされ説教を受けてる最中です。

　嫁ふたりはソファでグッタリしており、オバちゃん達に介抱されてる。

「まったく！　十八歳の男の子なんてそりゃ底なしでしょうがね、いかにも育ちのいい奥様達がついていけるわけ無いでしょう！　反省しなさい！」

「は、はい！　ごもっともです、オリヴィアとディアーネへの気遣いが足りなかったのは反省する！」

　その後もみっちりと説教を受け、朝食にありついたのは、朝というには遅く、昼にはまだちょっと早いといった中途半端な時間になってしまったのだ。

　いくら若くても流石に二人ともデートを楽しめるほど体力が回復していない。魔法で回復させれば良いのではないか？　とオバちゃん達が聞いてきたが、日常生活を魔法に頼りすぎると、無意識に魔法に対する抵抗力が失われるのだ。

　詳しい理屈を並べても、魔法への理解のない人には説明されても困るだろう。要するに便利なものに頼りすぎるのは体に悪いと説明したら、納得してくれた。

　俺はソファに座り、嫁二人を膝枕で寝かせたまま、本でも読もうかと思い、頼んで持ってきてもらった。さて、のんびり読書でも……と本を開いた時だった。

「クリス様、お客様がお見えです。傭兵団『熱砂の龍』団長サリーマ様と仰ってます」

　あいにくと傭兵とかそういう人種には疎いので、聞き覚えがないが、訪ねて来たんだから会うのは構わないだろう。どうせ屋敷でゴロゴロしてるだけのつもりだったし。

　膝枕で眠る二人を起こさないように気をつけながら、応接間へ向かった。

　傭兵団の団長と聞くと、筋骨隆々の厳いかつい男を想像するが、サリーマは女性名だ。さっきまで想像していた大男を女性に置き換えてみると……やめよう、精神衛生上良くない。

　どんな人物かオバちゃんに聞けばよかったと後悔しながらも、応接間の扉を開ける。そこで待っていたのは、三十半ばくらいの美人さんだった。

　黒くて癖のある髪は後頭部で一纏めにされており、いかにも活動的な感じだ。背が高くスタイルもいいサリーマさんは、人懐っこい笑みを浮かべて挨拶してきた。

「やぁ初めましてだな、アタシはサリーマってんだ。こっから近くの屋敷に住まわせて貰ってるのさ」

　朗らかに握手を求めてきた彼女の第一印象は、ぶっちゃけ二足歩行の肉食獣だ。普通の服を着ていても、露出している手足はネコ科の猛獣のように引き締まり、多分魔法なしで殴り合えば瞬く間に殺されるだろう。

「初めまして、クリスだ。魔法使いだが何故か色々あってここに住んでる」

「いやぁ良い男じゃないか勇者様は。見たよ昨日の領主様のお屋敷でさ、魔王種のデカ狼の死体！　アタシが三十年若ければ押しかけてベッドに潜り込んでたねぇ！　あっはっは」

　バンバンと背中を叩かれかなり痛い。昨日魔王種討伐のことは結構知られてるのかと思って聞いてみたら、既に冒険者を始め集められた傭兵たちは全員知ってるそうだ。

「いやはや、アタシのトコは食い詰めた馬鹿と、戦場で拾ったガキばっかりで大所帯なだけなんだがね……魔王と戦わずに済んだ、ありがとうよ。おかげでうちのバカどもが死なずに済んだよ」

　この開拓事業、最初の難関として魔王種討伐が計画されており、厳しい戦いは覚悟の上だが、真っ先に死ぬのは自分たちのような、前線で戦う傭兵なのだと、溜息混じりに語ってくれた。

「この開拓が成功すれば、アタシも、アタシのガキ共も部下全員が堅気になれると信じて、参加の要請を受けたのさ。実際に他じゃ考えられない厚遇だよ、でかい屋敷に住めてガキどもは大はしゃぎさ」

　戦場で使い捨てとして扱われるのが傭兵だ。そんな自分たちが土地と家を持てる、手柄によっては貴族も夢じゃない……彼女の傭兵団の士気は高くやる気に溢れていた。だけど、魔王種との戦いで犠牲者が出ないわけがなく、それだけが彼女を悩ませていたのだ。

「それがねぇ、クックック！　狩った魔物の素材を売りに行ったら！　その魔王が死んでるんだよ！　夢かと思ってアタシはついつい部下の頬を抓っちまったよ！　だっはっは！」

　バンバンバンバン！　だから痛いって、笑いながら叩かないで！　あと夢だと思うなら自分の頬を抓れよ。

「大したもんだ勇者様は、どうだいアタシの娘が欲しけりゃ熨斗のしつけてくれてやるよ？　嫁いでないのは十番目の娘で九歳だけど」

「ンな小さい娘を嫁にしたら俺の評判は地に落ちるわ！　ってか十番目ってサリーマさん子供何人いるんだ？」

「そうだねぇ初産が十四で、四十五の今まで産んだのが二十三人……あと戦とかで親を亡くしたガキを引き取ったのが丁度五十人だねぇ、食い詰めた馬鹿なチンピラもアタシのガキみたいなもんだから……」

　三十代に見えたのに四十五歳だったのか、いやそれより予想よりはるかに子沢山だった。どうも傭兵団『熱砂の龍』はサリーマさんがトップの家族みたいなものらしい。

　あと産んだ子供の父親は全員違うらしい。戦場で出会った男と一夜の恋に燃え上がり、授かる場合がほとんどだそうだ。たまに手紙のやり取りをして近況を聞くと、なんか彼女と結ばれて子供ができた男は、全員とにかく出世してるらしい。その伝手を頼りにして、引き取った子供の里親を探したり、部下に堅気の仕事を紹介したりしてもらってるそうだ。

「勇者様は十八だっけか？　その年頃の娘は……宮廷魔術師の息子とかいうインテリとの娘だなぁ。マルフィーザって名前だけアタシが付けて、父親が引き取ったけど今頃どうしてるのかねぇ……手紙はたまに送ってるけど返事はないし、まぁお偉い貴族様が昔遊んだ年増女の手紙なんざ読まないか」

　関係を持った男の人数は多いが、その時その時で相手に対して本気で惚れていたそうだが、生まれた子供を引き取ってくれる男もいれば、産む頃にはどうしようもない事情で別れてしまった場合も多いらしい。そんな中で子育てをしつつ、戦災孤児の面倒を見る彼女を慕う者は数多いのだろう。とにかく多い、具体的には『熱砂の龍』傭兵団のほぼ全員だと後で聞いた。

　実は開拓事業に一番意欲的なのが彼女の子供たちで、母親に楽な生活をさせるために、張り切って魔王種討伐の準備をしていた。

　傭兵団を率いる長男、マヘンドラさんは三十歳で彼女を慕う『熱砂の龍』傭兵団総数約三千人を率いるに不足の無い、指揮官としても戦士としても大変優れている。現状で傭兵団を実質率いてるのは彼で、息子の事を語るサリーマさんはちょっと誇らしげだ。

「親孝行に張り切ってるってか、いい話だな」

「けっ戦の合間に乳をくれてやったガキが、ちょっと部下ができた程度で調子に乗ってんのさ」

　照れ隠しなのか悪態をついて、出したお茶をがぶ飲みしてる。色々な方面から叱られてしまった魔王種討伐だった。けど彼女の子供や部下が犠牲にならずに済んだのは、素直に嬉しいと思えた。彼女はいい人だから、きっと自分を慕う人間が死ねば深く悲しむだろうから。

「今日訪ねて来たのは、お礼を言うのが目的なのか？」

「いや、アタシのガキ共との顔合わせも兼ねてさ、ちょいとアタシらと仕事しないかい？　腕が立って信用できる奴となると勇者様が一番だしね」

　初対面で信用もなにも無いと思うが、俺の信用＝神殿の信用であり、加えて女神が選んだんだから大丈夫だろうと思われてるようだ。

「依頼者も勇者様に会えるかも知れないなら是非って言ってたし、期限は大体往復で二週間程度さ」

「新婚の俺に二週間も嫁と離れろと？」

　オリヴィアと出会う前ならともかく、嫁二人の身体に溺れきってる自覚のある俺にとって、そんな長期間の遠出ははっきり言って拷問に近い。サリーマさんには好印象を抱いてるけど、これは断らせてもらおう。

「まぁまぁ話だけでもね、なんだったら嫁さん連れてきても構わないよ。なにしろ依頼は貴人の護衛、お忍びでカール王子と交渉に来た『クレイター諸島連合王国』のお姫様を、西の海岸にある船の隠し場所まで送り届けることだからね。嫁さん連れてきても話し相手に丁度良いんじゃないかい？　どう見ても良いトコのお嬢様だし話も合うと思うよ」

　うちのバカ連中にお姫様のお話し相手なんて無理だからねぇあっはっは！　冗談めかして言ってるけど……その依頼って内容聞いて断れる類のモノですか？　いや断ったら情報漏洩でサリーマさんが罰を受けるレベルじゃないか。

　後で聞いたところ、この依頼を息子が請けてきた際、直感的に、理由もなく、どうしようもないレベルで悪い予感がしたので、なんとかして俺勇者を引き込みたかったそうだ。そして歴戦の傭兵である彼女の直感は、紛れもなく正しかった。
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　なんだかんだと押し切られ、嫁がＯＫなら、護衛に同行することになった。まぁ護衛といってもカール王子との交渉に来たお姫様の一行と一緒に、余剰分で売った食料を運ぶのがメインで、それほど危険ではない。食料を狙った魔物は出るが、俺からすれば危険はないという意味だ。

「まず馬車五百台分の食料と、この地方でカール様が輸出したい品を数百点。それをアタシ達『熱砂の龍』傭兵団三千人中二千人が運ぶ。そして西の海岸に隠してあるクレイター諸島連合王国の船まで届けるのが主な任務だ」

　クレイター諸島連合王国は、このラーロン地方から西、海を隔てた場所にある。大小五十を超える島々で構成された海洋国家だ。

　実はこのクレイター王国は交易の殆どを、このマーニュ王国と大変仲の悪いリーテンブ帝国に頼っていたせいか、我が国と殆ど接点が無かった。だが最近になって帝国が横暴になってきており──理由の一つは戦争で国土を増やし出したせいかと言われている──予告なく食料の値上げをしだしたのだ。

　付き合いが長いのだし多少なら我慢もしたが、一方的な搾取としか思えない程値上げされては、今後に危機感を覚えて当然だった。そのため首脳陣は秘密裏にマーニュ王国を頼って交渉団を送り込んで来たそうだ。

　理由の二つ目は食料を輸入に頼ってるせいだろう。年中気温が低く、特に冬になると島から島へ歩いて渡れる程の極寒の気候。反面夏は涼しく快適で帝国貴族の避暑地として、観光で潤ってるそうだが、耕作に適してるとはお世辞にも言えないので、食料等は殆ど帝国に頼ってるのが現状らしい。

　その代わり造船や、かの国固有の魔法によって作られる魔法道具は、このクレイター諸島連合王国でしか手に入らない。そのため小国にも関わらずその重要度は高く、マーニュ王国でも手に入るが帝国経由の輸入品になってしまうので大変高価だ。

　そんな情勢で、最近発展して食料が豊富なこの地に目を付けないわけがない。お姫様が交渉団の代表なあたり本気度が窺える。幸いカール王子は大口顧客を逃す人ではないので、普通ではありえないほどスムーズに交渉は纏まったらしい。

「代表のお姫様……ルーフェイ王女の護衛は、あちらの騎士さんに任せておけばいいさ。アタシらは食料とかを積んだ馬車を守るのさ」

　ルーフェイ王女は今年に成人したばかりらしく、名前だけとは言えこの交渉団の代表だ。サリーマさんの話だと、見る者を和ませてくれる雰囲気を持った、たいへん愛らしく笑顔の似合うお姫様だとか。既に彼女の傭兵団内部にはファンまで存在しているそうだ。

「なんかカール様とのお見合いも兼ねてるって話だったけど、他国の王族との婚姻となると、王族とは言え臣籍に降りた辺境伯の一存で決められるはずないからねぇ。カール様もなんか随分好印象だったみたいだけど……目線がフリフリの尻尾と耳に集中してたあたり、間違いなく女として見ちゃいないね」

「クレイターというと伝聞でしか知らないけど、多種多様な種族で構成された多種族国家だったな。何族だ？」

　さて、最近帝国が横暴になった理由の三つ目にして最大の理由は、大陸で大多数の人間──全ての種族は自分たちを人間と称する──は俺たちのような無形族なのだが、帝国では最近無形族以外を蔑視する連中が台頭してきたからだそうだ。

　犬、猫、鳥、様々な形態を持った人間で構成されるクレイター王国からすれば、そんな理由で食料を値上げされてはたまったものではない。

「今の国王は鳥人族だったと思うけど、お姫様は人狼族だね。髪は桃色で肩で切り揃えてる、尻尾と耳も同色だ。全体的に小柄な人狼族だけどお姫様は特に小柄でね。大事に育てられたんだろうね、人懐っこくてとっても良い子ちゃんだよ」

　余談だが、親子で種族が違うのは普通のことで、基本的に母親と同じ種族で産まれるのだ。例えば俺が鳥人族の女性を孕ませたとしたら、産まれてくる子供は全て鳥人族になり、鳥人族の男性が無形族の女性との間に子供を作れば、生まれてくるのは全て無形族だ。

　彼女の傭兵団にも、流れ者のクレイター人獣人族が少ないながらも所属しているのが、護衛を任される一因であったようだ。他種族を排斥する人間はどこの国にも一定数は存在するのだから。無形族に裏切られたばかりの彼女らが、警戒するのも仕方のないことだ。

　だからといってお姫様たちだけで行動するよりも、二千人もの兵士と一緒の方が安全なのは間違いない。なぜなら海岸に向かう途中にはそれなりに規模の大きい森林があり、魔物の数も多いからだ。一応西の森林も開拓予定地ではあるが、草原の方が優先度が高いので後回しにされている。

　ぐるっと森林を迂回して大体一週間、一晩程度なら半径二ｋｍの範囲で魔物を寄せ付けない結界を張れる俺がいれば、まぁ安全だろう。【収納空間アイテムボックス】を使えば野外で風呂にも入れるし。

「分かった、嫁二人が同行すると言えば、俺も付き合おう」

　いくつかの確認をしてから、サリーマさんには応接間で待っててもらい、二人が休んでる私室に向かう。
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「……と、言うわけで、明後日から二週間くらい同行を頼まれたけど、二人はどうだろう？　嫌なら断るけど」

　グロッキー状態から回復したオリヴィアとディアーネは急な話に驚いたようで、考え込んでいる。

（他国の王族と誼よしみが結べるなら……旦那様は勇者ですが後ろ盾はありませんし……）

（サリーマ様はその筋では人望の篤い方として、尊敬されている女傭兵。親密さを周囲に知らしめれば……）

　やはり令嬢に二週間の野外生活は厳しいだろうか？　ディアーネの持ってきたゴーレム馬車ならそれなりに快適に過ごせるのだが。

「喜んで同行させていただきますわ、まるで出会った時のようで今から楽しみです」

　オリヴィアの言葉にディアーネも頷いている。二人が大丈夫ならサリーマさんに同行すると伝えてこよう。急な話だったけど荷物は【収納空間アイテムボックス】に押し込むだけだから、準備に時間はかからないんだよね。

「そう言えば、魔王種討伐の報酬の一部として商業区画の二割を頂けると伺いましたが。後日交渉ですか？」

　ふと、思い出したかのように、準備のために私室に向かおうとしていたディアーネが、足を止め俺に聞いてきた。

「そうだね、王子は王都に行っちゃったけど、文官の偉い人と相談して決めてってさ。忙しそうだし帰ってからでも大丈夫じゃないか？」

　カール王子は朝早くに数人のお供だけを連れて、王都に向かった。俺が帰ったあとも休まずに働いたそうで、体を壊さないか心配だ。

　なお結局大神殿に魔王討伐のお祭りの準備を丸投げしたらしく、トラバントさんは目の回るような忙しさだそうだ。訪ねるのも悪いし、俺がサリーマさんの仕事に同行する件は、きちんと伝言を頼もうと思う。つい昨日心配させちゃって叱られたばかりだからな、有名なサリーマさんと二千人もの兵士が一緒にいるんだし彼も安心だろう。

「この手の事は早めに決めてしまった方が、辺境伯家の者たちも予定が立てやすくなると思います。よろしければ私が手紙を書きますから、実家の者に一任されますか？」

　カール王子もディアーネの実家に相談した方が良いと言ってたな。俺は勿論、妻二人も素人なのだし、詳しい人に任せたほうが安全か。

「分かった、鳥の使い魔を用意する。それと義父になるんだし俺も手紙を書くよ。ただ貴族相手の手紙なんてよく分からないから、オリヴィア頼むな」

「はい、お任せください」

　先ずはサリーマさんに護衛を請ける件を伝え、会った事のない義父への手紙に四苦八苦しながらも、明日からの出立に備え早めに眠ることにした。





◆　　　◆　　　◆






　さて、明日はサリーマさんたちとお姫様の護衛に出かける。【収納空間】があるので野営地でお風呂に入れるし、荷物とかは纏めて運べるのだが、オリヴィアとディアーネは準備に忙しそうだ。

　オリヴィアはオバちゃんたちに、留守にしてる間にやるべきことを何やら指示して、ディアーネは何通も手紙を書いて色んな場所に送った。その後は二人して部屋で何やら作業をしている。

　俺にはよく分からないが、普通は長距離移動の時、お風呂になど入れない。そもそも水が貴重なので、馬車で長距離移動する為の用意が必要だったのが、いきなり不要になったので着替えやら化粧品やらの準備のやり直しをしているのだそうだ。

「二人とも？　別に俺の【収納空間アイテムボックス】があるんだから、焦らなくても……」

「駄目ですよ旦那様、お化粧品の管理は自分でしっかりしませんと。殿方の手を煩わせるわけには参りません」

「ふふっ私たちもお出かけの準備を楽しんでますので、お心遣いだけいただきますわ」

　うーん、これはアレかな？　職人が仕事道具を素人に触れさせないとか、猟師が自分の弓の手入れ、矢の調達を絶対に他人に任せないとか、そういうノリなのだろうか？

　ああでもないこうでもないと、二人で騒がしく化粧品の入った瓶をカバンに入れたり出したりしてる姿は、まぁ確かになんか楽しそうだ。

　オリヴィアもディアーネがやって来てから、かなり肩の力が抜けてる気がする。ちょっと悔しいが、やはり同性でないと分からないことが多いんだろうな。

　明日からの仕事に備え、今日は英気を養うために、二人とデートをしようと思ってたんだが、正直いつ終わるか分からない。昼寝でもしようかと、リビングに入った時の事だった。仕立て屋の奥さん、マーサさんに呼び止められた。

「クリス様、以前お預かりした例の物ですが、うちの旦那が今朝方なんとか仕立て終わりまして。ご注文の品をお持ちしました」

「おっ遠出する前に完成とは有り難いね。ありがとうマーサさん、旦那さんにもよろしく言っておいて」

　品物を受け取り中身を見ると、間違いなく注文通りの品だ。ふふふ、これは今晩楽しみだな。

「恐れ入ります、勇者様からの直々の注文って事で随分と張り切ったようでして、仕立て終わったらグースカ寝ちまいましたよ」

「旦那のアランさんだっけ？　これからも色々頼むかも知れないから体を労わってね、マーサさんもこれで滋養のある物でも振舞ってあげて」

　代金は先に払ってるけど、早く作ってくれたお礼にちょっとチップを弾もう。金貨を一枚マーサさんに手渡すと、その重みに驚いたようだけど、受け取ったものを突き返すのは、俺に恥をかかせるのと同義なので素直に受け取ってくれた。

　ふふふ、今夜のお楽しみに比べれば金貨なんて安い安い。さて、夜を楽しみに昼寝するとしよう。





◆　　　◆　　　◆






「あの……旦那様、これは」

　以前、この街にやって来る途中、雨宿りの為に立ち寄った小屋の中で見つけた白いシャツと、紺色のパンツ……俺は知らなかったが体操着と呼ぶらしい。

　ディアーネが、カール王子の考案したこれを知っていたのは、スポーツが趣味のマーニュ王国の王女様がこれを気に入っていて、運動するときに着てるからだそうだ。

　まぁ淑女として男に生足を見せるわけにはいかないので、専ら男子禁制の後宮の中庭で侍女たちと運動してるらしい。

「以前あの小屋に置いてあった物を見本にして、マーサさんの旦那に作ってもらった」

　風呂上がりの火照った身体に体操着を着てもらう。以前これを着てエッチしたオリヴィアはあの小屋でのことを思い出したのか少し照れながら。ディアーネは服装もセックスのスパイスだと割り切ってるのか、迷いもなく身に着ける。

　素晴らしい、注文通りだ。二人とも自己主張の激しいおっぱいなので、小さめサイズの体操着の上は胸の部分だけ伸びている。それでいて腰の部分は余裕がある。

　紺色のパンツ──なんでも『ぶるま』と言うらしい──も、小ぶりなオリヴィアのお尻に食い込み実にエロイ。そしてディアーネなのだが、これがヤバい、瑞々しい柔肌に食い込むぶるまが、むっちりとしたお尻の質感を実感させてくれるのだ。

　何が言いたいのかと言うと、犯罪的ないやらしさだ。うん、これは世に出すべきではないな、断言できる。この屋敷の寝室にこの俺が自ら厳重に封じ込めなければならない。

　二人並んで、脚をＭの字に開き俺を誘う二人のあまりに淫靡な姿に、一瞬頭の中が真っ白になった。どうやら無意識に飛びかかってしまったようで、気付いたらオリヴィアを押し倒しキスをしていた。

「きゃっ！　んむっ……旦那様ったら、んふぅ、んっあぁぁぁ！」

　オリヴィアと舌を絡めながらキスをして、右手はキスしながら豊満なおっぱいを優しく撫で、左手はディアーネのオマンコへと指が伸びて柔らかさと感触を堪能する。

「クリス様これはっ……あひぃ！　や、やぁ布越しにクリトリスを……あっあっザラザラして、こんなの初めてぇ！」

　しかしぶるまの食い込みは凄いな、布越しにディアーネのオマンコの割れ目がくっきりと見える。押してやるとそのまま生地ごと膣口に入っていく。流石にあまり奥までは入らないが、指を動かすと明らかな水音が立った。

「ふぁ！　あぁクリス様の指で……こんなに感じちゃいます！　あっあっ　いぃ！　気持ちいいですわ」

「ちゅっ、んむっ……んふぅ！　旦那様、おっぱいだけじゃなくて、オマンコも、オリヴィアのエッチなオマンコを気持ちよくしてください」

　白シャツ越しにオリヴィアの乳首を攻めていると、刺激が微妙なのか珍しくオリヴィアがエッチのおねだりをしてきた。考えてみれば上着は厚手の生地だから服越しに揉んでるのと変わらないか。

　胸を弄っていた右手を下腹部に移動させ、ぶるまの中に手を入れ、直接オマンコに指を挿入する。キスですでに感じていたオリヴィアの膣口は淫液で湿り、ぶるまの内部は熱が篭ってるのか、かなり熱く感じる。

「んっんん〜〜〜ッッ！　あっあっ！　んふぅぅぅ！」

　蕩けた表情で俺の指を受け入れるオリヴィア、俺の指はすでにオリヴィアの愛液で濡れてしまっている。同時にディアーネのオマンコもぶるまの中に手を入れて直接愛撫する。くぅ、こっちも熱いな。

　指の動きを激しくすると、二人は更に感極まったように嬌声を上げ、愛液が更に溢れ出す。

「んふぅ！　旦那様の指が気持ち良くて……」

「あはぁ、イカされちゃいます！」

　指を更に奥まで挿入し、膣壁を激しく擦りあげると、急に二人の膣が俺の指を銜え込み……。

「あっ！　んはぁぁぁぁぁ！」

「はぁイク！　イクゥゥゥゥゥ！」

　二人は同時に絶頂に達した。何度見ても可愛い愛妻のイキ顔は興奮する。清楚なオリヴィアも、妖艶なディアーネも、俺の与えた快感で蕩けた顔を見せてくれるのが最高だ。

　脱力した二人を四つん這いにさせる。お尻の形がくっきりと分かり、オマンコが濡れそぼち、ランプの明かりを反射し妖しく煌めいている。下手に全裸よりもいやらしい光景だ。

　ずっと眺めていたいところだが、痛いくらいに勃起した逸物がそれを許さない。どちらから挿入しようか迷ってると。

「はぁはぁ……きて、クリス様の逞しいものでもっと気持ち良くして……」

　ディアーネが自らぶるまをずらし、秘所を晒し俺に挿入をせがむ。勿論俺は嫁のおねだりは断らない。

「あぁ！　熱い！　あっあんんん〜〜〜ッ！」

　何度も奥まで鈴口を捻じ込む、熱の籠ったぶるまの内部は熱く、柔らかく俺のチンポを飲み込む。蜜の滴る膣内は挿入をスムーズにして更にピストンの速度を上げる。

　同時にオリヴィアも放ってはおかない。腰を掴んで抱き寄せ、白シャツを口で捲り上げ、こぼれ出たおっぱいを口で愛撫する。

「んひぃぃ！　すごい、すごいのぉ！　あっあっあっ！　気持ち良すぎるのぉぉぉ」

「んむっ！　や、やぁ！　そ、そこは敏感なんです！　はぁぁ吸わないでェ！」

　四つん這いのままこちらを窺うディアーネの美貌が情欲に染まってる。あぁその顔だ、俺だけが彼女のその顔を見ることができるんだ。多分彼女から見る俺の顔も、淫欲に囚われたケダモノの顔をしてる事だろう。

　彼女の美貌と、色気、何よりこの膣の具合の良さに夢中にならない奴なんて考えられないな。そして俺が口に含むこの豊満な胸も、吸いつくような肌も俺だけが、夫である俺だけが好きにできる。

　興奮がそのまま腰の動きの激しさになる。愛液が飛び散り媚肉のぶつかり合う音、そして……。

「ふあぁぁああ！　あっあっ、あぁ激しすぎてまたイッちゃう！　クリス様クリス様クリス様ぁぁぁぁぁぁ!!」

　快感に身を委ね、綺麗な赤い髪を振り乱しながら俺の名を叫ぶディアーネ。絶頂間近なのを察したので、膣奥にチンポを押し込み……。

「ひあぁぁぁぁぁぁ!!　すごいのぉぉぉ！」

　ディアーネが身を震わせるのと同時に俺も射精する。ディアーネがアクメに達してる間も射精は続き、引き抜くと膣内から溢れた俺の精液がオマンコから垂れそうになるが、ぶるまが蓋の代わりになってるのか、零れてこない。

「ふぅふぅ……あはっ大事なクリス様の子種を余さずこの身で受け入れることが出来て嬉しい」

　自らの下腹部に手を添えて幸せそうに微笑むディアーネ。可愛いことを言ってくれる、今夜はもっと可愛がってあげるとするか。

「旦那様、次はわたくしです」

　俺の顔をおっぱいで挟んでいたオリヴィアが、さっきのディアーネのような体勢で、小ぶりなお尻を振ってささやかなアピールをする姿が本当に可愛い。俺がオリヴィアを放っておくわけがないだろう？

　その晩は二人に三回ずつ膣内射精したところで、寝ることにした。これ以上やると二人がダウンしてしまう。明日からの遠出に疲れを残すわけにはいかない。





★　　　ルーフェイＳＩＤＥ　　　★






　私の名はルーフェイ・ルーガン、クレイター諸島連合王国の第二王女です。先日成人と認められ、今まで国交のなかったマーニュ王国への交渉団の代表として選ばれました。

　しかし国交のない国との交渉です、実質交渉を一任されている孤人族の外交大臣であるフォクシーが頼りです。私も可能な限りこの国の情報を集めマナーを学び、お飾りの代表なりに立派に勤め上げるのです。交渉次第では顔も知らない殿方のもとに嫁ぐ覚悟で挑みました。

　夫となる殿方に忠実に従うように躾けられましたが、お父様の仰られた「身体を差し出す」とは、どういうことなのでしょうか？　痛いことする人とか、意地悪な人だったらと思うと、とても不安です。

　時期が良かったのでしょうか？　なんとこの地方にて勇者様が誕生するという慶事が滞在中に起こったのです。そのおかげなのか、カール様は終始上機嫌で交渉もスムーズに運び、私たちは期待以上の成果を得ることができました。帝国から購入するよりも二～三割も安く、安定的かつ大量に食料を得る事が出来る様になったのです。

　纏まった条件を記した文書に、お互いの母印を押した時には、嬉しさのあまり尻尾でスカートを捲り上げてしまいました……うぅぅ！　なんて恥ずかしい真似を最後の最後にしてしまったのでしょう！　カール様は微笑みながら、同席した大臣のフォクシーに不自然なくらい話しかけてます。どうやら見なかったふりをしてくれたようです。

　あぁ！　大臣の目線が痛いです！　こ、これはお説教コースでしょうか。彼も機嫌が良いはずですから手加減してくれるはずです。

　なんといっても輸入品の実物を実際に見たほうが、この後の交渉がしやすいだろうと。後払いで良いと仰り五百台近い馬車に、パンパンに詰まった食料を持たせてくれたのです。

　その上二千人を超える統率の取れた戦士たちを護衛につけてくださるとは、カール様の期待の大きさが窺えます。

　残念なのはカール様は多忙の為、出立に際しご挨拶ができなかった事です。しかし今後お礼を言う機会は多いでしょう……と言うか、多分この国に嫁ぐことになるでしょうからね。最有力はカール様でしょうか、それとも王都の貴族の可能性もあります。なんにせよ国のためには覚悟をしておく必要があります。

　さて、調印式でのミスはちょっとした注意だけで許してもらいましたし、急いで帰路につかねばなりません。街の西側、長閑な田園風景の広がる地区に、ずらりと並んだ大型馬車が約五百台、平地の少ないクレイター諸島連合王国ではなかなか見られない光景です。

　二千人の戦士たちの中から、背が高くよく日に焼けた女性が、私の前に歩いてきます。ただ歩いてるだけだというのに、彼女の凛とした振る舞いは同性の私から見てもとても格好良いです。そして私の前で、略式ですがクレイター式の跪拝をしてくれます。

「姫様、大任を果たされ大変喜ばしく思います。私は『熱砂の龍』傭兵団団長サリーマと申し上げます」

「丁寧な挨拶痛み入りますサリーマ様。私はクレイター諸島連合王国第二王女ルーフェイ・ルーガン、貴女がいてくださり万の兵にも比肩するほど頼もしく思います」

　えぇっと大丈夫ですよね？　『万の兵にも～』云々は私の国では、戦士を褒める時の最上級の表現なのだけど。国が違えば言い回しも違うでしょうけど、褒めて頼ってるニュアンスは伝わるわよね？

　そんな心配をよそにサリーマ様はニッコリと笑い「過分な評価恐れ入ります」と言ってくれた。良かった、二千人もの戦士を従える人だもの、怒らせていい事なんて一つもないわ。

「もう一人紹介したい者がおります、宜しいですか？」

　傭兵団の幹部でしょうか？　それとも私たちの周囲を守る女性の戦士の顔見せでしょうか？　なんにせよ断る理由はありませんので、頷き連れてくるように促します。

　そうしてやってきた青年？　いや少年を見て、私は言葉を失います。なぜなら先日まで街に滞在していて、彼が分からないなんてありえません。

「初めま……お初にお目にかかります、クリス……法の女神より加護を賜り、勇者の称号を授かったクリスと申し上げる」

　あわわわ……どうしましょう。初めて顔を合わせた勇者様ですが、十八歳と若く、とても優しそうで……素敵な方です。魔王種を一人で倒したとか、草原に魔物の立ち入れない結界を張ったとか、まるでおとぎ話の英雄のよう、私緊張してちゃんとご挨拶ができたか覚えてません。

　どどど……どうしましょう！　尻尾の動きを止められません、息が苦しくてフラフラします……はっ！　まさか風邪でしょうか!?　緊張の糸が切れてしまったせいでしょうか！　乳母の娘で幼馴染のメイド、バニイがなにやらニヤニヤしてますが、私を元気づけるための笑顔なのでしょう、ゆっくり馬車で休みませんとね。

　その後勇者様が乗ってきた大変立派な馬車の中には、二人の奥様もおられ紹介していただきました。大変お綺麗で博識な奥様方です、大変乗り心地のいいゴーレム馬車の中でお喋りしているうちに、すっかり好きになりお友達になりました。

　けどちょっと胸のあたりが痛みます……お二人に比べ私が背の低い貧相な体型だからでしょうか？

　そうして特にトラブルもなく西へ向かいます。







　周囲にはかがり火が焚かれ、人狼族の私にとっては視界に不自由はありません。同じ馬車の中には兎人族の幼馴染バニイもぐっすり休んでいます。私は起こさないようにこっそり馬車の外に出ます。夜になっても起きてるなんて悪い事をしてるみたいでちょっとドキドキします。

　夜間とは言え周囲には二千人の戦士たち、まして勇者様が自ら構築した魔物払いの術まであるのです。少し夜風に当たるくらい問題ないでしょう。

　普段でしたら供の者に心配をかけるような真似は慎むのですが、今日オリヴィア様から勇者様と出会ってからの旅の話を聞き、ちょっと冒険してみたくなったのです。

　とは言えあまり長時間出歩くとバニイに叱られてしまいます。バニイの母上は私の乳母なので、王女である私に対してあまり遠慮がありません……怖いのですぐに戻ることにします。そうだ勇者様のゴーレム馬車の近くまで行ったら帰りましょう。

　王族である私の馬車の周囲には流石に人はいませんね。あら？　でも不眠番を請け負う女性の戦士くらいいそうなのに誰もいませんね？　まぁ見つかるよりは良いので気にせず進み、勇者様の馬車の近くまでたどり着きました。

　──あっあっ……だめぇ声がでちゃいます。

　不意に馬車の中から、小さな、おそらく無形族には聞こえない程のか細い声が聞こえました。心配になり耳を澄ませてみると、どうやらオリヴィア様の声のようです。

「どうしたのでしょうか？　ひょっとしたらお腹を壊してしまったとか？」

　──パンパンパン……ンンン～～ッッ！　ヒャァァン！

　更に聞こえる何かを打ち付けるような音と、オリヴィア様のか細い声。私は心配になり馬車の窓を覗き込みます。

「旦那様ぁ……あっあっ……そんな、は、激しくされたら……」

　つい好奇心で近づいた私が見たものは、これまでの人生で最も衝撃的な光景でした。とっても綺麗な銀の髪を振り回しながら、裸でクリス様と抱き合うオリヴィア様でした。

　えぇ！　は、裸で何をなさってるのですか?!　よく見ればオリヴィア様だけでなくディアーネ様まで、そのとても女性らしい肢体を勇者様の前に曝け出しています。

　──グチュ　グチュ　クチャ　クチャ　クチャ。

　裸で抱き合ったまま勇者様とオリヴィア様はキスを交わします。これは分かります、ご夫婦ですものキスくらいはするでしょう。で、ですがなぜお股の部分をぶつけ合ってるのですか？　殿方には幼い頃お父様と沐浴をしたときに見た、突起があるはずですが、あんなに激しくぶつけて痛くないのでしょうか？

「くぅっ……はっはっんはぁぁぁ！　イクッイっちゃいますぅぅぅぅ」

「俺もイクぞ、ここか？　ここが子宮口だな！　たっぷり膣ナ内カ射ダ精シするぞ」

　──ドピュ　ドピュ　ドピュ　ビクッ！

「はぁぁぁぁぁぁん！　熱いのぉ！　旦那様の熱いのが子宮に！　子宮にドピュドピュきてるのぉぉぉ」

　なんということでしょう、オリヴィア様が仰け反ったと思ったら、ぐったりしてしまいました。でも勇者様とキスを繰り返してますし、なんだかとっても幸せそうです。

　私のような世間知らずの知識では、いったい何をしているのかわかりませんが……はぁドキドキして、お股がキュンってきました。休む前にお小水は済ませたのですが？

　少し視線をずらしている間に、今度はディアーネ様が脚を大きく広げ、お股を勇者様の前に曝け出しております。なっ！　なんでしょうお小水の出る秘所を勇者様が舐め始めました。

「んむぅ！　やっやっやぁぁぁ……香水つけてませんのに匂いを嗅がないでぇ」

「ふふっ香水がなくてもディアーネの此処は甘い香りがするな。あぁディアーネは蜜までいやらしいな」

　こ、これはディアーネ様は嫌がってるのでしょうか……けど表情は嬉しそうです。

「真っ暗闇の中セックスも良いな、視界がない分感触を楽しめる。そろそろ挿れるぞ」

「んっ……はい、抱きしめてくださいませ、ご主人様の温もりを感じたまま抱かれたいの……」

　真っ暗？　ああ、そうでした、無形族は夜目が利かないんでしたね。勇者様たちはお互いの顔も見えないはずです。手探りで触れ合いながら、お股同士をぶつけ合っているのでしょう。

　つぅぅぅ……やだ！　さっきお股がキュンってしちゃったのは、やっぱりお小水でしたか。こ、こうしてはいられません早く戻って着替えなくては。成人したというのに情けないです。

　急いで私の馬車に戻りました。幸い見張りの人には見つかりませんでしたので、コソコソと馬車の扉を開け……。

「姫様？　何故お一人で出歩いてらっしゃるのですか？」

　目の前にはとっても怒ってるバニイが仁王立ちしてました。あわわわ……ち、違うのです、ちょっと夜風に当たるだけのつもりだったのです。

　残念なことに私の下手な言い訳のせいで、更に怒られる羽目になりました。ううう、着替えて馬車内の寝台に入っても先ほどの光景が目に浮かんで寝れません。
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　マーニュ王国王都では辺境から届いた『勇者誕生』の知らせに、上から下まで真贋入り乱れた噂話が飛び交っていた。そんな中ある意味当事者のボクが王宮にやって来たのだから、話しかけてくる連中が多く、ウザったくて仕方ない。

　予め使いは出しているから、国王オヤジと会うのにそれほど待たされるとは思わない。とは言え流石に着いてすぐとはいかなかったようで、今ボクは貴賓室でお茶を飲んでいる。服装は立派なむさ苦しい連中に囲まれながらな。

　どこから聞き付けたものやら、顔も知らない貴族連中が押しかけてくる。貴様ら仕事はないのか？　暇なのか？　ボクは普段書類に埋もれてるというのに。

「……それでですな、我が国の発展の鍵となるカロリング卿の開拓計画。是非とも協力を──」

「……という訳でして、双方の領地を大いに潤してくれる計画なのです。是非とも協力を──」

「……実は、ここだけの話カロリング卿に協力したいと願う者達は多く、是非とも協力を──」

　実のある話が聞けるかもと、つい面会を許したのが拙かった。我も私もと次々現れ、ボクのいる部屋に押しかけてきて、判を押したかのように似たような話しかしてこない。そしてわざとなのか？　お前ら事前に話を合わせてるのか？　そして練習でもしたのか？　暇で羨ましいなゴルァ！

「「「つきましては当家の娘と勇者様との見合いを！」」」

　なぜお前ら別々の話をしててそこだけハモる？　つーか同時に喋んな、ボクの脳みそは一つだけなんだから、内容が吟味できんわ！

「あー諸君、クリス殿は正妻のオリヴィアさんと大変仲睦まじくてな。彼女を通さないと側室入りはまず無理だ」

　ボクが家名を告げない事から平民だと勘違いしたのだろう、返ってくる答えは「所詮平民ではないですか」だ。

　王都の民衆の間だと女神から直接祝福を受けた花嫁ということで、似顔絵が飛ぶように売れる事態になっているオリヴィア嬢、なんというか既にアイドル扱いである。ただ身分的に平民ということで、貴族の中で目先のことしか見えてない連中は彼女を、ほぼいない者として扱ってる。

　いや法的に平民なのは確かなんだけど、彼女は元とはいえ公爵令嬢だよ？　教養とか立ち振る舞いはそこいらの令嬢なんて歯牙にもかけないよ？　それ以前に宗教の権威ナメてない？

　中には彼女がヘルトール公爵家の人間だと気付いてる者もいるし、前代未聞と言える『格』の祝福を授かってる意味を理解してる者もいる。どっちにせよ側室としてでも、娘を勧めてくるから面倒なのには変わりない。

　既にメイティア伯爵家のディアーネ嬢も嫁入りしてるんだけどな、教えてやる義理もないのでそのへんは曖昧に答えておく。

　それでも食い下がってくる貴族連中にウンザリしてると、また新たな訪問者がやってきた。豪奢な衣装を無理なく着こなす小柄で小悪党顔の男……メイティア伯爵だ。

　大富豪の彼は、爵位以上に影響力が強い。早い話どんな世の中だろうが金持ちは強いのだ。彼の出現に貴族たちは慌てて道を譲る。邪魔はしないがしっかりを聞き耳は立てる算段のようだ。

「商業区域の件で、相談を受けました。儂自ら視察に赴いても宜しいか？」

　挨拶もそこそこに早速本題に入る伯爵。周囲の貴族は彼も勇者に対し、娘の嫁入りを目論んでると思ったのだろう。ディアーネ嬢は美人で有名だし婚約破棄されたことは誰もが知ってるからね。

　相談を受けたってことは、やっぱり鳥の使い魔で連絡を受けたな。今後の開拓に伴う利権争いは彼が大幅なフライングでリードを広げているということか。情報の速さだけでなく、勇者の義父って立場はボクの領地では殆どの人間が味方になるって事だ。

「勿論です、我が領地は今まさに発展の為に第一歩を踏み出したばかり。経験豊富なメイティア卿のご意見をいただければ幸いです」

「開拓の為に冒険者や傭兵などの荒くれ者が多いとなれば、当家の出番ですからの。必要なものがあればなんでも手配いたしますぞ」

　メイティア家は娼館の管理を司る家。開拓地には不可欠な物なので、周囲の貴族も実務的な商売の話と思ったようだ。

　元々ボクの領地って法の女神大神殿がある土地柄か、娼館とか少なくてね。現状パンク気味なのでクリス殿の件がなくても、協力を仰がないといけないのだ。

　伯爵と話し合い土地の割り当てや税金など、大雑把にだけ決めておく。後の細かいことは現地で詰めると決めて、伯爵は帰っていった。

　見事にディアーネ嬢の事は匂わせないで、商売の話だけして去っていった。予想通りクリス殿はメイティア伯爵に丸投げしたか。褒美として与えた商業区域だけど、素人に適当な運営されたらこっちも困るからね。

　メイティア伯爵が部屋から出ると、今度は近衛騎士がやって来る。国王オヤジと面会の用意ができたそうだ。まだ何か言いたそうな貴族たちを尻目に、国王の執務室へ向かう。





◆　　　◆　　　◆






「随分と愉快な事態になったようだなカール」

「何年も練り上げた計画の前提条件がいきなり崩れたときは、ホント倒れかけたよ」

　どんなに上手く立ち回っても、犠牲者が必ず出る討伐計画だったんだ。必勝は確信してたけど、下手すれば万単位の犠牲者を覚悟しないといけない。無数の配下を従える魔王種とはそういう存在だ……理不尽勇者があっさり狩ったけどな！

「五十年前、月狼王の前に逃げる事しかできず、大きく国土を奪われた。その後何度も討伐に失敗した我が祖父は無念の中で病没した……祖父の末まつ期ごの形相が今も余の脳裏に焼き付いておる……」

　曽祖父の話は子供の頃からよく聞いた。当時、ラーロン地方を治めていた義父の父先々代辺境伯も討死したそうで、普段温厚な義父ですら、険しい表情で何度も月狼王への怒りを聞かされたものだ。王として領主として土地を奪われるとは、それ程の無念ということか。

　ボクも、頑張って開墾した田園地区を他人の領地にするとか言われたら……まぁ殴るな、次に蹴るな。そして目一杯暴れるな。

「まず祖父の無念を晴らしてくれたことに礼を言う。ようやく胸を張って墓参りができそうだ」

　なんでも祖父の最後のインパクトが強すぎて、墓参りには二の足を踏んでたそうだ。ボクからすると無茶な討伐を繰り返して、国を傾けかけた暴君なんだけどね。まぁ故人を、まして曽祖父を悪くは言うまい。

　昔話の前に仕事の話を済ませるとしよう。懐から魔核を取り出し執務室の机に乗せる。

「これが魔王種の魔核だ、取引材料にするにも価値があるすぎるし献上する形になるな」

「おぉ！　余もこれ程の魔核は初めて見たわ、城一つ分の価値があると言われるのも納得であるな」

　魔法道具の素材としてこれ以上は存在しない。仮にこの魔核で魔剣を作ったとしよう、恐らくそのひと振りは大地を切り裂き、雲ですら割るだろう。

　魔物除けの結界装置に使えば、末代まで王都は魔物に悩まされる事はなくなり、船に組み込めば天を翔けるかも知れない。

　ぶっちゃけ辺境では持て余すのだ、だったら国王オヤジに渡してこっちの要求を通したほうがいい。

「とりあえずボクに公爵位をくれ。あと手柄のある者に対し、自領を分け与える権限。あと叙爵の権利だな、子爵が三、男爵が十、騎士爵は無制限な。流石に伯爵以上は許可を貰いに来るよ」

　草原が安全に開拓できるようになった以上、とにかく土地が余るのが予想できる。村にもならない集落でも領地なのだから、治める者には爵位を与えるのが手っ取り早い。なによりもいちいちボクが王都まで許可を貰いに行くのも面倒だ。

「分かった、憎き魔王種を討伐したのだ……そうだな三ヶ月、いや五ヶ月後だな、お前に公爵位を与える式典を行うものとする。土地と叙爵の件は後日正式な文書として送ろう」

　ふむ、この手のことは流石に王の一存でも、今すぐというわけでもないか。当然といえば当然か、後は土地や叙爵は事後報告をしっかりするように釘を刺された。

「後は、魔王種を直接倒した勇者殿の事なんだけど……報酬どうしよ？　前例が無ければどの程度が妥当かも分かんないんだ」

「アルチーナはまだ結婚しとらんし、勇者殿に嫁がせるか？　余としては早めに親戚になっておきたいのだ。突出した個人を繋ぎ留めるには女が一番手っ取り早く、楽だからの」

　アルチーナはボクの異母妹で確かヘルトール公爵家の跡取りと婚約してたはずだ。こっちの都合で勝手に婚約を無かった事にするのは流石に憚られる。第一繋ぎ留めるって意味ではディアーネ嬢がいれば問題ないと思う。ある意味その為の教育を受けた女性だし最適任だろう。

「うーん……クリス殿はそういう無理やり引き剥がされた娘を、自分の嫁にするってのは嫌いそうだな。親父はオリヴィア嬢が虐待されてた件は知ってるだろう？　そのせいでヘルトール公爵の事をすごく嫌ってるし」

　嫌ってるというよりほぼ無視してるな。要するに情が深いんで身内が傷つくような真似されたら、ものすごく怒る。ディアーネ嬢と婚約破棄した奴に対しても勝手な理由で彼女を侮辱したとして、腹を立ててたそうだ。

「ヘルトールの小倅は妹アンジェリカを構うばかりで、アルチーナとは割と冷えてるから丁度いいと思ったんだがな」

　ふっと溜息を吐く父、噂通りのビッチぶりのようだ。親父は国王として精神干渉を無効化する魔法道具を常時身につけているし、ボクも同様のものを装備している。

「……場合によってはお前の子を、余の養子として後継者にするかもしれん。教育を怠るな、そして味方を増やしておけ」

「兄貴はそこまでダメか？」

　以前試合をしたときはそこまでアレじゃなかったと思うが、今はどうなんだろう？　ビッチアンジェリカと婚約はしてるけど、アレの子は誰が父親か分からないからなぁ、その点サリーマさんも子沢山で全員父親が違うけど、なんかビッチと言うには違うし。

「勇者殿のことだが、そうだな……侯爵位と余が自ら家名を賜すというのはどうであろう？　英雄として大々的に知らしめたいから派手に式典を行いたいと思う」

　そうなるとボクと一緒が良いかな？　サリーマさんとかも伯爵くらいにして良いかも知れない。女性は爵位を得られないから長男のマヘンドラさんあたり、他の息子や幹部たちには騎士爵がいいだろう。他にも五ヶ月の間に手柄を立てる者も多いだろうし……時期的に寒くなるし開拓も進まないだろうから、主だった者が離れても問題なさそうだ。

「良いと思う、勇者殿についてはボクから伝えるよ」

「家名については正式な物として貴族名鑑に記載し渡そう」

　全ての貴族は王家発行の貴族名鑑を毎年受け取っている。逆に言うとコレを渡されない家は貴族ではない。

「本来時間がかかるものだが、なんとかお前の出立前には用意しておく。お前から勇者殿に渡すのだぞ」

「ありがとう、ホント一人で魔王種を倒すとか頭の痛い事してくれるよ」

　悩んでいた報酬の件が片付きそうでほっと一息。それにしても侯爵となると、ボクの領地のナンバー２って位置づけになるのか……やっぱ理由をでっち上げてアルチーナと婚約させようかな？

「余も会うのが楽しみであるな、これで他にも魔王種を倒したら……余でもどう報いたら良いか分からんわい、カッカッカ！」

「ハハッそうしたらホントにアルチーナを差し出すくらいかな？　まぁもうこの国で確認されてる魔王種はいないから有り得ないんだけどね」

「もしもの話である。他にも王家秘蔵の宝を下賜し領地も与えねばな、そうだ軍に適当な名誉職を作ってだな……」

　そうして親父との面会を終えたボクは、母上や開拓に関わる官僚たち、そして資材の生産や運搬を請け負う商家などを訪ねたりして、王都で忙しく過ごした。

　この時ボクは辺境に帰ったら、更なる厄介事が発生しているとは思っていなかった……いや、領地の利になるから厄介じゃないが、ボクや文官たちが過労死一歩手前まで追い詰められるような事態は、間違いなく厄介事だ。

　あぁ！　この時城にいる暇そうな貴族の三男以下──読み書きができれば貴族でなくてもいい──を纏めて簀巻きにしてでも攫ってくるんだった！　と後悔した。





★　　　サリーマＳＩＤＥ　　　★






　空は快晴、出発から四日経って五百台の馬車はトラブルもなく、二千人の部下を連れてる以上魔物も滅多に襲ってこない。実に順調だねぇ、変わったことといえばお姫様が勇者様──おっとクリス殿って呼ぶように言われたんだったね──を見る目が毎日変わるくらいかね？

　先頭を進む長男のマヘンドラと馬上で談笑しているクリス殿を、顔を赤くしながら馬車の窓からチラチラと覗いては、すぐに引っ込むのを繰り返している。同じ馬車に乗ってる奥様方も微笑ましいものを見る目で眺めてるねぇ。

　まぁ世間知らずのお姫様が勇者なんて肩書き持ったイケメンに優しくされたら、そりゃコロッと堕ちるのも仕方ない。

「なぁ賭けるかい？　お姫様の初恋が実るか否かでさ。アタシはくっつくのに秘蔵のワインを賭けるよ」

「姐さん、くっつかないに賭ける奴いますかね？　姫さんの護衛の連中ですら、なんか勇者さんが良く見えるような位置に馬車動かしてるじゃないっすか」

　まぁあの姫様がこの国に嫁ぐのは多分確定だからねぇ。相手は決まってないけど、候補の中には当然クリス殿も入ってるだろうからね。本人が強く希望すれば一気に最有力だろう。

　クリス殿と奥様方も妹同然に可愛がってるし、こりゃ余程のことがなければ初恋成就かね？

　そんな暢気な事を考えつつ、馬が少しヨロけたと感じた瞬間だった。流石のアタシも大勢の部下と、近くに魔王を倒した勇者がいることで警戒が薄れていたのか、不意打ちを許してしまう距離まで接近されてしまった。

　一直線に伸びた馬車の行列に向かって、森の中から子供程の大きさの蟻が湧いて出たのだ。

「鎧蟻だって！　森にいるなんて聞いてないよまったく！　テメェらぁぁぁぁ前衛は蟻どもの足止め！　残りは森に火を放てぇぇぇぇ」

　鎧蟻とは文字通り全身鎧を纏ったかのように、とんでもなく頑丈な外殻を持つ体長一メートル前後の蟻の魔物で、力が強くとにかくタフだ。弱点は動きの遅さと、虫全般に言えることだが火に弱い。

「ちっ商品だが仕方ねぇ」

　アタシは蟻どもが現れると同時に、食料を積んだ馬車の中から油の入った壺を取り出し、森の中に投げ飛ばす。そしてハンカチを油に浸し、火を付け石に包んで投げた。なんとか油壺の割れた場所にぶつかったようで、急激に燃え広がり魔物の足が止まる。手が軽く火傷したが剣は握れるので問題はない。

「手の空いてる奴は油を森の中に投げ込めぇぇぇぇ！」

　アタシの指示で混乱から醒めた連中は、ある者は武器で牽制し、ある者は指示通り油を投げ込んでる。クリス殿は……流石に心配はいらないようだ。蟻は黒い霧のようなものに触れた瞬間、痙攣してすぐに動かなくなっている。

　姫様と彼の奥さんが同じ馬車に乗っていたのが幸いか、彼に任せておけばお姫様は安全だろう。となればコチラは蟻の撃退に集中できる。

　鎧蟻は知られている限りでは百匹程度の群れで生活しており、巣の中にいる女王蟻と幼虫の為にせっせと餌を運び込む。女王は主に生き物を、幼虫は草食で巣の近くの草木は根刮ぎ巣の中に運ばれるのだ。

　つまり近くに巣ができたということか。森にまだ草木が残ってることから、まだ幼虫は生まれていないのだろう。ならば蟻を撃退後巣を突き止め、巣穴に油を流し火を付ければ終わりだ。本格的な被害が出る前に駆除できたのは僥倖と言えるだろう。

「女王蟻が卵を産む前の食料を集めてる段階なら、蟻共の数も多くない。野郎ども気張るんだよ！」

　アタシの発破に部下たちが応える。馬を走らせ前線に向かおうとした……その時だった。

　地面が揺れた。森が震えた。馬は畏れ動けなくなった。歴戦の戦士である部下たちが呆然と武器を落とす。

　──ギチ　ギチ　ギチ　ギギギギギ……。

『ソレ』の姿で最初に見えたのは頭だった。頭部だけで十メートルを超える樹木がまるで針のように見えた。『ソレ』が身動ぎをしただけで地面が悲鳴を上げるかのように震えた。

　黒い小山かと錯覚した『ソレ』は……何の冗談かと思うほど巨大な、肥大化した蟻の腹部だった。

「よ……鎧蟻の……魔王種?!　女王蟻なのかコレ！」
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　闇の魔法とは精神に干渉する術である。そう聞くと心や感情を思い浮かべる者が多く、それに干渉すると言われれば、眉を顰める者が多いのは当然だ。具体的には男向け春エ画ロ本本のような真似とか、人様に大っぴらに言えないような事をしてんじゃないかと思われている。

　実際に歴史上には日常的に魔法を悪用し、不埒な行いをしていた者が何人もいるので、否定できないのが悩み所だ。そういう人間に限って高位の術者だったりするからタチが悪い。

　エロのために努力したのか？　それとも可能だからつい魔が差したのか？　俺もモテるために必死に修行したクチだから悪いとは言わないけど、魔法を悪用した犯罪はやめろ。後進が肩身の狭い思いをするだろうが！

　俺も闇魔法使いだからやろうと思えば可能なのだが、前提条件として、心というのは恐ろしく頑強で、元の状態に戻ろうとする本能に根ざした回復能力は、余人が考えるよりも遥かに強い。

　はっきり言えば勇者の俺が他人の心を操ろうとしても、一時間ほどで効果が消える上に魔力がほぼ枯渇する事態に陥る。感情も同様で永続的な効果など不可能だと断定できる。

　つまり部屋に連れ込みヤルことは出来ても、その後に愛される筈もない。どこのアホが強姦魔に好意を抱くというのだ。俺には考えられないな。俺はセックスが好きだが、事後のイチャイチャも同じくらい大好きなのだ。

　どこぞの女神がやらかした加呪護いみたいなのは例外なので考えないようにしよう。ふざけた効果のくせに人間が再現しようとしたら、即座に脳みそがパンクしかねないくらい超絶的に高度な術なんだよアレ。

　それじゃ闇の魔法って真っ当な用途で役に立たないんじゃないかと思われるが、精神というものは心や感情だけってわけでは無い。むしろそれ以外を指す場合が多い。

　例えば記憶。忘れていた事柄を思い出したり、嫌な記憶を忘れさせたり。やりようによっては他者の記憶を読んだり、自身の記憶を与えたりもできる。

　例えば感覚。自らの五感を研ぎ澄ませたり、逆に他者の五感を封じたり鈍らせたりできる。幻覚、幻聴なども自由自在だ。

　例えば呪詛。死んだ生き物の怨念を利用し長期間精神を蝕み続ける術だ。奴隷化の呪いなどが代表的だろう。魔物払いの術もこの範疇なので一概に悪いものでもない。良い効果を呪まじないと称し、悪い効果を呪のろいと区別する事もある。

　他にも出来ることは数多あるが、まぁ見事に殆どが一般のウケが悪い物ばかりである。闇の魔法とかいう印象の悪さも加わり、勇者になってなかったら闇魔法使いなんて絶対に知られないように立ち回ってただろうな、間違いなく周囲の目線が痛いなんてレベルじゃない。

　さて……そんな世間ウケの悪い魔法を伝授した師匠ジジイへの愚痴を思い浮かべつつ、激痛でショック死させる闇魔法で襲い来る敵を倒す。本当は闇魔法を人前で使いたくないが、敵だけを選択して多数を相手にするのに適した魔法だから仕方ない。攻撃的な炎や雷撃では乱戦で味方を巻き込みかねないからな。

　巨大蟻は森の中から群れをなして次から次へと襲ってくる。俺は嫁達と護衛対象のお姫様の乗った馬車の上に立ち、近寄る敵をなぎ払ってるのだがどうにも数が多すぎる。

　しかしサリーマさんの機転で森に火を放ったおかげで、襲ってくる蟻の数は目に見えて減った。このままなら撃退はすぐだろう。味方に犠牲者が出るようなら、大規模魔法で敵を全滅させるのだが、幸い敵が鈍重なのとサリーマさん配下の傭兵たちは戦い慣れてるのか立ち回りが上手い。これなら商品の油壺程度の被害で済むだろう。

　繰り返すが、俺としては闇の魔法は周囲にあまり見られたくない。印象が悪いのもあるんだが、何も知らない第三者に「闇の魔法で操ったんだろう」とか疑われるのが正直辛い。それに妹のように無邪気に懐いてくるルーフェイ姫に、そんな目で見られるかもしれないと思うと、どうしても躊躇してしまう。

　とにかく襲ってくる蟻を倒し、余裕が出来たら神聖魔法で戦ってる傭兵達の傷を癒し、援護をする。このままいけば撃退ももうすぐだろう、そう思ってた矢先にサリーマさんの悲鳴じみた声が聞こえた。

「よ……鎧蟻の……魔王種?!　女王蟻なのかコレ！」

　地響きとともに現れたのは小山かと見紛う巨大な女王蟻だった。あまりの巨体に移動するだけで地面が揺れる規格外さだ。しかし魔物の蟻であっても、基本的に女王蟻は巣から動かないはず。それでも目の前で自ら動いて襲って来てるのは魔王種だからだろうか？　それとも別の理由が？

　いや、考えてる暇はない。一刻も早くこのデカブツを始末しなければならない。最低でもゴーレム馬車に乗ってる俺とオリヴィア、ディアーネ、ルーフェイ姫は逃げられるとしても、サリーマさんをはじめ二千人の傭兵達と姫様の護衛は助からない。

　なぜならば、この女王蟻は……卵を産むかのように自らの腹から成虫を生み出してるのだから。あっという間に倒した数の倍程の蟻が産み出され、襲いかかってくる。

「なんだありゃ……ありえねぇよ……ありえねぇ……」

　弱々しい震え声が聞こえた。馬車の近くにいるのは牛の角が生えた巨漢の戦士で姫の護衛の一人だ。剣を落として呆然としている。見れば周囲の傭兵たちも似たような状況に陥ってる。

「荷物を捨てろぉぉぉぉぉ！　馬に乗れ！　ひたすら逃げろ！　自分が助かることだけ考えるんだぁぁぁぁぁ！」

　サリーマさんの焦った声、確かに的確な判断なんだろうが、魔王が出現したあとでは遅かった。馬は既に恐慌状態で人の指示を受け付けないだろう。

　──ギチギチギチギチギチギチ……ガリガリガリガリガリ……。

　鎧蟻の攻勢がいきなり強くなる。森を見ると蟻どもは焼死した仲間の死骸を乗り越えて殺到して来るのだ。魔王種の出現に浮き足立った傭兵たちは、ギリギリでサリーマさんの声で我に返り、我先に逃げ出している。

　雲霞の如く押し寄せる鎧蟻の群れ、歩みは遅くても着実に少しずつ距離を詰めてくる。




　馬車の中にいる嫁二人は、思ったよりも静かだ。俺を信じてくれているのか、手を組み祈りを捧げている。姫は混乱するかと思ったが意外と気丈だ。震えながらもオリヴィアたちと同じく、一心に祈ってる。

　さて、嫁の期待に応えるのも男の甲斐性、俺の傍は世界一安心できる場所なのだと教えてやろう。

　俺の手から溢れ出す闇が女王蟻を中心に漂う。痛みを意に介さない昆虫型の魔物だが感覚が無いわけではなく、一定程度の痛みを遮断できるだけだと言われているが、まぁその辺の屁理屈はどうでもいい。

　要するにこいつらは『ある一定以上の痛みを経験したことがない』のだ。とは言え普通に激痛を与える魔法を放っても、雑魚はショック死させられるが魔王種には通じないだろう。

　ではどうするか？　闇の魔法は精神に干渉する術、俺の放つ闇は鎧蟻の群れの『感覚をリンク』させる。元々自我が薄く群体としての性質のある蟻の魔物だ、ほとんど抵抗なく感覚のリンクを受け入れる。

　司令塔としての役割のある女王蟻も、生態として自分の産んだ配下と意識がうっすらと繋がっているらしいので、繋がりの強化を抵抗なく受け入れてしまう。

「すまない、ちゃんと供養するからな」
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　そして周囲に漂う闇を、近くで喰われかけて半死半生の馬達とも繋げ……電撃を放ち馬にトドメを刺す。その数十頭。生き物がショック死する程の激痛、単純に考えてその十倍の衝撃を、群れ全てで等しく喰らった鎧蟻はその場で痙攣し息絶える。

　そして死亡した鎧蟻、感覚を繋いだ感触でその数およそ一万……その全てが味わった激痛を押し付けられた女王蟻は、一瞬震えたかと思うと動かなくなった。

　あの繁殖能力で配下の蟻が一万って事はないだろう。恐らく蟻らしく広域に散らばり餌を集めてるんじゃないだろうか？

　傭兵団の人達には見えないように、周囲を漂う死んだ蟻の怨念を集める。昆虫に感情はないが、痛みにより死んだことでそれなりに集まる。そしてやはりと言うべきか魔王種の怨念は凄まじく、俺ですら持て余しそうだ。

　呪ノロイを呪まじないにして、俺のいる場を基点として弱く期限が短い代わりにとにかく広域に、ただただ広大な魔物払いを構築する。





★　　　サリーマＳＩＤＥ　　　★






　魔王種が地響きを立てて倒れた瞬間、一瞬とは言えアタシは不覚にも頭が真っ白になっちまった。だってそうだろう？　ほんの数秒前に部下たちを逃がす為、命を捨てる覚悟を決めたところだったんだよ。

「怪我人はいないか？　無傷か軽傷くらいの奴は逃げた馬を探してきてくれ」

「……はっ！　お前ら！　いつまでボケてんだい！」

　危ない危ない。部下は馬鹿ばっかりだから、アタシがしっかりしないとね。運が良かったのは鎧蟻共は人間を無視して、馬を優先的に狙ったことだね。お陰で部下に怪我人はいても死人は出なかった。

　それにしても魔王種か……鎧蟻の魔王種と言えばリーテンブ帝国の片隅に三百年前から君臨する『鋼蟻帝パラポネス』のはず。なんでここまでやって来たのかね？　魔物が縄張りを移動するのは餌が無くなったか、もっと強い奴に追い出されたってパターンが多いが、流石に三百年生きた魔王種なのだし前者だろうか？

　確か歴史上帝国にも何人か勇者が誕生していて、彼らが軍勢を率いて討伐に挑んでも、パラポネスの打倒は叶わなかった筈。そんなことを帝国出身の奴から寝物語に聞いたことがある。

　まぁアタシはあんまり頭が良くないからね、考えたって仕方がない。まして既に倒されてる奴の事よりも、仕事に集中した方が建設的ってもんだ。

「蟻の素材は帰り道で回収するよ。放っておいても硬すぎて食われる心配もないし、多すぎて持ち逃げされても問題ない。とりあえず馬車が通れるように退かしな」

　何人かは解体作業しようとしてたが、アタシの声に慌てて蟻どもを運び出す。

「蟻なんて何に使うんだ？　食うのか？」

　アタシは食いたくないねぇ。魔王種をぶっ倒した命の恩人様は、妙にピントのずれた事を言ってらっしゃる。

「鎧蟻の外殻は鉄と混ぜると重さはそのままで、強度が跳ね上がるんだよ。魔鋼と呼ばれる金属になってね、頑丈なだけでなく魔法への抵抗力がそれなりに高いから、鎧や盾の素材に最適なのさ」

　成長した個体ほど抵抗力が高くなるから、成虫がこんなにいるのはまるで宝の山だね。まして魔王の素材ともなれば、強度はもとより魔法を一切無効化してもおかしくない……ちょっとだけ魔王の素材を分けて貰おう。

　こんだけあると魔鋼製の金属鎧が何百人分、いや何千人分作れるかねぇ？　手下どもに装備させれば戦場で生き延びれる確率が……おっと、今はそんなこと考えてる時じゃないよ。大体倒したのはクリス殿だしね。

「アタシ達は被害の確認したあとで野営の準備をするから、クリス殿は魔王の魔核だけでも回収したらどうだい？」

「【収納空間アイテムボックス】に収めて後で誰かにやってもらうよ、虫とか触りたくないし、まして女王蟻って気持ち悪いだろ」

　確かにあのブヨブヨの腹は触りたくないねぇ、とは言え魔王を倒した勇者様をこき使うのも気が引けるし、嫁さんたちと休んでてもらうかね？　ん、アレは……。

「それじゃ怖い思いをしたお嬢様方を慰めてやりなよ」

　馬車の窓からこちらを遠慮がちに覗う、ルーフェイ姫様が見えたがまぁなんというか。襲撃前はチラチラ気になる男を見てるだけだったものが、完全に恋する乙女そのものになってるねぇ。アタシにもあんな頃が……無いな。アタシがガキの頃は食うに困ってかっぱらいか、喧嘩くらいしか記憶にないね。

「もうちょい進んだ先で野営するよ、手の空いた奴は準備を始めな。今日は魔王をぶっ倒す現場に居合わせたお祝いだ。ちょいと豪勢にいこうじゃないか」

　忙しく動いてるうちに立ち直れたのだろう、アタシの指示に威勢良く返事が返ってくる。ただ中には酒を出そうとしてる奴らがいたので殴っておいた。護衛任務中に酒を飲ますわけねぇだろこの馬鹿共。





◆　　　◆　　　◆






　魔王種討伐の後から、徐々にルーフェイ姫のスキンシップが増えてきて困っている。主に下半身的な理由で。

　道中に隙あらばニコニコと、頬を赤らめながら腕や腰に抱きついてくるのは、まぁ妹に懐かれたみたいで微笑ましい。しかし、膨らみかけの胸を押し付けられるとなると、どうしても女として意識してしまう。後は親愛の証しとか言って、指とか顔とかペロッと舐めるのは止めてほしい。いけないと思いつつ興奮してしまった自分が恨めしい。

　その分のムラムラは夜にオリヴィア達に解消してもらうことにしよう。俺たちが寝る馬車の周囲には、魔物払いはもちろん、獣払い、虫払い、人払いの術を幾重にも施しているので覗かれる心配もない。まぁ王族クラスが身に付ける、精神干渉を無効化する装備品でもあれば別だが、持ってそうなルーフェイ姫が馬車から抜け出して覗きとかするわけないしな。

　──クチャ　クチャ　クチャ。

　今日は馬車の中ではなく、野外でセックスする事にした。オリヴィアの初体験の話になってディアーネが自分もと言い出したからだ。

「んむっんっんっんっ……」

「ぺチャぺチャ……ふふ毎晩私たちの膣内に何度も射精出してくださってるのに、今夜は一段と逞しいですわ」

　微かな光源のみの暗い森の中で、妻二人から奉仕を受けている。今日は屋外ということでドレス姿のまま、俺の前に跪き懸命にフェラチオをしてくれる。

「俺はお前たちに夢中だからな、こうしてエロい姿を見せてくれるだけで、何度でも滾っちまう」

　俺に奉仕をしてくれる二人の、手触りのいい髪を撫でる。嬉しそうに上目遣いで俺を見るのが堪らない。

　──クチャ　クチャ　クチュ　クチュ。

　魔術により小虫一匹に至るまで追い払った森は、微かな葉擦れの音しかせず、不気味なほどに静かだ。そんな中で俺の逸物にフェラチオする淫らな水音だけが響く。

「んちゅ……はっはっはっ……クリス様ぁどうぞいつでもお出しください」

「ちゅぽちゅぽ……んんんっ……」

　俺の肉棒を口に含むオリヴィアが、蕩けた目で俺を見る。どうやらこのまま出して欲しいようだな、オリヴィアはセックスするときは俺の意向を最優先にするのだが、どうも口の中に射精出されるのが結構好きなようだ。

「出すぞ、俺のザーメンを口の中にな」

　オリヴィアの頭を両手で掴むと、口淫のペースが上がる。オリヴィアのような絶世の美少女が俺の腰にしがみつき、必死にフェラチオに励む姿だけでもイってしまいそうだ。

　──ドピュ　ドピュ　ドピュ……。

　ふぅ……射精した逸物から口を離し、ザーメンを飲み干すオリヴィア。ディアーネは尿道に舌先を這わせ、残りの精液を舐めとっていく。イったばかりだと言うのに、ディアーネの舌によって再び昂ぶってしまう。

「二人共、木に手をついてお尻をこっちに向けるんだ」

　二人はドレスのスカートをたくし上げ、並んでお尻と性器を晒す。ふふっ揃って下着を穿いてないあたり、俺の好みが分かってるな二人共。

「昨日はオリヴィアが先だったから、今日はディアーネから挿れるよ」

　人払いをかけた森の中、ぼんやりとした光源しかない暗闇の中で、白く瑞々しいお尻と、俺の指で蜜穴から溢れる愛液がより官能を刺激する。

「嬉しい……ディアーネにクリス様の大きくて逞しいオチンチンをくださいませ」

　形のいいお尻を突き出し、挿れ易い体勢で俺に潤んだ瞳を向けるディアーネ。既に最大まで勃起した俺の逸物を挿入すると、柔らかく、時に締め付けながら迎え入れてくれる。

「んはぁ！　あっあっあっ……クリス様たら……んっはぁ……道中お姫様とばっかり仲良くして……くぅっ！」

　最初だから激しくは腰を打ちつけず、ゆっくりとディアーネの膣内の感触を楽しみながら挿入を繰り返す。同時にオリヴィアも指でイカせるように、敏感な秘所を愛撫する。

「あんっやぁ旦那さまぁ……だ、だめぇあっはぁぁん！　指だけじゃ切ないのぉ、お願いですぅ旦那様のオチンチンでイカせてくださいませ」

　オリヴィアも指だけじゃ物足りないのか、お尻を突き出し挿入をねだってくる。ふふ、極上の美少女二人がお尻を振って誘ってくる様は最高だ。服を着たままエッチするのも新鮮で良い。全裸とは違ったエロさがある。

「オリヴィアのおねだりなら叶えてあげたいけど、もうちょっと待ってるんだ、ディアーネをイカせたら、すぐ挿れてあげるからね」

　──パンパンパンパン　ズチャズチャグチュグチュ。

　もはやお漏らしをしたかのように溢れ出すディアーネの愛液を、俺の逸物で混ぜあわせる卑猥な音が夜の森に響く……。
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「あっあっあっご主人様のオチンチンがぁぁ、当たってます、子宮に当たってるのぉぉ」

　ああ、道中お話してる時は妖艶で大人の魅力があるディアーネ様が、あんなはしたない声を上げるなんて……クリス様も恍惚とした表情をされてます。

　──パンパンパンパン。

　お股とお尻をぶつけ合う音が隠れている私にまで聞こえます。私はディアーネ様を自分に置き換え、あんな……あんな事をクリス様が私に……ディアーネ様のように……。

　──ジュン……たらぁぁ。

「ふぁあ……気持ちいいっ！　気持ちいいですぅ……あっあっあぁぁぁぁ！　ご主人様は私たちに夢中と仰いましたが……私も、私とオリヴィアも……もうご主人様に夢中ですわ。好き！　好きです！　ご主人様愛してます」

「はぁはぁはぁ……」

　何故でしょう息が荒くなります。ディアーネ様のクリス様への想いに胸が痛むような……試しにおっぱいを撫でてみるとビクンってしちゃいました。

　身体が熱くて、頭がクラクラします。虫に刺されたり草木で引っ掻けたりしないようにと長袖のカーディガンを着てきましたが、我慢できず脱いでしまいます。

　確かに最近少しずつ大きくなってる私の胸ですが、お風呂で触った時はこんな事にはならなかったのに……試しにもう一度自分の胸に触ると……。

　──ビクンッ　ビクッ　たらぁぁ。

「ンンッ！　ん～～～～～ッッッ！」

　なんなのですかこの感覚は、わふぅ……おっぱいを弄るのを止められないのです！　やだ！　お小水がまた出ちゃいました、なんてはしたない。私はタオルで妙に粘性のあるお小水を拭き取り、お股も拭くと……。
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「あぁぁぁ！　一緒にぃ……一緒にイキます！　ご主人様の子種を子宮に注がれてイっちゃいますぅぅぅ」

　──ビクッ　ビクビクビクゥゥゥ!!

　ディアーネ様の悲鳴のような声に驚き、雷に打たれたような衝撃が私の体を走ります！　あ、足元がガクガクです、お股からお小水が止まりません！

「はぁはぁはぁはぁ……」

　呼吸を整え再びクリス様に目を向けると、今度はオリヴィア様がディアーネ様と同じ体勢でお尻とお股をぶつけてます。違うのはクリス様がオリヴィア様のおっぱいを撫でてることです。

「はぁぁん！　やぁぁそんなに気持ちよくされたら、すぐにイっちゃいます！　散々焦らされたから……んっんっんあぁぁぁ!!」

　清楚で穏やかなオリヴィア様が、まるで別人のように悶えてます。そ、そんなに今されてる行為は凄いのでしょうか？

　私はつい、いえ無意識にお股に手が伸びます。先程の衝撃を忘れたわけではありませんが……何故でしょうお股が切ないです。

　気が付くと、お小水の出るところを指で撫でて、擦って、弄るのが止められません。オリヴィア様がされてる行為が自分だったらと想像すると、ますますお股が切なくなっちゃいます。

「くぅん……くぅん……切ないです……はぁはぁはぁクリス様……クリス様ぁ……ルーフェイは……ルーフェイは……くぅんくぅん……」

　お股を弄る手が止まりません。胸も切なくて揉むとまた衝撃が全身を走ります。

「あっあっあっ……だ、出してくださるんですか！　旦那様のオチンチンでわたくしをッ……イカせてくださいぃぃ！　赤ちゃんできちゃう！　旦那様のオチンチンで孕んじゃうのォォ」

　子供……毎晩の行為は子供を作るためなのですか！　一瞬私は想像してしまいます。赤ん坊を抱く私、微笑みながら肩を抱いて寄り添ってくださるクリス様……。

　──ビクビクビクゥゥゥ!!

「ふぅふぅ……はぁはぁ……」

　今までとは比較にならない衝撃に、思わず座り込んでしまいます。あぁスカートまでお小水で汚れてしまいました。私は一体どうしてしまったのでしょう？　ま、まさか病気になってしまったとか？　病身では嫁ぐなんてできません……こうしてはいられません。本国と魔法で連絡のできる大臣のフォクシーに相談して、お父様に頼んでお医者様を手配して貰いませんと。

　私は森の中で子供を作っているクリス様達に気付かれないように、馬車に戻ります。それにしても護衛の方がいらっしゃらないのはどうしてかしら？
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　街を発って一週間、俺たちは西の海岸、船の隠し場所まで辿りついた。いかにも海の男といった格好をしたバリエーション豊富な獣人族、魚人族、鳥人族などが、馬車から下ろした食料を積み込んでいる。

　手伝おうかと思ったが、偉い人から招待された。ルーフェイ姫が案内してくれて俺とサリーマさん、マヘンドラさん、オリヴィア、ディアーネは海辺に設置された東屋で歓待を受けていた。景色も良いし、海からの風は心地いい。姫様自ら注いでくれたお酒は、俺のような飲み慣れてない若造でも分かるくらい美味い。

　客人を饗もてなそうという、さりげない気遣いが感じられる。流石は一国を代表するだけのことはある、と感心するばかりである……歓待は素晴らしいんだ。

「ぬおぉぉぉぉぉ！　コレがっ！　コレが魔王種の持つ魔核であるかぁぁぁっ！　なんたる純度！　そして輝き！　我は感動に言葉を失うばかりであぁぁぁる！」

　失ってねーよ……多分その場にいる全員の心が一つになったかもしれない。どうしたものかと助けを求めて周囲を見渡すと、サリーマさんとマヘンドラさんは隠してあった船の全てを纏めてるという、青い鱗の生えた巨漢のウィリーさん──クレイターの海軍提督だそうだ──と何やら話し込んでる。

　オリヴィアとディアーネは、男の話には口を出さないのが淑女の常識と言わんばかりに、俺の後ろでルーフェイ姫と楽しそうにお喋りしている。

　元々俺がご指名で呼ばれたんだから、俺が相手しないといけないのは分かってるんだけど……ちょっと苦手なタイプである。

「大儀であぁぁる！　大事な両国の交易の第一歩に、このクレイター諸島連合王国国王オベローン・ルーガンが立ち会うべく飛んで参った甲斐があるのであぁぁる！」

　どういう応対すれば良いんだこの場合？　しかし随分とフットワーク軽いな王様、ウロコの生えた船長さんもなんかやりにくそうにしてるし。サリーマさんも露骨に避けてる。

　オベローン王は鳥人族で背中に立派な翼を持つ偉丈夫だ。普通鳥人族は空を飛ぶために脂肪や筋肉が付きにくい体質らしいのだけど、この王様は背が高く筋骨隆々な上に強面こわもてで実に迫力がある。正直ルーフェイ姫と血の繋がりを疑ったが「お父様！　私頑張りました！」とか言って、ルーフェイ姫が尻尾を振りつつ抱きついたから父親に間違いないのだろう。

「大儀であった」とか言いつつ頭を撫でてるんだけど、強面なのが悪いのか、微笑んでるつもりだろうけど獰猛な捕食者の笑みにしか見えない。

　東屋からは交易品が次々に船に運び込まれる様子がよく分かる。娘を撫でつつその様子を見る王様の口元は歪んでる。悪巧みしてそうに見えるんだが、姫様曰く、あれで機嫌が良い時の笑顔なんだそうだ。

　なんでも狐の大臣さんが魔法で道中の事を随時連絡してたらしく、笑顔で俺に護衛の礼を言ってきた。殺気がないのはわかるけど怖いっす王様。

「魔王種討伐大儀である、まさに勇者の名に相応しき偉業であると、このクレイター諸島連合王国国王オベローン・ルーガンが宣言する！」

「お、恐れ入ります……」

　一応オリヴィアの指導で敬語での会話を練習してるんだけど、さすがに王様相手には焦ってしまい、うまく言葉が出てこない。

「うむ、我は瑣末な言葉遣いなど気に止めぬ、気を楽にして話すがいい。それで勇者殿よ、是非この魔核を譲っていただきたい」

　王様の頼みって口調がマイルドなだけの命令だよね。まぁ貫禄というか威厳のせいなのか、上から目線が自然すぎてあっさり頷いてしまう。

　狐の大臣さんが連絡を取ったところ、どんな対価でも支払うから魔核を譲って欲しいと打診された。それで道中魔王種の解体をしたら、なんと巨大蟻の体内には三つの魔核が存在していたので、その内の一つを王様に見せたところ、いきなり大声で魔核を調べ出したというわけだ。

「なんとありがたい勇者殿は我が国の恩人であるな。ではその代わりと言ってはなんだが……おお、そうだ名案が浮かんだぞ！　我が娘ルーフェイを嫁がせようではないか！」

「お、お父様っ！」

　いきなりとんでもない事を言い出した王様。あとルーフェイ姫は嬉しそうだな。顔を真っ赤にして尻尾をパタパタと、喜びを全身で表現してるかのようだ。姫が俺に好意を抱いてるのはなんとなく察してるし、可愛いと思ってはいるんだが……。

「……王様、俺はそういうのは気に入らないな」

「ク、クリス様！　わ、私じゃダメですか?!」

　否定されるとは思わなかったのかルーフェイ姫はギュッとスカートの裾を掴んで、必死に涙をこらえている。その姿に言葉が足りてなかったのに気が付き、つい慌てて頭を撫でで宥める。

「違うぞ、ルーフェイ姫がダメなんて思ってないからな。姫のことは可愛いと思ってるし好きだから、泣かないでくれ、な？」

　なかなか泣き止まないので、今度は抱きしめて背中をポンポンと撫でる。そうしているうちになんとか泣き止んでくれた。勘弁してくれ女の子に泣かれるなんて、俺が一方的に悪者じゃないか。

　ん？　抱きしめつつこのセリフってまるで告白のような……なんか姫のシュンと垂れ下がってた尻尾が、かつてない程の高速でブンブン振られてる。

「……はい……私も……クリス様の事好きです……大好きです」

　あの？　姫様？　そのセリフはちょっと拙くないか？　王様に誤解されちゃうよ？　背後のオリヴィアとディアーネは微笑ましそうにこっちを見てるし、王様に至ってはニヤニヤと楽しそうだ。

　とりあえず咳払いをしたあと、足りてなかった言葉を言い直す。その前に姫様よ、俺の腰に抱きついて幸せそうに頬を擦り付けるのは止めようか、淑女がはしたないぞ。

「なぁ王様、俺としては三つもあるんだから魔核を一つ譲るくらい構わないんだが、モノでの取引で嫁を貰うなんてのは気に入らないな。大体魔王だなんだと大層な魔物でも、所詮デカい虫から採れたモノなんてルーフェイ姫と釣り合うわけがないだろう？」

「むぅぅぅぅん！　勇者殿の心意気は誠に天晴であぁぁぁる！　確かに互い憎からず想っておる二人が結ばれるのに、斯か様ような建前は不要である！　ルーフェイのことは勇者殿に任せたぁぁぁ！　我が娘を頼むぞ」

　王様ちょっと待って、色々手順すっ飛ばしすぎだ！　しかし嫁二人はなんかニコニコしてルーフェイ姫と挨拶を交わしてる、あれ？　既に決定してるの？　って言うか建前だったの？

　後で聞いたら、定期連絡の時点で俺に懐きまくってる姫の様子を聞き、王様は俺に嫁がせる気だったらしい。

「では魔核の件であるが、譲ってくれるのであれば、今後マーニュ王国との国交において、魔核に見合う対価を払おうではないか。それとは別に勇者殿……否ぁぁぁ！　婿殿には我が持つ宝を差し出そうではないか！」

　ああ、既に婿殿呼ばわりか、王様がノリ気だし断れない。まぁ姫様は可愛いし甘えてくる娘だから、既に絆されてる自覚はある。チラリと嫁二人を見ると反対する気は無さそうだ。

「近いうちに婿殿の主君たる辺境伯殿の元へ飛んで向かうのである！　その時に宝を渡そう、楽しみにしてるが良いぞ！　ハーッハッハッハ！」

　言うだけ言ったら翼を広げ、飛んで帰っていった。本国まで船で丸一日の距離らしいが、ソレを三十分ほどで帰れるそうだ。今更だけどお供の人とか、居なくていいのか王様……。
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　取引が終わり、途中で鎧蟻の素材を拾って帰るというサリーマさん達とは別に、俺たちはゴーレム馬車で疾走していた。全力を出せば今日の夜には街に帰れるがルーフェイもいるし、無理して進むこともないだろう。

　そのルーフェイだが馬車の中でオリヴィア達と話している。その内容は俺には聞かせてもらえないので、大人しく御者台でゴーレム馬を操作している。

　断片的に聞こえるのはやや高めで響くルーフェイの声。どうもオリヴィア姉様、ディアーネ姉様と呼び方が変わってる。そう言えば複数の嫁さんがいる場合、姉妹として扱うんだっけ。

　馬車を走らせてるうちに日が傾いてきたので、周囲に術を施す。その間に嫁達は食事の用意を始める。

　家事なんてした事のないオリヴィアだが、この一週間で慣れたのか、テキパキと折りたたみ式のテーブルと椅子を設置し、周囲が暗くなるので火を焚き、虫除けの香草を焚き火に焼くべる。野営の手ほどきはサリーマさん直伝で、元々頭が良い彼女はコツを掴めば上達は早かった

　ディアーネは貴族令嬢にも関わらず家事全般を高水準でこなせるので、簡易の携帯食に手を加え皿に盛り付けてくれる。彩り豊かで実に美味しそうだ。

　ルーフェイはというと、不器用ながら一通りは家事が出来るらしくディアーネを手伝っている。アタフタと危なっかしい場面でもディアーネにフォローされて、なんとかなってるのを見ると、仲の良い姉妹を見てるかのようで微笑ましい。

　俺はというと、魔物払いの構築が終われば風呂の設置だ。馬車から少し離れた場所に、頑丈かつ柔軟で撥水性のある魔獣の皮でできたカーペットを敷き、その上に三～四人は余裕で入れる大きさの浴槽を【収納空間アイテムボックス】から取り出す。水の魔法で浴槽を満たし、水の中に手を突っ込み火炎魔法を発動させればお風呂完成である。

　さて風呂の用意ができたしメシにするか。今は他人の目がないので存分にイチャイチャするとしよう。
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　楽しい夕食を終え、お片付けを済ませたら、クリス様が用意してくださったお風呂に入るのです。道中では護衛の皆に守られながら、一番最初に入浴させていただきましたが、今夜からはお姉様たちと一緒にお風呂です。

　クリス様は家長であり一番偉いので当然最初にお風呂に入り、私たちが体を洗い終わるまで馬車の中で待っていてくださいます。いつもでしたら一緒に入浴なさるそうなのですが、私の準備に色々時間がかかるということで、今夜は別々にお風呂です。ちょっと残念です、クリス様のお背中を流してさしあげたかったのですが。

「良いですか？　旦那様と肌を合わせるのですから、最低限清潔でなくてはなりません。肌だけでなくお口の中もですよ」

「ひゃぁい、わ、わはりまひあ～～（はい、分かりました）」

　ううう、スースーするお薬で口をゆすいだ後、小さなブラシでお口の中をゴシゴシされてます。オリヴィア姉様は優しく磨いてくださるので痛くはなく、むしろ気持ちいいです。

　私は夫となる殿方から言われた事に、なんでも従うように教わりましたが、このようなマナーは教わってません。流石お姉様たちは博識です。

「こらルーちゃん、尻尾を動かさないで、洗いにくいわ」

　あわわ、申し訳ございませんディアーネ姉様、お口ゴシゴシが気持ちよくてつい。

　私は柔らかいカーペットの上で、ディアーネ姉様に、花の香りがする泡で洗ってもらってます。わふぅ、それにしてもお姉様方はおっぱいが大きいです、私も成長すればこのくらいの大きさになるのでしょうか？

「お口はこれで良し、手足の爪はちゃんとしてるわね」

　お姉様たちとゆっくり温まったあと、クリス様の待っている馬車に向かいます。そこで毎晩お姉様たちにしていた事をされるのですね。ドキドキです。
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　馬車の中で待っていると、ルーフェイが遠慮がちに入ってきた。今夜はルーフェイの初夜ということで、二人だけで一夜を過ごすとオリヴィア達と決めていた。ちなみに二人は結構高級なテントで休む事になってる。軍の将官が野営に使う高級品だそうだ。

　バスローブ姿でもじもじと恥ずかしそうにしているルーフェイは、可愛いし好きなのは確かなんだが、果たしてその気になるのだろうか？　そもそも彼女は受け入れられるのだろうか？　無理なようならもう少し身体が成長するまで待つしかない……そんな風に思っていたが。

「クリス様……その至らぬところはございますが、誠心誠意、妻として仕えさせていただきます」

　普段の子供っぽいところはどこに行ったのか、風呂上がりだからなのか、それとも別の理由か。頬を染めつつ真っ直ぐ俺を見るルーフェイの姿は女としての色気を孕んでいた。

　──ドサッ。

　馬車のソファは大きくベッドとして十分使えるものだ、道中に何度も嫁達を抱いたこのソファに、未成熟なルーフェイを押し倒し唇を奪う。

「んっ……んむぅ……チュチュ」

　いきなりで驚いたようだが、キスすること自体には抵抗はないようで、両手を俺の首に回し、俺のされるがままに受け入れている。唇を離すと今度は嬉しそうに顔や首筋に舌先を這わしてくる。人狼族固有の親愛表現なのは分かってるのだけど、これはこれで気持ちがいい。

「可愛いよルーフェイ、いきなりの結婚だったけど俺の嫁になった以上は……幸せにするからな」

「は、はい！　クリス様、私今とっても幸せです……そ、それであの……私にもオリヴィア姉様達にしたような事をするのですか？」

　ふふっ真っ赤になって本当に可愛い。挿入する前にたっぷりと蕩かして……なんか今の言葉引っかかるな？

「オリヴィア達にした事ってどんなことかな？　言ってみな」

　これがお風呂に入ってる間に、エッチのレクチャーを受けたとか言うのなら、何の問題もないんだけど。

「はいっ昨晩の森の中とか、灯りを消した馬車の中とか。お股とお股をぶつけ合うと、とっても姉様達は嬉しそうでした！」

「……見てた？」

　なぜか目をキラキラと輝かせ、頷くルーフェイ。たまたま夜風に当たろうと馬車の外に出た時に偶然見かけてしまい、それ以降毎晩だそうだ。

「私夜目が利きますし、耳も良いのでバッチリでした。それで赤ちゃんを授かる行為と聞きまして……むぎゅぅ！」

　とりあえずキスで口を塞ぐ。そうか覗きか……しかも毎晩となると、お仕置きしないとな。しかし初夜に酷い事はしたくないし……。

「夫婦の秘め事を覗くとはルーフェイは悪い子だったのか。これがオリヴィア達にバレたら怒られるな」

「はぅ！　お、怒られちゃうのですか?!」

　オリヴィアが怒るところは想像がつかないけど、説教くらいはしそうだし。ディアーネもお尻ペンペンくらいはするんじゃないだろうか？　俺がそう伝えると気の毒なくらい怯えだした。箱入りな上に基本的に良い子だから怒られ慣れてないのかね。

「そうだな、可愛いルーフェイが怒られるのも可哀想だし。ここは俺達だけの秘密って事にしておこう」

　怯えていたのが一転、満面の笑みを浮かべる。表情がコロコロと変わって面白い。

「その代わり……そうだな覗いていて何か身体が変にならなかったか？」

「ふぇ！　じ、実は……私お股からお小水が溢れて……濡れたのを拭こうとしたら身体中がビクッってしました……おっぱいを触っても同じように……」

　まさかとは思うが……いやこれまでの話からすると、この娘って性知識ゼロか？

「そうか、それじゃ黙っててあげる代わりに、裸になってビクッとした時にどうやったのかやってみてくれ」

「は……はい……」

　流石に裸になるのは恥ずかしいのか、顔を赤くしつつも言われた通りにバスローブの紐を解き、ソファに座った俺の前に立ちその未成熟な裸体を晒す。陰毛の一切見えないルーフェイの割れ目からは既に愛液が溢れ、真っ白な太ももから滴り落ちていた。

　からかうのも可哀想だし、そのまま続きを促すと、躊躇ためらいがちに伸ばした指で性器を弄り出す。そしてもう一方の手で膨らみかけている胸へと伸ばす。

「はぅ！　くぅん……くぅん……や、やだ、また……またお股が切なくなっちゃいます……ルーフェイは変じゃないですか？　相談したら変じゃないって言われましたけど……ク、クリス様のことを考えると……くぅんくぅん……切なくなっちゃうのです」

　辿々しい手つきで、性器と胸を弄るルーフェイの表情は本人に自覚はなくても、完全にメスのソレだ。

「ンンンンッ！　切ないのです、あっあっ指が止まらないのぉ、どんどん切ないのが止まらないのです」

　微かな明かりだけの薄暗い馬車の中、未成熟な体つきの少女が裸で立ったまま、俺の目の前でオナニーをする姿に、今まで感じたことのない興奮を感じる。ズボンの中の逸物は膨れ上がり痛いくらいだ。

「くぅんくぅん……変です、ルーフェイは……ルーフェイは……あっあっあぁぁぁぁん!!」

　一際大きな嬌声と同時に一瞬硬直する。どうやらイったようだ、息を荒くしている。オナニーの最中は俺から意識を逸らさなかったが、今は少し朦朧としている。その間に俺も服を脱ぎ、ルーフェイをソファに押し倒す。

「はぁはぁはぁ……クリス様……」

「ルーフェイは変なんかじゃないよ、アレは好きな人の事を想ってエッチな気分になると、誰だってああなるんだよ」

　俺は優しく、啄むようなキスをしながら彼女が安心するように説明する。

「は、はいクリス様の事を考えると……いつも切なくなっちゃうのです」

　潤んだ目で俺を見る彼女は、『女の子』ではなく『女』の顔をしていた。もう我慢できない。最大まで滾ったチンポに彼女の愛液を擦り付ける。その際に俺のチンポがクリトリスを刺激し、彼女の身体は強ばる。

「ルーフェイ、今からお前を孕ませる。痛みが鈍化するように術をかけるが、それでも苦しいかも知れない……もうちょっと大きくなってからにするか？」

　ここで中断は正直ツライが、彼女が怖がるのならこのまま寝てしまってもいい。彼女の体格からすると俺のチンポは凶器に見えるかもしれんからな。

　彼女は勃起した逸物を見て少し青くなったが、覚悟を決めたかのように真っ直ぐに俺を見る。

「私は、クリス様のなさる事でしたら、なんでも受け入れます……どうか、ルーフェイを……孕ませてくださいませ」

　──クチュ……ずぶぅ！

「くぅ……ンンン～～～～～～～ッッッ!!」

　痛みを鈍化させる術を施したあと、脚を広げ一気にルーフェイの膣口を貫く。これはキツイ……ルーフェイの膣内は処女であることを考えても狭く、俺の逸物を強烈に締め付ける。

「入ったぞ、すぐに終わらせるからな。痛かったら俺の背中なりなんなり引っ掻いていい」

　鈍化させても相当痛むはずだ。目に涙を浮かべて痛みに耐えているが、それでも嬉しそうに俺に抱きついてくる。

「ルーフェイは……嬉しいです。好きな人にされる事なら……なんでも受け入れます」

　溢れる愛液に混じった破瓜の血はかなりの量だ。相当痛いだろうに健気に微笑むルーフェイは見た目以上に大人に見えた。

「慣れれば痛みも無くなるし、気持ちよくなるから。毎晩少しずつ慣らしていこうな」

「はい……んっちゅ……はむ」

　繋がったままキスを繰り返し、おっぱいを優しく愛撫する。正直動かさなくても彼女の膣内の締め付けは強く、このままでも十分に気持ちがいい。

「んむ……ちゅちゅ……くぅん。好きです、初めて会った時から好きです」

「んっ……んんっ……あぁ俺もルーフェイを愛してるよ」

　ルーフェイの痛みに耐える健気な姿に愛おしくなり、キスを繰り返すたびに快感が高まり、段々と射精感がこみ上げてくる。

「出すぞルーフェイ、お前の子宮に俺のザーメンを注いで孕ませてやる」

「お、お股同士ぶつけなくていいんですか？」

　やっぱ所々勘違いしてるな。まぁそのへんの性教育はディアーネに任せるのが一番か。

　──ドピュ　ドピュ　ドピュ……。

「くぅぅぅん！　あったかいですぅ……あったかいのが中に入ってくるです……あぁ、まるでクリス様にマーキングされちゃったみたいです」

　マーキングって犬の縄張りを主張するアレコレだっけ？　まぁルーフェイの身体は俺以外が触れることは許さない以上間違ってはいないか？

　チンポを引き抜くと、無毛の膣穴から精液が溢れてくる。一度の射精では俺の逸物は収まらないんだが、流石にこれ以上続けるのは彼女の負担が大きい。俺はルーフェイを抱き寄せ、そのままソファに横になる。

「よく頑張ったな、ルーフェイは立派な奥さんだよ」

　頭を撫でつつキスをすると、彼女は満面の笑みで抱きつき、顔中に舌先を這わせる。頬をペロペロされるのはくすぐったいのだが、彼女の愛情なのだから甘んじて受け入れよう。

　俺たちはお互いの体温を感じながら、ゆっくりと眠りに落ちていった。









[image: ]















★　　　オリヴィアＳＩＤＥ　　　★






　サリーマ様に譲ってもらった上級士官用のテントは、ちょっとした寝室くらいの広さが有り、閉塞感によるストレスを全く感じません。わたくしたちは先程まで、並べた簡易ベッドでお喋りをしていましたが、ディアーネが眠そうにしていたので、ランプに遮光用の布を被せ休むことにしました。

　真っ暗闇の中で一人でいると色々と考えてしまいます。例えばルーフェイは今頃、旦那様に優しく抱かれているのでしょうか？　出会ってから旦那様と離れて眠ったことははないので、愛されている自信と自覚はあっても、ついそんな考えが浮かんでしまいます。

　ルーフェイは国元では成人と認められているとはいえ、まだまだ精神的にも肉体的にも未成熟な少女ですから、旦那様も激しくしたりはしないでしょう。優しく、慈しむようにルーフェイを抱く旦那様の姿を容易に想像できて……その姿を自分に重ねて想像してしまう。

　啄むように何度もキスをして、お互いの唾液を絡め合うような濃厚な口付けに段々と変わり、キスに感じてる隙に旦那様の手ですぐに服を脱がされてしまい、一糸纏わぬ姿に。

　旦那様の手は胸を、お尻を、秘所を弄まさぐり、あっという間に硬くて大きな旦那様のモノを受け入れられるよう蕩けてしまう。それとも、なすがままにされ快感に溺れるわたくしの反応を愉しむ為に、指と舌で絶頂するまで愛撫されるのでしょうか？

　そんな淫らな妄想をしていると、つい、指先が己の秘所に伸びそうになりますが、親友が隣で寝てると言うのに自慰なんて出来るわけがありません。頑張って眠ろうと目と瞑っても、思い浮かぶのは愛しい夫の指と唇の感触、そしてわたくしを抱きしめ包む温もり。

　そうしてしばらくの間、眠れずに悶々としていると、眠っているはずのディアーネが声をかけてきました。毛布の中でモゾモゾしてたので起こしてしまったのでしょうか。

「オリヴィア、どうしたの？　寝心地悪かった？」

「そんなことないわ、テントって珍しいから……ディアーネも眠れなかったらまたお喋りする？」

　ランプにかけた布を取り、再びランプの灯火に照らされるテントの中。薄手のネグリジェ姿のディアーネは、女のわたくしですら見惚れてしまいそうな程に綺麗です。彼女との結婚を拒んだ方の気がしれませんね。

　政治的な理由で早めに結婚する場合もありますが、基本的に子供を産むのに無理がないよう、貴族の令嬢は大体十八歳前後に結婚します。例の件婚約破棄がなければ、十八歳のディアーネがここにいる事も、旦那様に嫁ぐ事もなかったでしょう。

　ディアーネはわたくしの眠れない理由を察したのでしょう、簡易ベッドに入ってきて手を握ってくれました。親友の手の温もりに、もやもやした心が少しだけ晴れた気分です。

「大丈夫よ、クリス様に一番愛されてるのは間違いなくオリヴィアなのだから。私が妬いてしまうほどにね」

「ディアーネだってとても愛されているわ……それに一番旦那様のお役に立っているのは、間違いなく貴女だもの……わたくしなんかよりもずっと」

　例えば今回の旦那様とルーフェイとの結婚は対外的に『魔王種の魔核の対価として王から姫を与えられた』となります。多少事情が異なっても、建前としてそういうことになりますし、おそらくこの結婚は脚色され美談として民に広まることでしょう。

　姫を娶るために魔王に挑む勇者、民衆の好みそうなお話ですね。それが国益になる縁談であれば、なおの事喧伝し、その過程で旦那様の勇者としての名声はクレイターにも遍く轟くことでしょう。

　王族・貴族にとって娘とは『取引材料』であることが大前提として、見目が良く教養もあれば更に価値は高くなります。更に同じ男性に嫁いだ妻たちは姉妹として扱われ、家同士を繋ぐパイプ役となる。そうなるべく教育を受けて育ったのです。

　マーニュ王国と同様に、社会の中心が男性のクレイターでも、恐らくは似たような考えがあると思われます。

　クレイター諸島連合王国は我が国の慣習くらい調べているでしょう。あっさり決めたように見えても、その実様々な思惑があるのです。勿論ルーフェイが旦那様を好いていたことも理由の一つですが。

　まずマーニュ王国中枢への伝手。既に縁を切られたわたくしの実家は無理としても、ディアーネの実家であるメイティア伯爵家とスムーズに話を通せるのは、これから国交を結ぶ上で重要でしょう。

　次に関係の悪化が予想される帝国への牽制。個人で広域の魔物を全滅させる事のできる勇者に、王女を嫁がせた事は十分な示威となることでしょう。

　思いつく限りで特に重要なのがこの二つで、他には単純にラーロン地方への伝手、法の女神大神殿への伝手、今後重要な地位に就くであろう旦那様の子供に、人狼族がいる事のメリット。

　多少のデメリットは無視して良いくらいで、目を付けない方がおかしいですね。ルーフェイのお供の人が旦那様の人柄をしっかり見極めるべく、観察していましたからね。

「そう言えば聞きそびれたけど、ルーフェイが旦那様へ積極的にスキンシップをするように誘導していたわよね？」

「ルーちゃんは素直な子だから分かり易いでしょ？　ほとんど一目惚れ状態だったから後押ししただけよ。クリス様も甘えられると弱いというか、懐かれると可愛がる人だし……正直に言うと、クリス様の利になるようにしつつ、実家への利益誘導よ」

　流石です。わたくしが実家と絶縁されている以上、現状でクレイター諸島連合王国と深い繋がりを持つのは、旦那様を除くと直接取引の交渉を担ったカール様と、嫁いだ姫の『姉』であるディアーネの実家です。旦那様が頭角を現していく中、周囲で一番利益を享受してるのは、実はメイティア伯爵なのかも知れません。

「やっぱり一番旦那様のお役に立っているのはディアーネです。これから旦那様が興すであろう家にとって益になることばかり……わたくしなんて……」

　男性恐怖症でまともに人前に出られませんし、実家とも縁が切れているのでパイプ役にもなれません。閨の技術はディアーネにとても及びませんし、ルーフェイのように可愛らしくも……そんな暗い考えが頭から離れないでいると、ディアーネの胸元に抱き締められ……。むぐ、わたくしより大きな胸に顔を挟まれると呼吸がしにくいです。

「貴女以上にクリス様の妻としてお似合いの女性はいないのだから、自信を持ちなさいなお姉ちゃん」

「お姉ちゃんって、ディアーネの方が年上じゃない」

　抱き締められて頭を撫でられている姿は、どう見てもディアーネの方が姉に見えますよ。

「複数の妻がいる場合、正妻が長女って事になるのは知ってるでしょ。それともお姉様って呼ぶ？」

　十七歳のわたくしが十八歳のディアーネに姉呼ばわりされるのは、止めてもらいたいです。わたくしとしては旦那様の傍にいられればそれで満足なので、ディアーネが長正女妻でも良いんですよ？

「クリス様はその辺り無頓着だけど、ちゃんと決めておかないと揉め事になりかねないのよ。多分これからクリス様に嫁いでくる女性は沢山いるから、考えておかないと駄目よ？」

　そうしてしばらくの間、これから増えるであろうクリス様の妻たちとどう向き合うか？　屋敷内でどんな決め事をするのかなど。ディアーネと話している間に瞼が重くなってきました。

「そろそろ眠くなった？　リラックス効果のあるお香が効いたみたいで良かったわ」

　香水かと思ったらお香だったのね、ありがとうディアーネ。わたくしは眠りに落ちる直前に、大好きな親友を抱きしめた。

「あ、あらぁ……ちょっとオリヴィア離れなさい。抱き着かれたまま寝られたら、狭いベッドだからはみ出ちゃうのよ……」

　臆病な私の親友でいてくれてありがとう……大好きよディアーネ……。

「こ、こら、放しなさいってば。身動ぎしたらベッドから落ちるから……ってもう寝てるの」

　とても安心できる逞しい旦那様の腕の中とはちょっと違いますが、ディアーネの肌は柔らかく良い香りがします……。





◆　　　◆　　　◆






　ルーフェイとの初夜は、未成熟な彼女の身体に負担をかけない為に、早く終わらせたので、いつもより早い時間に目が覚めた。まぁ寝たのが早かったからな、普段は夜遅くまでオリヴィアとディアーネを抱いてるからな。

　ふと、頬に柔らかい感触を覚え、目線を向けると、先に目を覚ましていたらしいルーフェイがキスしてくれたようだ。照れたような笑顔が朝日に照らされて輝いている。子供のように見ていたルーフェイが一瞬大人びて見えてドキッとした。

「おはようルーフェイ……んっ」

「くぅん……んむっちゅ……ちゅ」

　朝の挨拶のあと、唇を重ねる。舌を絡ませ、互いの唾液を味わう。唇を離すと夢見心地といった風情の幼妻は、俺の胸元に抱きつき甘えてくる。こちらも負けじと片手で尻尾のモフモフとした感触を楽しみ、もう一方の手で頭や背中を撫でる。

「わふぅん、クリス様ぁ……わふぅ、しっぽの触りかたが……くふぅん、いやらしいです」

　尻尾は敏感なのか、顔を赤くしつつも蕩けた表情に変わる。尻尾の先からつけ根まで丹念に手櫛で梳き、小さいながらも柔らかいお尻に手を伸ばす。その間、されるがままのルーフェイは、恥ずかしそうに俺の胸元に顔を押し付けてしまい表情は見えない。尤も可愛い尻尾がブンブンと振られてるので、嫌ではないだろう。

「ルーフェイ、昨日は痛いのをよく我慢してくれたな。よく頑張ってくれた、可愛すぎてますます好きになったよ」

「えへへ……クリス様に喜んでもらえて嬉しいです」

　胸元から離れ、上目遣いの無邪気なその笑みの破壊力に、つい押し倒したい衝動に駆られたが、なんとか我慢する。お互いに全裸のままなので、このままイチャイチャしていては、我慢できずに昨夜の続きに突入するのは確実だ。

「風呂に行くぞ、昨日は汗かいたからさっぱりしよう」

　どうせ結界で誰も入れないのだが、一応バスローブだけ着て、裸のルーフェイをお姫様抱っこで運ぶ。

「わぅん！　わ、私も着るものください、裸のままお外なんて……んむぅん」

　反論はキスで封じて馬車を降りる。昨夜の暗闇の中、月明かりで白く照らされるルーフェイは、まるで妖精のような可愛らしさだったが、明るい日の下でよく見ると、小柄で全体的に幼い印象ではあるものの、しっかりと女性らしいスタイルをしている。

　さて、すっかり温くなったお湯で汗を流し、一緒に浴槽に浸かる。ルーフェイは俺の膝の上で、向かい合う形で座らせている。お尻の感触が実に素晴らしい。ニコニコと上機嫌な笑顔にこっちも自然と頬が緩む。

　そうして温いお湯に浸かりながら、ルーフェイに頬を舐められたり、お返しにお尻を撫でたりしながら、イチャイチャしてると、オリヴィアとディアーネもやってきた。彼女たちも今日は早く目が覚めたようだ。

「おはようございます旦那様。ルーフェイ、昨夜は大丈夫だった？」

「わぅん！　あ、あの……その……痛かったけど……幸せです」

「あらあら、これは帰り道でお話を聞くのが楽しみね。おはようございますクリス様」

「おはよう二人共」

　二人は軽く寝汗を流すと、浴槽に入り俺の腕に絡まる。右手はオリヴィアのおっぱいの谷間に挟まれ、左手はディアーネの太股に挟まれる。膝の上にはルーフェイが陣取ってるし、ああ、なんだ天国はここにあったのか。

　しばらく感触を楽しんでいると、オリヴィアが俺の肩にもたれかかり頬にキスしてきた。

「旦那様……朝から元気でいらっしゃるご様子ですので、わたくしにも分けて頂けませんか？」

　そう言って俺の最大まで勃起した逸物にそっと触れる。まぁ美少女三人にお風呂で囲まれていてはこうなるのも当然、バレないわけがないか。

　風呂を出て、浴槽の縁に腰をかけると、オリヴィアはチンポを口に含み奉仕してくれる。彼女の左右にディアーネとルーフェイも跪き、玉袋やオリヴィアの口に入りきらない竿の根元の部分に、舌先を這わせる。

　くっ、フェラチオの上達もあるんだが、オリヴィア、ディアーネ、ルーフェイとタイプの違う美少女が、揃って俺のチンポに奉仕してる淫靡な光景に、いつも以上に興奮してしまう。

　オリヴィアの小さな口で肉棒の先端を含まれ、敏感な部分を舌先で刺激され、物凄く気持ちが良い。ディアーネが、肉棒に舌を這わせながら上目遣いで俺を見つめる姿は堪らなくエロい。

　ルーフェイだけはどうしていいのか分からず、ディアーネの真似をしてるだけのようだが、その拙い様が初々しく可愛らしい。

　もうちょっとこの光景を堪能したかったが限界だ。両手でオリヴィアの頭を撫でる、夫婦間で決まってる、フェラチオしてる時にそろそろ出そうだというサインだ。サインを受けたオリヴィアは腰に抱きつき、より深く俺のチンポを飲み込み、舌の動きが激しくなる。

　吸い付かれた限界間近のチンポは、美少女三人のフェラチオで昂った性欲をオリヴィアの口内に解き放った。結構な量を射精したが、オリヴィアは俺の精液を一滴も溢すまいとしている。

「んっ！　んく……んむぅ」

　俺のザーメンを飲み干し、チンポの先端を舌先で綺麗にしてくれたオリヴィアは上目遣いで、満足した俺の表情に嬉しそうな顔をする。そんな顔で見ないでくれ……顔も性格も身体も心根も何もかも俺の理想の女に、そんな顔で見られたら……お前がヘトヘトになるまで止まれないじゃないか。

　どうやら俺は一晩オリヴィアを抱かなかっただけで──ルーフェイに不満が有る訳じゃないが──性欲が収まらないようだ。この後、体位を変えつつ五回も膣ナ内カ射ダ精シしてしまい、オリヴィアが疲れ果て、ダウンするまで夢中でセックスしてしまった。

　ちなみにルーフェイはまだ昨夜の痛みがあるだろうから、クンニと素股で何度もイカせ、ディアーネは三回の膣ナ内カ射ダ精シしたあたりでなんとか止めた。

　まだまだイケそうな感じだが、嫁三人を朝から──いや夜でも駄目だけど──グロッキーにするわけにはいかないので止めた。止めたと言うよりディアーネが、程々で抑えてくれたのだろう。

　エッチの後でも元気なディアーネが用意してくれた朝食を、食べられないくらい疲れ切っているオリヴィアに何度も謝るが、彼女は笑って許してくれた。ううう……エロいことが我慢できない旦那でゴメンよ。

　妻たちを休ませるために早く帰ろうとしてるのに、無茶して急いでオリヴィアたちに負担をかけては本末転倒だ。馬車を揺らさない程度に急いで、頻繁に休憩をとりながら帰路を進む。
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　辺境の開拓には中央と連絡を密にする必要があるので、王都でも仕事が山積みで忙しい最中、ボクが滞在する屋敷に客がやってきた。普通ならアポなし訪問なんて門前払いなんだけど、相手の身分が高いとそれができなくて困る。

「お互い忙しい身の上であるのですし、公的な場ではないので先に用件を仰ってください」

　今日は人に会う予定だけで十件もあるのだ。可能な限り余裕のあるスケジュールを組んでるのだけど、長々とお世辞の応酬をやってる暇はない。

「ボクが公爵位を賜る件についての挨拶ですか？　それとも開拓事業の融資の話ですか？　それとも……」

　目の前の壮年の男は、以前会った時と比べて別人かと疑うほど変わり果てていた。いや憔悴してるというべきか……出されたお茶に手も付けないで、じっと俯いてる。話があって訪ねたんだろうに、無言で居られても困る。こっちから水を向けてやろう。

「……貴方のお嬢さん、オリヴィア嬢の件でしょうか？　ヘルトール公爵」

　びくん……と、公爵の肩が震え、やがて覚悟を決めたかのように初めてボクを見た。なんと言うか窶やつれている分、執念じみた意志の強さが窺えた。

「オリヴィア・ヘルトールはカロリング卿の領地に厄介になっていると聞き及び……」

「ボクの領地にヘルトール家のご令嬢はおられません。誰かと勘違いしていらっしゃるのでは？　『女神の花嫁』オリヴィア夫人はヘルトール公爵家とは一切関係がない筈です」

　勘当したんだろ？　今更父親面してうちの領地にちょっかい出さないよな？　とりあえず殺気を込めて睨みつけたんだけど、弱ってはいても流石は公爵家の当主と言うべきか、ボクの殺気を軽く流して会話を続ける。

「姿絵を見ました、間違えようがなく儂の娘でございます！　娘を娶った勇者と会わせていただきたい！」

「公的な場じゃないって言ったのはボクですからぶっちゃけ言いますよ？　虐待して勘当した娘が勇者様の嫁になったからってねぇ、愛妻家の彼は公爵を嫌ってますから、父親面して近寄ったら多分殺されますよ。どうせすぐ王室が公表するから言いますけど、一人で魔王種倒すような勇者様に、公爵家の権威とかで脅しても通じると思います？」

　クリス殿は基本お人好しだから殺しはしないだろうけど、記憶消して帰らせるくらいは躊躇なくやるだろうな。愛妻家の彼が嫁を虐待してた父親なんて、多分視界にも入れたくないだろう。

　そして女神の代理人である勇者様が嫌う相手となれば、大神殿もそれに倣ならうだろうな。オリヴィアさんもかなりの人気だし、現状噂でしか知られてない虐待が、事実と分かれば……甘く見積もってヘルトール家の事業の殆どが滅茶苦茶になるんじゃないかな？

「そ、そんなつもりでは……無事な姿を一目だけでも……」

「ボクは決して仲介しませんよ、彼を怒らせたくないのでね。ラーロン地方に来るならお忍びでどうぞ、決して誰にも行き先を教えないでくださいよ？　貴方が路地裏で冷たくなってた場合、忙しい最中に事故死になるよう建前を整えるとか、余計な手間をかけたくないですからね」

　しかしこの豹変ぶりは例の呪いが解けたせいかな？　愛情が裏返って憎悪になるって聞いたけど、それがなくなって愛情を抱いていた娘に対する行いを思い出したって事か。悪いのはビッチアンジェリカなんだろうけど、同時に彼の娘が原因とも言えるし。

「彼女の生母や祖母は、虐待はしてないどころか味方であったのは聞いてます。義母であれば勇者殿も無下にはしないでしょうから、女性であれば面会できる機会を設ける事を約束します。ご存知でしょうが、丁度大々的に開拓を開始する前に催す式典が、近々あるので参加なされるのでしょう？　奥方であればヘルトール公爵家の者として不足はないでしょう」

　我が国において大きな事業を前に催す式典は、関係者の意思統一を図る意味でも、利権的な擦り合わせの意味でも非常に重要だ。この手の式典は当主か跡取りが出席し、都合で無理な場合でも、名代として一族の男子か地位のある家臣を出席させるのが普通である。

　しかし「この事業に我が家は不干渉でございます」と周囲に知らしめる場合には、女性が参加するのが暗黙のルールである。

　当然だが女性といっても家族でないといけない。当主の妻や娘、母親なら何も問題はない。遠縁のお嬢さんでも、ちゃんと挨拶をこなせば大丈夫、不参加の表明だから煩く言う人間は殆どいないからだ。しかし一族以外、赤の他人を名代にしてしまうと、自分たちの事業を侮ってると受け取られ、不参加の方がまだマシとなる。こういうしきたりは古今何処にでもあるものだが、ホント面倒くさい。

「うっ……では、儂が娘に謝罪するのは……」

　悪いんだけど、ボクと同格以上の公爵家なんかに事業参加されると、影響力が強すぎる上に、気を遣わなきゃいけないから困るんだよ。他の二家には話を通してるけど、アンタの家はゴタゴタしてて連絡つかなかったからな。

「手紙でも持たせてください、男性を式典に参加させても構いませんが、オリヴィア夫人に近寄ったら勇者殿に排除されるでしょうね。重ねて言いますが勇者殿は愛妻家ですよ」

　現状王国に三家──ボクを含めればこれから四家になる──しかない、公爵家の協力を得られれば資金や人材の面で助かるのは確かだ。しかしボクの指示を無視する派閥なんて出来たら困るし、後になって利権を要求されるのも鬱陶しい。

　国王オヤジの言うように味方は増やすつもりだが、それは寄より子ことしてだ、有り体に言えば子分だ。開拓によって発生する利権を得られるのは、ボクに味方する者、いや部下になる貴族だけにしないといけない。

　ボクの意図を読んだのか、ヘルトール公爵は妻と母を式典に参加させるとだけ言って、力なく帰っていった。

　この事はクリス殿とオリヴィア嬢に伝えておくか。嫁の母や祖母が訪ねて来ると知れば、貴族として恥ずかしくないように、立ち振る舞いの特訓に終始してくれれば万々歳だ。頼むからこれ以上功績挙げないでね、報酬とか考えると頭と胃が痛くなるから。

　そう言えば国王オヤジがアルチーナを勇者殿に嫁がせたがってたな。婚約者の筈のヘルトール家の跡取りは確か二十歳だけど、未だ婚姻を結んだと言う話は聞かない。アルチーナはボクと同い年の異母妹で十五歳だ、噂では十八歳になるまで待ってると聞いたが、跡取りがシスコン拗らせてるのが実情だろうな。

　どうせ開拓が始まれば戦力として活躍するのは間違いないし、報酬の名目で嫁がせるのも良いだろう。それまでは無理することはないか。

　アルチーナの生母は、身分は低いのだがその美貌は絶世の美姫と称えられ、国王の側室に召し上げられた女性だ。母親によく似たアルチーナは少々キツめの顔立ちながら、兄のボクから見ても素晴らしい美少女だ。まぁスレンダーと言うか凹凸の少ない体型だがな。

　つい昨日も妹と話したが、追放されたオリヴィア嬢を心配してたそうだが、勇者と結ばれた事を知り我が事のように喜んでいた。多分今の婚約を解消して、勇者に嫁げと言われても、それほど抵抗なく受け入れそうだ。オヤジがそれとなく話してるのかもしれない。

　まぁオリヴィア嬢とディアーネ嬢を侍らしてるのだ、ぺったん娘のアルチーナが混ざっても浮くだけか。無理に今すぐ婚約を白紙にすることもないか……ボクはこの判断を領地に戻ってすぐに後悔する事になる。
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　ボクの名はカール・マーニュ。このマーニュ王国の第二王子だが、八歳にして辺境のラーロン地方へ追い出された……そう追い出されたのだ、ただ立場が丁度いいと言う理由だけで。

　ラーロン地方を治める辺境伯、ロジェ・カロリングは子宝に恵まれず、娘が一人いるだけで世継ぎになれる男児がいない。その上病に臥せているので、王家に打診しボクを婿養子として世継ぎにするためだとか。

　将来は新たな公爵家の祖にしてやる、とか。お前なら更に国を富ませられると信じてる、だの。馬鹿かボクは八歳だぞ。

　ボクは辺境へ向かう馬車の中で、暖かい王都から、何もないと噂で聞いてる田舎へ引っ越すのが嫌で嫌で、不機嫌さを隠しもしなかった。なによりも呑気に見送る父や兄を見ると、腹の底にどうしようもない不快なよくわからないナニカを感じてしまう。

　どんなに嫌でも馬車は進む。ボクの体調を気遣ったのかゆっくりとした馬車旅も終わり、ラーロン地方に到着した。寒い……冬でも温暖な王都と違い、広大な草原から吹く乾いた風が辺境の地で最初に感じた事だった。

　カロリング辺境伯の屋敷に着くと、病気で動けない彼に代わり、辺境伯の妻ブラダ夫人と娘のデシデラータが出迎えに来た。そういえばボクは婿養子になるんだから、このデシデラータがボクの婚約者か。

　同い年とは聞いてる、可憐で儚げな少女という評判も聞いてる。けどその時ボクは、痩せっぽちで背が低い彼女にあまり興味を抱かなかった。王都の貴族令嬢は子供でも着飾っていて、彼女はガリガリの貧相な田舎娘にしか見えなかったからだ。

　ボクを歓迎すると称して催された会食も、その後の婚約者であるデシデラータと二人きりでのお喋りも無難にこなした。何を話したかはよく覚えてない……表に見せないだけで、不満がかなり溜まっていたのをこの時は自覚してなかった。

　辺境に追い出されてから、ボクの胸に溜まっていった黒いドロドロとしたものは……表には出せないまま、ゆっくりと、そして着実に心の奥底に積もり……。
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「カールって序盤のかませボスじゃねぇか！」

　女神トライア大神殿の一室でボクは絶叫した。あ、王都からついてきた護衛の騎士が、驚いて椅子から転げ落ちた、悪いと思ったが護衛の騎士がそんなんで大丈夫か？

「カ、カール様！　目を覚ましたのですね!?　良かった、本当に良かった……えーと良かったです！」

　起きて早々訳の分からない事を叫んだせいか？　勢いよく起き上がった護衛の騎士は、目を覚ました事に喜んではいても、どう対応して良いか分からず混乱してるようだ。一応貴族だろ君、もうちょっと語彙は無いのか？

「あぁっ！　良かったです！　カール様に万が一があったら私は……私は……」

　ああ、すまんね七歳の公爵令嬢幼女に熱を上げたせいで、厄介払いも兼ねて辺境に左遷された、法衣男爵バル家五男のランゴ君。ボクに何かあったら君の実家ピンチだから不安になるよね。16歳で彼女無しのまま実家追い出されたくないのは分かるよ。

「驚かせたか、済まないランゴ」

　まぁ彼が落ち着かないのも無理はない、何といっても女神の神殿で洗礼を受けてる最中に、いきなり熱出してぶっ倒れたんだから。

　洗礼と聞くと大仰な儀式を思い浮かべるかもしれないが、なんのことはない、ただの引っ越しの挨拶だ。その土地でもっとも信仰されている神に「これからこの土地に住みますよ」と宣言するだけ。そういう習慣があるので、神殿では戸籍の管理とかもやってる。

　一般人だと、窓口担当と少し話してからお祈りすれば終わりなのだけど、ボクは王族なので洗礼には街のお偉いさんが来ていたのだ。そのせいでちょっとした騒ぎになってしまったらしい。

「怠かったり、目が霞んだりしていませんか？　今すぐ神官様を呼んで参りますので、このままお休みになってください」

「ああ大丈夫だよ、後同行してくれたブラダ夫人と、デシデラータにも大事は無いと伝えてくれ、カロリング卿も気が気じゃないだろう」

　分かりました、と元気良く返事して部屋を出ていったランゴ君……君は一応護衛の騎士じゃなかったっけ？　神殿は安全とは言え、ベッドの脇に呼び鈴あるんだから人を呼びなよ。まぁ自分に出来ることは自分でやるのは、良い事だと思うけどさ。

　駆けつけた神官さんから聞いたところ、寝込んでいたのは丸一日らしい。当然ブラダ夫人とデシデラータは既に屋敷に帰ってるが、もうすぐお見舞いに来る予定だとか。

　ランゴ君の話だと夫人はボクを心配するあまり、土下座する勢いで神官たちに治癒を頼み込み、デシデラータは大人に引き剥がされるまで、ボクの傍を離れず大泣きしてたらしい。

　心配かけて申し訳なく思う。確かに多少打算もあるんだろうけど、昨日会ったばかりのボクが倒れた件に真剣になってくれたのは分かった。情の深い人達なんだろう。

　だからこそ前世の記憶を持つ……いや『与えられた』現在、彼女たちの行く末に胸が痛くなる。そう、前世だ。洗礼を受けている最中に不思議な声が聞こえて……。




「ああ、やっと目が覚めたかい、死の女神ペルフォネだ、よろしくな」

　そうそう、こんな感じの、例えるならあまり人に会わない生活してるせいで、女子力壊滅した嫁ぎ遅れのような……って誰だよ！

「だからぁアタシは神だって、だから考えてる事も分かるぞガキンチョ、神話くらい勉強しろ旦那いるからなアタシは」

　どこからともなく聞こえてくる胡散臭い声、慌てて周囲を見渡すが誰もいない。いやいや、ここは法の女神の大神殿だぞ、不審者が入れる筈がない。

「家主のトライアには許可貰ってるよ。まぁ聞け、知恵の加護をくれてやった。人死がないようになんとかしろ」

　人死……ひょっとして物語ゲームと同じ展開が起きるのか？　まてまてここは現実だ、その証拠にボクは生きてる。ゲームの世界なんてあり得ない、ここは現実だ……。

「勿論ゲームの世界ではない。創作を生業とする人間はな、稀に異世界の『歴史』が見えることがあるのさ、そういうもんだと思っとけ」

　歴史……ボクの記憶にある前世でプレイした【女神の紋章】と言うシミュレーションＲＰＧの世界にこの世界は酷似している。女神の言葉が本当なら製作者は『この世界の歴史』を無意識に垣間見て、物語を作り上げたということか。

　とりあえず必死に前世の記憶の中から物語の知識を思い出す。

　この物語の主人公はマーニュ王国の騎士で、ボクの兄であるマーニュ王国王太子オルランド・マーニュに側近として抜擢される場面から始まる。

　粗筋としてはこのラーロン地方と、隣接するリーテンブ帝国との、周辺国を巻き込んだ大戦を描いた仮想戦記。王太子、そして後に王となるオルランドを支える忠臣の物語。

「ボクって帝国に反乱を唆そそのかされて操られて序盤に、しかも新キャラの見せ場の為にあっけなく殺やられるポジションじゃないかぁぁぁぁ！　死にたくねぇぇ！」

　ヤバイ、何がやばいってこのゲームは、主人公の最序盤の行動や出自でルートが幾つか分かれる。しかしどんなルートでもボクカールは死ぬ、国を裏切った愚かな第二王子として殺される。

　それで領主が不在で両国の丁度中間にあるこの領地は、物語ゲーム全編を通して奪ったり奪われたりと、何度も戦火に巻き込まれるのだ。当然巻き添えになる人は大勢いるだろう。

　ゲーム中の会話の中で、帝国に操られたボクは死の間際まで信じてくれた義父を裏切り、そして義母と妻をも斬ったとされる。死んだ後もゲームキャラから随分とヘイトを集めてたなぁ。

　歴史なのになんで複数ルートがあるんだって？　主人公が現れる段階だと、どうとでも歴史は分岐するので『そうなる可能性が高い』歴史を創作者が見たのだという。

　もっとも遊戯ゲーム的な都合も少し加味されてるみたいだけど。例えば仮にも王太子が、盗賊の娘と恋仲になるなんて普通は無いからな。けどそうしないと女性主人公と恋愛できないし、お気に入りキャラ同士結ばれるようにする人もいるだろう。

「そうさ、現世で信仰されてないアタシじゃ勇者にしてやるってのは無理だが、前世の知識って加護をくれてやった、だから可能な限り死人は無くせよ」

　確かペルフォネ様って、普通の人はお葬式の時にしか祈りを捧げたりしない。お葬式を取り仕切る仕事の人でも別に信仰してる訳でもない、言い方は悪いけどドマイナーな女神様だ。

「ああ、ちなみに冥府に住んでる人間は、全員アタシの信徒みたいなもんだからな。生きてる連中の面倒見なくても、信仰が無くなったりしないから楽な立場なんだがね。その代わり死んだ奴の魂を転生させたりとかして、面倒見なきゃならんのだが」

　天寿を全うした人は基本素直にペルフォネ様に従う。だけど事故とか戦争で亡くなった人は、自分が死んでることを認めないで、冥府から逃げて幽霊になったりする場合が多いので面倒くさいらしい。

　だから大量の戦死者が出るであろう未来をなんとかするべく、ボクに加護をくれたってわけか。

　動機は不純だが、ボクにとってはありがたい。幸いボクはまだ八歳だから……ゲーム開始時点で十六歳なはずだからまだ八年あるな、死んでたまるかこの領地で幸せを掴んでやるぞ。

「そうそうその意気だ、なにせアタシが楽をするためだからねぇ。巻き込まれて死んだ人間なんぞの面倒を見るなんてやってられないよ、世話してやるのは自然死だけで十分さ」

　そうして胡散臭い声は消えていった。前世で知った物語、いやボクから見ると可能性の高い未来の話か……帝国に操られるなんて真っ平ゴメンだ。この時点でボクが反乱する未来は無いと思うが、色んな所と連絡を密にしておこう。

　そして八歳の身ではろくに飲み込めなかった感情が今でははっきりと分かる。

「死にたくもないけど、その前に、前世の知識が手に入った今はっきり分かった。ボクは父と兄に物凄くムカついてるんだ、反乱は起こさないけど思い知らせてやる！」

　のほほんとした笑顔で八歳児を実家から送り出すんじゃねぇよ、心配してくれたの母上だけじゃないか！

　前世のボクが住んでいた異世界とやらが文明の進んだ世界で良かった……この地方を王都以上に発達させて、お前らのご自慢の王都を時代遅れの古臭い田舎呼ばわりしてやる！
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　あれから六年が経ち、ボクが十四歳になったある日一通の手紙が届いた。

「カール様、リーテンブ帝国からまた来ました。しかも今回は帝室からですよ」

　ああ、またか懲りないな連中、毎回毎回表面上は当たり障り無いけど、よく裏を読むと反乱唆す内容ばっかりなんだよな。まぁ毎度親父に送ってるし、頻繁に顔を合わせてるから疑われてはいないけどさ。

「まったく、帝国はカール様をなんだと思ってるのでしょう！」

　たまたまボクにお茶を出そうと、傍にいたデシデラータもウンザリした表情だ。手紙の内容を知れば当然だろう。今の境遇に不満だろうとか、帝国の姫を娶らないかとか……仕事も家庭も不満だらけなの前提で書くなっての。

　こっちは領地を発展させるに忙しいんだよ、なによりボクはデシデラータに不満なんて無いんだから。

　初めて会った時はチビで痩せっぽちだったデシデラータだが、今では随分と女性らしくなり、十四歳になって少々早いと言われたがつい先日、正式に結婚し夫婦となった。

　だってねぇ……ボクがペルフォネ様から加護を受けて、病気がちの義父を説得し、領地運営の陣頭指揮を執るようになってから早六年。

　物語ゲームだと、子供を産むのが難しいくらい病弱だという話の彼女は、食糧事情が改善したおかげか十四歳にしてけしからんエロボディ……ゲフンゲフン！　美しく健やかに成長してくれた。

　ボクが色々する前は正直辺境の食糧事情は貧しいの一言だ。平地は多くても魔物が多いので農地は足りない。王都から食料を買うにしても輸送代の分高い、民間レベルでは交流のある帝国からの輸入は足元見てるのかもっと高い。

　帝国は寒冷な気候だが土地は肥えており、水も豊富なので麦を始め穀物などの栽培が盛んで、友好国というかほぼ属国の近隣諸国には非常に安価で輸出してる。まぁ胃袋掴むのは基本だわな。

　現状打破するのに頑張ったよ。生きる為には強くならないと駄目だから、前世知識によるなんちゃって格闘技で弱い魔物を相手にしてたら、才能があったのか、それとも加護のおかげか、今では大型の魔物を素手で撲殺可能だ。

　物語ゲームのカールは剣士だから、意識的に剣士以外の戦い方を試してたら、いつの間にか武道家グラップラーとして一目置かれるようになっていた。鍛えたら鍛えただけ強くなるから途中から楽しくなってね、だって漫画とかで使ってる技を簡単に再現できるんだもの。

　魔法を使う才能は一切ないのは残念だけど、無いなら無いで身体を鍛えるのだ。少し前に王都に行った時、内緒で騎士の訓練に混じって、ついでに兄貴をボコったのは楽しかった。つーか物語で最強クラスの筈なのに、なんであんな弱いんだ兄貴は？

　反面、最初は泣きながら剣を振るっていたランゴは、魔物の群れに何度も突撃させた。そうしたらいつの間にか歴戦の勇士じみた貫禄を得るようになり、今では筆頭武官として一目置かれている。やっぱ実戦積まないと強くなれないのかな？

　ともかく、魔物が多いってことは餌が多いって事だ。魔物の駆除を終わらせ、生えてる草とか念入りに調べたら、なんとジャガイモが大量に自生してた。その場で女神の神託を受けたとか言って大規模農園造らせたよ。

　自生してるだけに土地に合ってたのか、既に輸入しなくても問題ない、むしろ輸出出来るくらいの収穫量だ。他にもこの領地にはジャガイモだけでなく、大豆を始め日本でも馴染みのある植物が、手つかずの土地に大量に自生してたので、とにかく女神の啓示を受けたとか言って農園と加工工場を造った。

　土地柄的に法の女神様に感謝の祈りを捧げる領民たちだが、やってもいない事で祈られたら、女神様も困惑するんじゃなかろうか？　益やく体たいもない事考えながらもボクは休まずに最前線で拳を振るい、魔物を駆除して農地を拡大していった。

　特に大豆油とか作って見せたら領民に泣いて感謝された。作れば作っただけ売れるし、需要も尽きない。味噌とか醤油作りたかったけど、作り方知らんし調味料よりまず油だ。日本と違い水も安全じゃないからね。これで一気に食べ物に関しては発展したのだ。

　絞った大豆は利用法を考えろと領民に丸投げした。いつかは豆腐とか味噌が出来るかもしれん。

　食糧事情の改善に伴い、領主の娘であるデシデラータも、すくすくと健康に育ってくれた。しかもボクにべったりで、寝る前にいつもキスをおねだりするくらい甘えてくる。ああ、ボクの嫁は最高に可愛い、だからついつい王都に行った時に、高価な石鹸とか洗髪料とかお土産に買ってしまう。

　高級な化粧品を使う事で、素材が良いのに更に磨きがかかり、ボク好みの美少女に成長してくれた。

　おまけにデシデラータの初潮がきてからは、寝室も一緒にするよう義父に命じられたものだから……前世知識があってもボクは、エッチに興味津々な14歳だったということだ……。





◆　　　◆　　　◆






　日に日に女らしくなっていくデシデラータと、同じ寝室で寝るようになってからというもの。身体が成長しきらないうちに妊娠したら母体が危険だ……と言う主張を撤回してしまいそうな毎日だった。

　ベッドは別なんだけど、寝る前に抱き付いてきてキスをねだるのは天然なのか？　狙ってるのか？　それとも両親の指示か？　自己主張の激しいおっぱいを押し付けてくる、ボクの好みドストライクな美少女を前には些細な疑問だった。あざとい？　だから良いんだろうが！

　その晩、デシデラータといつものように寝る前のキスをして、寝るつもりだったのだが、髪から仄かに漂う花の香りにドキッとした。

「そ、そのカール様がプレゼントしてくださった洗髪料を使ってみたんです。その……どうですか？」

「良い香りだよ、爽やかで少し甘い香りが、デシデラータに合うと思って買って来たけど、正解だったね」

　髪を撫でてあげると、上目遣いでボクを見るデシデラータは途端に真っ赤になってベッドに潜り込んでしまう。うんうん、いつもあざとい感じで甘えてくるんだけど、本人恥ずかしがり屋だから毎晩こんな感じだ。

　可愛いデシデラータをあまりからかって困らせる趣味は無いのだけど、その日はちょっと悪戯心が湧いて、デシデラータのベッドにボクも入ってしまったのだ。

「きゃっ！　カ、カール様お戯れを……」

「デシデラータの髪の香りが気に入ってね。それともベッドに入られるのは嫌かな？」

「あうぅぅ……嫌だなどとあり得ません」

　我ながら卑怯な言い方だったけど、嫌でないならＯＫだと解釈し、ベッドに丸まってるデシデラータの髪に顔を寄せ香りを堪能する……うん、ボクの婚約者は恥ずかしさのあまりプルプル震えてるよ。

「可愛いデシデラータに背を向けられるのは残念だな、ほら手を退けて？　顔をもっと良く見せて」

「だ、だめぇ……あわわわ……んみゅ！」

　ちょっと強引に顔を向けさせ、いつものような唇で触れ合うだけのキスではなく、彼女の口内に舌を侵入させる。

　いやね？　恥ずかしがるデシデラータが物凄く可愛くて、ボクからキスして抱きしめたらどんな表情するのかなぁと、思っちゃって……つい、ね？　後にして思えばその日は水場に陣取ってた亀みたいな魔物倒して食ったな。っていうかアレ巨大スッポンだったような気がしないでもない。

「ひゃっ！　カ、カール様！　……んっんふぅぅ」

「ちゅ……ん、ふふ、可愛いよデシデラータ。ほらもっと身体をこっちに向けてね」

　ベッドに背中を丸めて縮こまってるデシデラータを圧し掛かるように押さえつける。恥ずかしがって顔を覆っている手を掴み、彼女が痛くない程度の力で引き剥がす。

「あ……カール様……」

　大きな瞳を潤ませ、羞恥と……期待を含んだように頬を染める、可愛い婚約者の表情に、堰を切ったかのように愛情と、隠そうにも隠し切れない情欲が溢れる。

　気が付けばキスだけではなく、右手は彼女の豊満な胸を揉みしだき、左手は彼女の寝間着の紐を解いていた。

「やっ……あっ、は、恥ずかしい……みないでぇ」

　デシデラータは下着を身に着けていなかった……肌はだ蹴けた寝間着の隙間から手を差し込み、綺麗に手入れされた痴丘に触れる。初めて触れる女性のアソコは思った以上に熱く、そして微かに湿り気を帯びていた。

「少し……濡れてるね、感じてくれてるんだ」

「はうぅぅ……そ、その……寝室を同じくしてからは、いつでも求められても良いように。準備と……覚悟はしてました」

　恥じらいながらボクをまっすぐに見つめる婚約者の表情に、もう我慢なんて出来なかった。両脚を掴んで開脚させると同時にオマンコに顔を押し付け、いまだ誰も触れたことも見た事もないデシデラータのヴァギナに、そしてクリトリスに口づけ、舌で愛撫する。

「ひゃ！　んふぅぅ……だめぇカール様、そんなところ……あっあっあぁぁぁ！」

「もっと濡らさないと痛いと聞いたから。初体験が痛いだけなんて嫌だろう？」

　正直、自分でも何をしてるのか良く分からないくらい緊張して、無我夢中で彼女の処女孔を舐めていた。クンニで感じさせようとか、そんな考えは彼女のオマンコを見た瞬間吹き飛んだ。

「デシデラータ！　濡れてる、ボクにオマンコを舐められて濡れてるよ」

「やぁぁ！　言わないでください……音を立てないでぇ……」

　デシデラータのオマンコはクンニする前に比べて間違いなく水気を増していた。意識してなかったけど乱暴な舌遣いのせいで、水音が彼女まで聞こえてしまい、それがより彼女の羞恥を煽る。

　恥ずかしいのか、抵抗するようにボクの頭を微かに押してくるが、毎日魔物と戦ってるボクに対し、箱入りのデシデラータでは余りにも非力すぎて、抵抗とも思えなかった。

　脚を閉じようにも秘所に顔を埋めてる形だし、すべすべの太股に顔を挟まれる感触が更に興奮させてくれる。

「んはっ……んっ！　んんっ……ん〜〜〜〜〜ッッッ！」

「はぁ……はぁ……感じてるんだね、声を抑えないで、デシデラータ」

「だって……はずかしい……ひゃ！　くっ……んふぅぅぅ！」

　ボクの唾液なのか、それともクンニで感じてくれたのか？　デシデラータのオマンコからは粘度のある液体が垂れ落ち、シーツを濡らしてる。

「これだけ濡れてれば……デシデラータ、良いかい？」

　ボクが何を求めてるのか察したのだろう、潤んだ目でボクを見つめる彼女は……少しの躊躇の後、はっきりと頷いた。

　身を起こしたボクは邪魔な服を脱ぎ捨て、愛しい婚約者を押し倒す。ボクの怒張を見た彼女は驚いたようだけど、すぐ覚悟を決めたようにボクに抱き着いてきた。

「い、いくよ？　痛かったりしたら、ボクの背中とか引っ掻いたり、叩いて気を紛らわせてくれ」

「私は……カール様のなされる事でしたら……なんでも受け入れます。愛して……いますから」

「ボクもだ！　ボクもデシデラータを愛してる！　だから……だから君をボクのモノにする！」

　痛いくらいに勃起した怒張を、ぴったりと閉じた割れ目にあてがい押し込もうとするが……なかなか狙いが定まらず上手く挿入できない。

　次の瞬間、ほっそりとしたデシデラータの手がボクの肉棒に触れて、自分の処女孔に導いてくれる。覚悟を決めたのか、ボクを見る彼女の表情は優しく、全てをボクに委ねるかのように身を寄せてくる。

「愛してます、私の王子様……あの日、初めて出会った日から、ずっと貴方を見てました」

「ボクもだ、ずっと不安だった毎日で、いつも傍にいてくれてありがとう」

　焦ったせいか、なかなか挿入に手こずったが、なんとかボクの肉棒は徐々に膣内に埋まっていく。

「んっんん〜〜ッ！　カール様！　カール様ぁぁぁぁぁ!!」

「ううう、キツイ……痛くしてごめんよデシデラータ、一気に奥まで挿れるからね！」

　彼女の腰を掴んで一気に押し込むと、微かな抵抗の後……ボクの肉棒は根元まで彼女の膣内に埋まる。

「はぁ！　んあぁぁぁぁぁ!!」

　信じられないような快感、ボクがデシデラータの処女を貰ったんだ。その事実に頭の中が真っ白になり、ぎゅうぎゅうと締め付ける膣壁に己の欲棒を擦りつける。
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「カール様……あぁ……ちゅ」

　歯を食いしばって痛みに耐えていたデシデラータだったが、処女喪失の痛みに涙が零れてもなお、微笑んでボクにキスをしてくれた。

　処女を捧げてくれた婚約者のキスに愛おしさが込み上げ、愛情が更に彼女の肢体を求める。止まらない、初めて味わう女性の膣内に夢中になり、デシデラータを更に強く抱きしめる。

「あっあっあっ！　んあ、だめぇそんな動いたら……あぁん！」

「ごめんよ止められない、気持ち良すぎて……」

　だめだ、これ以上動かしたらボクが耐えられない。気持ち良すぎて腰を振るのが止められない。

　膣壁の感触はあまりにも気持ち良くて、あっさりと限界に達してしまう。

「出る！　デシデラータの膣内が気持ち良すぎて……」

　肉棒をデシデラータの膣奥に押し込むと同時に、精液を大量に吐き出す……あぁオナニーなんか比べ物にならない、信じられないくらい気持ちいい。

「んあぁ……ビクビクしてるのが分かります。温かいものが私の中に……」

　お互い、身体を押し付け合うように抱き合ったまま。性器同士繋がったままで、ボク達は意識を失うかのように眠りについた……。
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　義父母はボク達が一線を越えたのがすぐ分かったのか、次の日の朝には大神殿に連れられ、大神官から祝福を授かり正式に夫婦になったのだ。

　祝福を授かると子供ができやすく、出産のとき負担が少なくなるそうで、この世界では死産や産後の負担で死亡とかは、余程の事が無い限りありえないそうだ。

　ちなみに義父は物語ゲームだと、とっくに他界してるのだが、娘同様食糧事情の改善に伴い快方に向かい、今では毎日元気に牛の乳を搾ってる。毎朝搾りたてのミルクを飲むから、デシデラータも立派に育ったのだろうか？

　なんか牛の世話をすることに生きがいを感じたようで、今の義父を見て辺境伯だと思う人は居ないだろう。おそらく十人中十人が酪農家のおじさんだと信じるに違いない。

　実際すでに辺境伯じゃないけどね。ボクの結婚と同時に隠居したので、ボクが正式にカロリング辺境伯家の当主だ。だからこその帝室からの手紙だろう。

「内通を『疑わせる』のも堂々と手紙を送った理由だろうさ」

　渡された手紙を読んでみると、今回も内容としては時候の挨拶を始め、当たり触りのない内容だった……文面をそのまま受け取るならな。

「あーうん、面倒臭くて遠まわしな表現が多いが、いつものように王国に不満があるだろ？　こっちに付けって手紙だな」

　ただ、表面的に無難な内容なんで証拠にはならない。いつも通りこの手紙はそのまま父に送るが、今回は返信の内容も一緒に送ることにする。

「ランゴ、カロリング家の家紋が入った紙を持ってきてくれ、当主として正式に返事を書く」

　いつもは無視してるのに、返事を書くと言ったボクに驚いてるようだが、言われた通りに持ってくる。

　返事には玉虫色な感じで、これからも仲良くしましょう、そういえば皇帝陛下には私と同い年の姫がいましたね、文の遣り取りでも如何ですか？　といった内容をダラダラと長文で書いてあるように見せた……が。

　高い教養とある程度裏が読める人間にはこう読める。

『俺になんか言いたいならば、貴様と家臣一同の嫁と娘の全員を、娼婦として俺に差し出した上で「どうか話を聞いてください」と、無様に跪いて伺いを立てるのが当然だろうが塵芥が。

寛大にも無能の貴様らが貢ぎ物も持参するまで待っててやろうと、屑に対して慈悲をくれてやっていたのにも気付かないとは……まったく虫けらにも、その程度は考える頭があると思った俺の不明を恥じるばかりだ。

信じ難い事だが、俺の役に立つというカスにとって至上の誉れにして、当然の常識も弁えないとは。救いようがないなさっさと首でも吊れ、糞にもその程度は出来るだろう』

　要約するとこうなる。実際はもっと罵詈雑言のオンパレードだ。ランゴの顔があまりの内容に引き攣ってるが、気にすることは無いだろう。同じ文面を書かせ、国王オヤジとリーテンブ皇帝の両方に送る。

　物語ゲームが始まるまであと二年、『人死は少なくしろ』と女神に言われたので、かなりの資金を使って帝国内の内部工作をしてるが、物語の知識が前提なのでどれほど効果があるか？

　戦争を避けるのは難しいかもしれない以上、ここで立場をはっきりさせておくべきだろう。この手紙でボクは帝国につかないとはっきり啖呵を切った形だ。

　後日、帝国から輸入されるはずの麦──安いから備蓄のために買ってた──が全て切れた。想定内だし問題ない。食糧の目処は十二分だし所詮万が一の予備の為と、内部工作員に金を渡すのに便利だから交易してただけだ。

　なお、手紙を読んだ親父は宰相と一緒に腹を抱えて大爆笑だったらしい。面会したら開口一番褒められたから相当痛快だったようだ。

　これでもう、ボクに裏切りを唆すことはないだろう。あの手紙を読んで誘うほど無教養でもプライドが低くもないだろうし。はっきりと喧嘩を売ってやったようなものだ。

　さて前世の知識を得てから可能な限り準備をしてきた。開拓の名目で騎士団を始め、立身を望む若者達を集めるとしよう……ボクは生き延びて幸せになってやるぞ。
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　結論から言おう、帝国に啖呵切ったのは良いが自国がヤバかった。正式に辺境伯となり、色々な引き継ぎを終わらせるのに半年。久しぶりに王都を訪れ国王オヤジとの面会が終わった後、母上に教えられた。

　親父と顔を合わせて話しても何も言わなかったから隠していたのだろう。ボクとしても農作物や繊維などが滞りなく売れるものだから問題ないと思っていたのが悔やまれる。

　とりあえず脳内で親父の頭に踵落としを喰らわせ、兄貴の顔面にドロップキックを叩き込んで落ち着こう。落ち着いたところで詳しい話を聞くことにする。

「十三歳の女の子相手に誰も彼も骨抜き？　どういうことですか？」

「言葉通りの意味です、ヘルトール公爵家は知ってますね？」

　親父との面会を終え、王妃である母上に話があると、私室に誘われたのだが、聞かされたのがなんとも予想外の話だ。

　なんでもヘルトール公爵家の次女、アンジェリカ嬢が社交界デビューしたその日のうちに、身分を問わず男どもが夢中らしい……なんかヤバい薬使ってないですか？

「もちろん調べました。結果彼女は愛の女神から非常に強い加護を受けていることが判明し……口出しすることができませんでした」

　しかも兄貴まで熱を上げて自分の婚約者にすると息巻いてるそうだ。今度会ったらあの馬鹿の顔面に膝を叩き込んでやる、良いですよね母上？　衆目が無ければＯＫですか、ありがとうございます。

　母上の私室を出て、ちょっと帰り際に騎士団の訓練に参加して兄貴がいたら容赦なくボコろう。最近ボクが王都に来ると訓練サボるみたいだから難しいかな？

　しかしこんな状況は頭が痛い。こんな様で帝国に宣戦布告されたらどうなるんだ？　矢面に立つの領地の位置的にボクなんだぞ……まてよ？　兄貴の婚約者……この時点でか？

　いやいてもおかしくないんだけど、物語ゲームは『起こりうる可能性が高い歴史』なのだから、どのルートでも婚約者のいない兄貴に、婚約者ができたとなると……。

　そういえばアンジェリカなんてキャラ覚えがないし、ひょっとして女主人公なのか？　最近意識してなかった物語の内容を思い出してみる。

　ボクが前世プレイしたゲーム『女神の紋章』は、魅力的なキャラクター達の関係が交わり合い、語り合い、ときに反発し、流れるようなストーリーを紡ぐ物語だ。

　ストーリーは主人公の序盤の行動で複数に分岐するが、どのルートも笑いあり涙あり緩急に富んだストーリーで何度でも楽しめる……ボク序盤のボスの運命は変わらないがな！

　いやこうして前世の知識を手に入れたんだ、ボクは死なん！　生きて幸せを掴んでやる。可愛いデシデラータも妊娠が発覚して大事な時期だしね。

　それはさておき、物語の主人公の話をしよう。物語本編が始まるのは今から約一年半後だが、王太子直属の騎士になるくらいなので、キャラの会話シーンから察するに今頃には頭角を現してる筈なのだ。

　顔や名前を知らないのかって？　このゲームはプロローグで主人公の職業クラスとか出自、性別、プレイヤーの好みで顔や体型も弄れるのでまったく役に立たない。ただしここで重要なのは王太子の婚約者だ。

　戦闘マップで一緒に戦ったり、同じ拠点で待機したりすると、キャラ同士で好感度が上がったり会話イベントが発生する。好みの異性のキャラと支援したりされたりして最終的に恋人になったりする。

　遊戯ゲーム的な要素として信仰ゲージという項目があり、『愛』『法』『豊穣』の三人の女神のいずれかのゲージが最大になると、様々な恩恵がある。その中で愛の女神の信仰が最大だと、通常一対一で結ばれるものが複数人と結ばれるようにできる。勿論ボクは男主人公で複数のヒロインを恋人にしましたがなにか？

　ついでに制作陣の遊び心なのだろうが、男同士で好感度が最高になった場合『今の心友』という項目が出現する。前世知識的に考えて、制作陣の一部が腐敗してるのが分かった。

　ともかく、メインキャラである兄貴オルランドは独り身だ。独り身のはずなんだが例外がある。主人公が女性キャラで、生まれが高位貴族であった場合に限り、『王太子の婚約者』という立場を選択でき──当然普通に仕える女騎士にもなれるが──随所でラブラブな会話が発生する。

　ゲームとして考えればアンジェリカ嬢の行動で歴史が分岐するのだが、ここは現実。『創作を生業とする者は稀に異世界の歴史を垣間見れる』という女神の言葉を信じれば、ボクの前世で『女神の紋章』を作ったシナリオライターが垣間見た未確定の歴史に過ぎない。

　とはいえ王太子の婚約者である以上影響力は大きいだろう、加えて愛の女神の加護がある。

「兄貴の婚約者にアンジェリカ嬢が選ばれたというのは本当か？」

「はい、王都はその話題で持ちきりです。なんでもオルランド様は土下座する勢いで陛下に嘆願なされ、渋々お認めになられたそうです」

　報告するランゴは複雑そうだ。なにしろそのアンジェリカ嬢こそ彼が辺境に送られる原因だからね。まぁ当時７歳児に熱を上げていたのは、母上の仰る愛の女神の加護のせいなんだろうけどね。

　こっちも死の女神の加護を貰ってるので、他の神由来の特殊能力なんかは効きにくいし、精神干渉を無効にする装備を身に着けてるから平気なんだが……あれはヤバい。遠目で見ただけだけど全身から男を誘うオーラを発してるというか、淫靡な色気を大量に垂れ流してる。

「ランゴ、無効化の装備は無いけど、魔法防御力を高める防具を身に着けておけ。さもないと問答無用で魅了されかねないぞ。そもそも遭遇しないのが一番だが万が一がある」

　深刻そうに頷くランゴ。まぁ人生狂わせた張本人だから気持ちはわかる。ボクはともかく味方が魅了されるのがとにかく怖い、今後王都に来るときは女性の護衛を連れてこよう。

　今のボクは帝国に操られる事もないし、むしろ全力で喧嘩売ってるのだから、『可能性の高い歴史』は潰えたことだろう。帝国と戦争が起きるのは避けられないとしても、戦力を集めボクの領地を守るんだ。

　それはそうと、ボクにも生活がある以上楽しみを求めるのは間違ってはいないだろう。具体的にはデシデラータとイチャイチャするために、前回王都に来た時に仕立て屋に特殊な衣装を注文しておいた。

　そう、辺境で採れる素材をふんだんに使った体操着とブルマだ！　ふふふ、素晴らしい。前世のボクはこの衣装が大好きだったから、図面を描いて仕立て屋に無理を言ったが、なんとか応えてくれたか流石プロだ、尊敬するね。

　妊娠中のデシデラータとエッチは出来ないから、仕方なくお試しと言うことで妹にくれてやったら、やたらと気に入ってなんか仕立て屋に大量に作らせやがった。侍女たちに着せて一緒に後宮の中庭で運動するらしい。

　まぁいいや、とにかくブルマと体操着が手に入ったのだ。デシデラータが出産して、体調が整ったらこれを着せて夜の運動会だ……ぐふふ、勿論体操着の胸元ゼッケンには『でしでら〜た』と日本語で書いてある。ここは譲れないこだわりだ。

　王都からラーロン地方へ帰る途中、街道沿いの小屋で休憩してたとき。袋から取り出して、にやにやと体操着を眺めてるタイミングでノックされたのが拙かったのか、つい小屋の押し入れに隠してしまった。

　なんでも緊急事態が起こったらしく急いで帰らないといけなくなり、隠してしまったブルマを置いたまま帰ってしまったのだ。こんなに慌てる緊急事態ってなんだ？
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「勇者が現れるって！」

　慌てて領地に帰ったボクを待っていたのは、青天の霹靂ともいうべき報告だ。大神官のトラバントさんが神託を受け、今日明日中に勇者となる人物がこの街にやって来るそうだ。

　神託によると恋人の呪いを解く為に神殿を訪れる青年で、法の女神トライア様が直々に大神殿の『降臨の間』まで連れてくるように命じたそうだ。

　それで大神官は、神託を受けてから正門前でその青年をひたすら待ってるそうだ。大偉神い官人が門の前で仁王立ちしてたら迷惑だろうに。

「勇者殿には屋敷を与えてこっちから訪ねると伝えてくれ。国王オヤジ以上の貴人として扱わないと、大神殿が敵に回るかもしれない」

　報告に来た家臣は、使用人に保有する屋敷の中で一番グレードの高い屋敷の掃除を急ぐように伝える。

「そうだ、それと勇者殿のお名前は？　どんな容貌なんだ？」

　物語ゲームでも勇者と言うのは出現する。前述した信仰ゲージが最大で、ある程度シナリオが進み、女神の紋章と呼ばれるアイテムを手に入れれば、任意のキャラを勇者にできる。

　勇者になると、もう単騎でマップを制圧できるくらい強くなるのだが、頼り過ぎると他のキャラが育たないので後半厳しくなる。

　ついでにゲームのラスボスは女神の紋章を持つ勇者でしか倒せない。そのため大抵は主人公かオルランドだが、愛着あるキャラを勇者にする人も多い。

　この時期に勇者がいれば帝国も怖くないぞ、死の女神様の粋な計らいだろうか？　なんとかして味方に取り込みたい、ゲームのネームドキャラだろうか？

「はっ勇者となる青年の名はクリス様、その恋人はオリヴィア様と申されまして。大神官様が神託の夢で見た人物像はこちらに……」

　クリスと言う名前と、あまり上手ではない大神官直筆の似顔絵の特徴から……やっぱり可能性の高い歴史は潰えたんだと確信する。

　闇の魔法使いクリスは味方の場合、とても頼れるメインキャラだ。全キャラ屈指の魔法防御力で敵魔法使い相手の壁役として最適。また唯一敵専用のバッドステータス【奴隷】状態を解除でき、彼がいないと仲間にできないキャラは多い。

　反面敵に回った場合……ぶっちゃけラスボスより強い、と言うか性質タチが悪い。勿論普通にプレイしていれば敵にならない、一部極悪な難易度を求める人用のルートと言える。一度やってみたけどあっさり詰んでデータ消したのは苦い思い出だ。

　彼が敵に回るのは、序盤のマップで宮廷魔術師の娘、マルフィーザが捕らわれるイベントがあり、複数の選択肢全てで彼女を見捨てる選択をする事。普通にプレイしていれば、序盤の強力な魔法使いを見捨てるわけが無いのだけど、あえてその選択肢を選ぶと彼は敵になる。

　クリスの師匠とマルフィーザの祖父は兄弟で、その縁で知り合った二人は憎からず想い合って、会話イベントでも無口キャラのマルフィーザが彼相手だと良く喋るあたり、所謂公式カップリングみたいなものだ。

　そんな女性を見捨てるんだから、当然見限られるわけだ。そして彼がマーニュ王国を見限ると今度は帝国側の人間として現れる。帝王の娘にして強力なボス、姫騎士レヴィアの部下として。いやレヴィアのセリフから察するに、彼にべた惚れだろうと言われていた。

　彼がマップに出現するとネームドキャラ二〜三人はロストを覚悟した方が良い。広域にバッドステータス魔法を撒き散らし、鍛えた仲間が味方を攻撃したり、ステータス激減で敵兵にあっさり倒されたりする。

　バッドステータス無効化するアイテムなんて精々一個か二個なんで、それを装備してるキャラ以外は控えめに言って蹂躙される。姫騎士レヴィアもボスとしては上位の実力で、考えてプレイしないと冗談抜きで全滅する。

　二次創作とかで、この二人の出会いとか、マーニュ王国を見限った後の話とかよく見たな。ドラマティックな題材だからだろうか？

　オリヴィアは……ゲームには出現しないキャラだから、多分アンジェリカが原因でクリスと出会ったのだろうか？　まぁその辺は詮索したって仕方ない部分だ。

　物語ゲームの性格通りなら、恋人を害しない限り味方になってはくれるだろう。さて、勇者が仲間になればこれほど頼もしい人もいない。嬉しい報告に頭痛が消えた、なんて爽やかな気分だ、これでもう怖いものなしだ！

　そのときボクは戦力の充実に気を取られ、気が付いていなかった。勇者って割と理不尽な存在だから、彼がやらかす事の後始末は上ボ司クの仕事だと……。










あとがき







　初めましてサンマグロシホタテと申します。




　まず本書を手に取り、ご購入いただき誠にありがとうございます。

　当初この作品は「小説家になろう」で流行っていた婚約破棄物をちょっと捻った短編として投稿したところ。読者の皆様にご好評いただき、ノクターン版として連載を始めたのが切っ掛けでした。

　小説書きとして、素人同然至らぬ所だらけの筆者の作品を応援してくだった皆様方のお陰で、こうして書籍となり世に出たのは、本作を読んでくださった皆様のおかげだと確信しております。この場を借り、改めて御礼申し上げます。




　さて、読者の皆さんに謝意を示したところで、簡単に自己紹介をさせていただきます。

　私は元々趣味でやる夫スレ作者をしておりまして。幾つか完結させたり未完で終わらせたりと、作品を世に公表してまいりました。

　ある日「小説家になろう」で人気作は本屋に並ぶのだと聞き及び、ひょっとしたら自分も？　と少し色気を出し、こうして小説を書き出した次第です。

　最初は「自分としては面白いけど大丈夫かなぁ？」と少々不安でしたが。駄目なら駄目で「乙を貰えず合いの手も無いなんて慣れてるさハッハッハ！」と開き直り、なろうデビューしました。

　デビューから一年と少々、それがこうして書籍となり、書店に並ぶのですから、なかなか感慨深いものがあります。

　これからもコツコツと小説を書こうと思います、そして書き続ける為のモチベーションとなるのは読者の皆様です。

　創り上げた作品が多くに人の目に留まり、感想で褒められたり、厳しい言葉を頂いたり、ご指摘を頂戴し。より多くの「おもしろい」の一言が欲しいから、工夫をして、知恵を絞り物語を作り続けております。

　創作とは一人だけで作っては、どうしても独り善がりなモノになると、私は考えております。だからこそ皆さんの声を聞きながら、一緒に作品を作り上げるのです。

　この後書きまで読んでくださった皆様、本作は「小説家になろう　ノクターンノベルズ」で連載しており、ログインしなくても感想を書けるよう設定しております。




　もし宜しければ、貴方も私と一緒に本作を創りませんか？









本書は「ノクターンノベルズ」（http://noc.syosetu.com/）に掲載されたものを、改稿の上、書籍化しました。

「ノクターンノベルズ」は、「株式会社ナイトランタン」の登録商標です。











キングノベルス

闇やみ属ぞく性せいの魔ま法ほう使つかいだが、なぜか勇ゆう者しゃになってしまった １

〜それはともかく嫁よめにいい暮くらしをさせるために頑がん張ばって成なり上あがろうと思う〜
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。

また本作品で紹介したｗｅｂサイトのＵＲＬは印刷出版した時点の情報となります。リンク切れや情報が異なる場合があります。
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